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　──安心して、ぼくのクズ王おう子じ。たとえ負け犬のまま終わろうとも、ぼくはずっと見ていてあげるから。




　そう言って、あの女──黒くろ日ひ奈な美み玖くは不敵に笑った。

　今にして思えば、俺は最初からあいつの手の上で転がされていたのかもしれない。








一章　きっかけはラブレター









　季節は春。

　桜が散り、肌はだ寒ざむさを感じることもない陽気の中。

　耳を澄すませば、今日も今日とて色めき立つ女子生徒たちの声が聞こえてくる。

「ねぇ見て、あれって二年の成なる瀬せ先せん輩ぱいじゃない？」

「ほんとだ！　やだ、超ちようかっこいい～！」

「もう見てるだけで幸せ～！　かっこよすぎて声なんてかけられないよね～！」

　校内を歩くだけでこの通り。

　俺、成瀬和かず臣おみはいわゆる人気者だ。

　その理由はいくつかあるが、参考までにクラスメイトの意見を聞いてみよう。

「さすが成瀬、全国模試で一ひと桁けたに入ったらしいじゃん！」

「成瀬くん聞いたよ！　マラソン大会で陸上部よりも速かったんでしょ！」

「うちこの前、成瀬くんが芸能事務所にスカウトされてるとこ見たよー！」

「「「「「成瀬くんすごーい！」」」」」

　フッフッフッフッ…………ハァーッハッハッハッハッハッ！

　これが俺の評判だ！　皆みなが口を揃そろえる通り、俺はとにかくすごい奴やつなのだ！

　憧しよう憬けいの眼まな差ざしを向けてくるクラスメイトたちに対し、俺は心の中で高笑いをしながら答える。

「そんなことないよ、たまたまさ」

　さらっとひたすら爽さわやかに。

　あくまで驕おごらず謙けん虚きよな優等生というイメージの通りに振ふる舞まうと、皆がさらに持て囃はやしてくる。

　あぁ、実に気持ちが良い。心ここ地ちよい賛辞だ。これなら放課後や休日を使って勉強やランニングに明け暮れた苦労も、少しは報むくわれるというものだ。

　彼らは皆、俺が汗あせの一いつ滴てきも掻かかずに平然と結果を出していると思っているだろう。しかし実際は、努力もせずに成功できるほど甘いことなんて存在しない。

　ゆえに、俺は報われたと実感することができる。彼らが送る賛辞を、素す直なおに自分の糧かてにできるのだ。

　これほどまでに充じゆう実じつした俺の学校生活。

　ただ一つ、足りないものがあるとすれば、それは──

「わぁ～、また和臣くんが囲まれちゃってるよ～」

　そのとき、会話の輪に一人の女子生徒が混ざってきた。

　彼女の名前は、熊くま谷がい花はな。栗くり色いろのポニーテールがよく似合う、小こ柄がらで可愛かわいいクラスメイトだ。彼女が会話に加わるだけで、男子連中は色めき立つ。

「あ、花～。聞いてよ、今成瀬くんの話をしててね」

「へぇ、それでかー。わたし、和臣くんに用があるのにな～」

「お？　熊谷もやっぱ成瀬狙ねらいなのかー？」

　一人の男子生徒がからかうように言うと、花は途と端たんに顔を真っ赤にする。

「もぉう、そういうのじゃないってば！　和臣くんは、みんなの和臣くんなんだからっ」

　花がぷんすかとむくれて言い、周囲からどっと笑いが起こる。

　そこで用があるという花に気を遣つかってか、花を残して皆が散り散りになっていく。

「それにしても、花の『みんなの～』発言は吹ふき出しそうになるよな」

「えっ、そんなに変だったかな？　だって和臣くんは、みんなの和臣くんだし」

「はは、本気だったのか。……みんなの、ね」

　それが冗じよう談だんじゃないとなると、さすがに笑えない。

　俺の学校生活に唯ゆい一いつ足りないもの、それは『恋こい人びと』だからだ。

　だというのに、嘘うそか真まことか、女子たちの間には『成瀬くんはみんなのもの。抜ぬけ駆がけは禁止』なんて決まり事があるという噂うわさを耳にしたことがある。俺は入学して以来、一度も女子から告白をされたことがないし、噂が本当なら合点がいくわけだが。

　俺だって年とし頃ごろの男子高校生だ。恋れん愛あいには興味がある。

　ハイスペックな俺との釣つり合いを考えるのであれば、目の前にいる花なんてまさにうってつけだ。

　小動物のような愛くるしい顔立ちと、大人顔負けの豊満なバスト。人ひと懐なつっこく天てん真しん爛らん漫まんな性格をしていて、バレー部のエースで運動神経も良いから、同性からも人気のある正しよう真しん正しよう銘めいの美少女。

　そんな花と俺が付き合えば、きっと皆が羨うらやむベストカップルになること間ま違ちがいなしだろう。

　──と、そのとき。花のスカートが机の角に引っかかって、下着が見えてしまっていることに気が付いた。

「花、ちょっとごめん」

　引っかかっていた裾すそをつまんで元通りに。今度からはスパッツを穿はくことをオススメしたいところだ。

「ふぇっ!?　……あ、あ……ありがと……」

　よほど恥はずかしかったのか、先ほどよりも花の顔が真っ赤になる。まあ無理もないか、あのクマさんパンツでは。

　俺は紳しん士し的で優やさしい男だから、高二にもなって子供パンツを穿いていたからといって、むやみにからかったりはしない。よかったな、見たのが俺で。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰だれにも見られてないよ。もちろん俺も、中は見てないから」

「よかったぁ……今日は自信がないやつだったから、もし和臣くんに見られてたら、お嫁よめに行けないところだったよ～」

　クマさんクマさんクマさん……おっと、さっさと邪じや念ねんは振り払はらわないとな。彼女の将来がかかっているようだし。

「こほんっ。……けほっ、けほっ」

　咳せき払ばらいをしようとして失敗する花。この子のこういう仕草がいちいち可愛いんだよな。

「落ち着いて。ほら、深呼吸」

　すーはー、と花が深呼吸をして仕切り直し。おそらく、花は俺に『用』とやらを伝えるつもりだな。

「実はね、和臣くんにお願いがあるんだけど……」

　ほらきた。

「ん？　なに？」

　素知らぬ顔で訊きき返すと、花は言いづらそうにモジモジとし始める。

「とりあえず座りなよ。そこ空いてるし」

　リラックスできるよう着席を促うながすと、花は俺の向かいに座って再び深呼吸をした。

　これから始まる話は、花にとってよほど大事なことなんだろう。すごく緊きん張ちようしているのが見てわかる。

　数秒して、花は意を決した様子で口を開いた。

「今週末ね、バレー部の練習試合が決まったの！　……それで、その、よかったら試合を見に来てくれないかな？　和臣くんが来てくれたら、わたし、いつもより頑がん張ばれる気がするんだ」

　後半の方は消え入るような声で、花は精せい一いつ杯ぱいに言った。

　それにしても、試合の応おう援えんか。正直なところ拍ひよう子し抜ぬけだが、こちらに断る理由はない。人付き合いは大切だし、美少女からの頼たのみとなれば尚なお更さらだ。

「へぇ、試合か。もちろん応援しに行くよ」

「いいの!?　和臣くん、他ほかに予定とか入ってなかった？」

「平気だよ、今週末は空いてるし」

「やったぁ！　和臣くんのためにも、わたし頑張るね！」

「うん、期待してる」

　俺が試合の応援に行くというだけで、花はご満まん悦えつの様子。頬ほおに手を当てて、幸せそうにニコニコとしている。

　そんな花の眩まぶしい笑え顔がおを眺ながめていると、視線に気付いた花があからさまに動どう揺ようする。

　髪かみの毛先を指で弄びながら、照れ隠かくしをするように顔を背そむける花。耳が真っ赤だってことは言わない方がいいんだろうな。

「もしかして、断られると思った？」

　俺がそれとなく尋たずねると、花がちらとこちらを見る。

「だって、和臣くんはいつも忙いそがしいみたいだし……あんまり、その、女の子と遊んだりしないって聞いてたから」

「いや、確かに暇ひまな日ばかりじゃないけど、遊びに関しては誘さそわれないだけだって」

「え、そうなの？」

「ああ、情けないことにね。それに大切な友達からの頼みなら、遊びだろうと試合の応援だろうと、いつだって行くって。まあ、さすがにテスト期間中は無理かもしれないけど」

　花の気持ちをほぐそうと思い、俺は笑顔で言う。

　すると、なぜだか花の目が泳ぎ始め、

「ぽふんっ」

　擬ぎ音おん語のようなものを発したかと思えば、途端に顔を真っ赤にした。

　まるで熟うれた林りん檎ごのよう。花は表情も豊かだし、見ていて飽あきないんだよな。

　花はおそらく、俺にとって一番の友達だ。俺たちは一年の時から同じクラスで、入学してすぐに仲良くなった。彼女は元々人と打ち解けるのが得意なタイプで、その気さくな人柄には何度も救われたっけ。

「えへへ……たいせつだって、かずおみくんが……えへへ……」

　何やら呪じゆ文もんを唱えるようにぼそぼそと呟つぶやく花。

　大切な友達と言われたのが、そんなに嬉うれしかったのか。

「花？　大丈夫か？」

「ひゃいっ」

　そこでようやく花が我に返ったようだ。

　花は俺と目を合わせ、それからすぐに逸そらしたかと思えば、

「今わたし、なんて言ってた……？」

「さぁ？　よく聞き取れなかったな」

「うわーん、絶対うそだー！」

「あはは、嘘じゃないって」

「もぉう、別にいいけどさ……それじゃあとりあえず、またメッセ送るね」

　花は赤面したままそう言って、そそくさと自分の席に戻もどっていった。

　……さて。

　俺と花の関係について。

　見る人によっては、微笑ほほえましく思うかもしれない。

　俺も以前までなら、『花は俺のことが好きなんじゃ？』と期待したことだろう。

　だが、今ならそれが『勘かん違ちがい』だとわかる。

　そして今回の花の頼み事に、深い意味がないことも。

　なぜその結論に至ったのか、ポイントは熊谷花という女子の人柄にある。

　花はそもそも人当たりの良い性格で、異性であろうと同性であろうと一定の距きよ離り感かんを保つタイプの女子だ。彼女にとって部活動の試合などの『イベント』は、あくまで交友関係の延長線上にあるもの。彼女のようにリア充じゆうな女子であれば、休日に異性と二人きりで映画を見に行くことすら、『遊び』の範はん疇ちゆうに入ることもあるのだ。

　すなわち、俺はあくまで友人の一人として、試合の応援を頼まれたに過ぎないというわけだ。

　同じように、他の勘違いしそうな部分も論破のしようがある。

　女心は複雑だ。彼女たちの行動や言動、仕草の持つ意味合いを『好意』という一ひと括くくりでしか捉とらえられない大多数の男たちが、勘違いの末に告白して玉ぎよく砕さい──という定番の黒歴史を築いてしまうのだろう。

　普ふ通つうの男子高校生では、俺のように冷静な分ぶん析せきはできないかもしれない。俺だって何も、初めからこんな風に考えられたわけではない。

　俺にとってのターニングポイント。それは──




「あはは！　ゆうたセンパイってば、ほんと鈍どん感かんですよねー！」

「いえ、優ゆう太たくんは鈍感というより、ボーッとしていることが多いだけです」

「あの、琴こと乃のさん……？　それフォローになってないよね……？」




　そのとき、廊ろう下かから男女の会話が聞こえてきた。

　女子の一人があまりにも大きな声で話すものだから、我が二年Ｃ組の教室はしんと静まり返った。

　会話をしながら教室の前を通るのは男女三人。派手な容姿の茶ちや髪ぱつ女子と、清せい楚そな雰ふん囲い気きの黒髪女子、そして地味でパッとしない男子の三人である。

　派手な容姿の彼女は、一年Ａ組の鹿か野の彩あや夏か。雑誌や動画配信などで活かつ躍やく中の現役アイドルで、学内にもファンが多い美少女だ。

　清楚な方の彼女は、二年Ｄ組の沖おき津つ琴乃。成績が良くクラス委員も務める優等生で、こちらも学内にファンがいる美少女である。

　そんな学内屈くつ指しの美少女たちを連れて歩くのは、お世辞にも釣り合いが取れているとは言えないレベルの、冴さえない男子生徒。

　彼こそが、俺の──

「あ、優太やっと来たー！　もう始業時間だよー！」

　そこで花が声を上げた。

　そのままスキップを踏ふむようにして廊下へ出た花は、男子生徒に向かって一直線。

　そして彼の背中に向けて、盛せい大だいにタックルをお見み舞まいした。

「いてて……なんだよ花、痛いじゃないか」

　男子生徒が不満そうに言うと、花はムッとしてみせる。

「優太ってば、来るの遅おそいんだもん。今日だって家の前でずっと待ってたのにぃ」

「それは悪かったって、メッセ送っただろ。僕だって目覚ましはかけたけど、徹てつ夜やでゲームしてたから──」

「わぁ、やらしー。ゆうたセンパイってば、夜中にえっちなゲームしてたんですかー？」

　後こう輩はい女子の鹿野彩夏にからかわれ、冴えない男子生徒は取り乱しながらも否定する。

「変なこと言うなよ!?　僕がやってたのはただのネトゲだって！」

　そんな彼を見て、清楚系女子の沖津琴乃が呆あきれた様子で言う。

「やはり優太くんの日々のスケジュールは、私が管理しないといけないみたいですね」

「いや、だから──」

「優太だって男の子だし、少しくらいえっちなのは仕方ないけど、だからって遅ち刻こくはダメだよ？　次遅おくれたら、わたしがまた起こしに行くからね！」

　花のズレたフォローにより、女子たちの主張がさらに勢いづいていく。

「いいえ、優太くんの起き床しよう管理も私の役目です」

「はいはーい、ならあたしも起こしに行くー」

「ちょっとみんな、もう勘かん弁べんしてよぉ……」

[image: ]

　とまあ、こんな風に。

　他人ひと様の教室の前で、まざまざとハーレム展開を見せつけてくれた男子生徒。

　彼の名前は、沖津優太。二年Ｄ組の生徒で、成績は中の下、部活動には所属しておらず、野や暮ぼったい髪型以外にこれといった特とく徴ちようがない冴えない奴やつ。

　──この沖津優太との出会いこそが、俺にとってのターニングポイントである。




『成瀬はすごいよね。僕なんかと違ちがって友達が多いし、頭も良いし。ほんと、雲の上の存在だよ』




　出会った当初、彼は俺にそんなことを言ってきた。

　俺だって彼のことは、人じん畜ちく無む害がいな雲の下の存在だとしか思っていなかった。

　だが、すぐにその考えを改めさせられる。

　現在進行形で見せつけられているハーレム構造。これは何も、今に始まったことではない。

　まず、花が彼を慕したっている理由。それは二人が幼おさな馴な染じみだからだ。ここまではいい。

　だが鹿野彩夏に関しては、理由はよくわからないが、噂うわさでは互たがいの家に通うほどの間あいだ柄がらだという。

　そして残る沖津琴乃だが、俺の知っている情報や噂から推測する限り、彼女はおそらく彼の恋こい人びとだ。兄妹きようだい……にしては似ていないし、二人の名字が同じなのは偶ぐう然ぜんだろう。

　これが入学直後から続く沖津優太のハーレム構造である。鹿野彩夏に関しては、去年の学校見学や文化祭のときから、沖津優太と仲が良いのは確かく認にん済みだ。

　俺も彼女たち三人とは親しい方だ。だが、ハイスペックで人気者の俺よりも、沖津優太の方が彼女たちと親密な関係にあるのは明らかだった。

　冴えないくせに美少女たちから囲まれる地味系男子。まるで漫まん画がやアニメに出てくるラブコメ主人公のテンプレだ。

　そして彼が『主人公』ということは、その周囲にいる俺は『モブ』ということになるわけで。

　ゆえに考えた。

　モブに対して美少女──いわゆるヒロインが好意を寄せることなどあり得ないのだから、俺が彼女たちから告白の一つもされないのは当然だ、と。

　何も、そんなバカげた話を最初から本気で考えていたわけじゃない。

　だが、俺自身がモブであることを前提にした上で彼女たちと接していると、つい『この子は俺のことが好きなんじゃ？』と勘違いしそうになるいろいろな場面を、全すべて論破できることに気が付いた。

　振ふられるのは嫌いやだ。惨みじめな思いはしたくない。自分から告白をするとしたら、それは相手からの好意を百パーセント確信できた場合のみ。

　そうやって恋人が出来ないまま今に至り。

「やれやれ。少しはみんな、僕のことを放ほうっておいてくれよ」

　俺は沖津優太というやれやれ『主人公』の存在を認め、自分が『モブ』であることを受け入れていた。




　　　　◇




　昔から他人にどう見られているのか、そればかりを気にして過ごしてきた。

　今のご時世じゃ、そんな奴ばかりだと思う。

　俺は元々自分のスペックに自信があったし、他人から良く見られるための努力なら苦にも感じなかった。まだ見ぬ恋れん愛あいには希望を抱いだいていたし、失敗するなんてこれっぽっちも考えなかった。

　だが、中学三年の冬。

　俺は失恋した。初恋だった。

　相手は年上の大学生。俺の家庭教師を務めてくれていた女性だった。

　振られた理由は……なんだったかな。よく思い出せないし、思い出したくもない。

　いずれにせよ、俺はそのとき大きな挫ざ折せつを味わい、自信を失った。

　その後、中学を卒業したことで心機一転。高校に首席で入学し、俺は周囲から注目を浴びた。

　これで俺は完かん璧ぺきに立ち直れる──そう思った矢先、主人公・沖津優太と出会い、そして『あの女』が同じ学校にいることを知った。

　それから一年余りが経たつ現在。

　俺の学校生活は、『あの女』のせいで灰色一色に染まろうとしていた。

「成瀬くん！　『沼ぬま底そこの魔ま女じよ』と付き合ってるって噂はほんと!?」

　夕暮れ時の放課後。普段は憩いこいの場として使用することのある中庭で、俺は他クラスの女子数人から詰つめ寄られていた。

「はは、なにその噂。初耳だなぁ。俺は相変わらずフリーだよ」

「でも一いつ緒しよに帰ってるところを見たって子もいるんだけど？」「あたし昼休みにお弁当を一緒に食べてるとこ見たよ！」「ＳＮＳでも噂になってるよね」「もうやだ、なんでよりにもよってあいつなの……？」「説明してもらわないと納なつ得とくいかないよ」

　ヒートアップした女子たちが次々にまくし立ててくる。どれも誤解ではあるが、今の彼女たちに否定の言葉は届かないようだ。

　モブであることを自覚している俺にはわかる。この子たちは、別に俺のことが好きなわけじゃない。『人気者の成瀬和臣』という存在がいることをただ楽しんでいて、それが失われることが面おも白しろくないだけなのだ。

　ちなみに、『沼底の魔女』というのは『あの女』に付けられたあだ名だ。『沼底』の部分は、彼女が入学直後に校内の池に飛び込んだことをきっかけに付いたもの。『魔女』の部分については、彼女の悪口を言った奴が不登校になったとか、嫌がらせをした奴がテスト当日に熱を出して留年したとか、そうした出来事を呪のろいや黒くろ魔ま術じゆつといった類たぐいと誰だれかが無理矢理にこじつけた結果である。

　そんな相手と交際しているという噂が流れれば、多大なイメージダウンは免まぬがれない。

　これ以上被ひ害がいを拡大させないためにも、この辺りではっきり言っておこう。

「俺が黒くろ日ひ奈なさんと付き合っているなんて話はデマだよ。誰が言い出したのか知らないけど、相手にも迷めい惑わくがかかるからやめてもらえるかな？」

　ちょっとキツめの言葉を、笑え顔がおでやんわりと伝える。

　それだけで女子たちは牙きばを抜ぬかれたように大人しくなる。

「……けど、『魔女』の方は満まん更ざらでもないみたいだよ」

　一人の女子がおそるおそるといった様子で言う。

　満更でもない？　あの女が何か言ったのか？　だとしたら、大問題だ。

「もしかして、黒日奈さんが俺と付き合ってるって言ったの？」

「うん……。だから今回の話は、みんな本気で信じてるよ。じゃないとうちらだって、成瀬くんに直接聞いたりしないよ」

　その女子は今にも泣き出しそうだった。

　これは困ったことになった。俺のメンツを守るためにも、付き合うとしたら基本は美少女から告白をされたときだけと決めていたのに。よりにもよって『あの女』と交際しているという噂が広まり、しかもそれを皆みなが信じ始めているという。これは俺の沽こ券けんに関かかわる死活問題だ。

「とにかく、俺にその気はないから。できれば誤解をしないでもらえると嬉うれしいな」

　努めて爽さわやかに。笑顔で言うと、彼女たちはようやく納得してくれたようだった。

　彼女たちが去っていった後、ポケットからスマホを取り出す。

　さて。『あの女』に連れん絡らくをして、噂の件を撤てつ回かいしてもらわないとな。

　つんつん。

　そのとき、後ろから肩かたをつつかれた。

「ん？　まだ何か──うわぁっ!?」

　思わず悲鳴を上げてしまう。

　振り返った先には、長い黒くろ髪かみを目元まで伸ばし、白すぎる肌はだと華きや奢しやな身体からだをした女子生徒の霊れい──改め、『沼底の魔女』こと黒日奈美み玖くが立っていたのだ。

　全く気配を感じなかった……。どれだけ存在感が薄うすいんだよ、この女。

「こんにちは、和臣。かわいい悲鳴だね」

　黒日奈は淡たん々たんとした口調で言う。

　その佇たたずまいからは、どうにも暗い印象を受ける。それに呪いや黒魔術の類を本当に扱あつかえるのではないかと思うくらい、どこか得体の知れない雰ふん囲い気きがあった。

「いきなり現れるなよ、心臓が止まるかと思ったぞ」

「ちゃんと肩はつんつんしたよ。ぼくだって女の子なのに、傷つくなぁ」

「全然傷ついているようには見えないけどな。まあ丁度よかった、お前に話があるんだ」

「ぼくにメッセを送ろうとしてくれていたもんね」

　画面を覗のぞき見たのか。というか、いつからいたんだ？　先ほどのやり取りの一部始終を見ていないと、こうもタイミング良く現れないよな……──と、今はそんなことより、

「場所を移すぞ。ここだと人目につく」

「ふふ、逢あい引びきだね。それなら良い場所があるよ」

　これだよ、これ。きっとこんな風にくだらないことを言って、先ほどの女子たちのこともからかったんだろう。普ふ段だんの憂うさ晴ばらしのつもりか知らないが、こっちはいい迷惑だ。

　腹は立つが、今は一刻も早くこの場を離はなれることが先決である。二人で話しているところを他ほかの生徒に見られでもしたら、よからぬ噂が増長されるだろうからな。

「人目がない場所ならどこでもいい。案内してくれ」

「うん、喜んで」

　俺はできる限り黒日奈と距きよ離りを空けながら、その後ろを付いていった。




　　　　◇




　この都立松まつ場ば高校には、本校舎の他に第二校舎が存在する。

　文化棟とうとも呼ばれるその場所の廊ろう下かには文化部の部室が並んでいて、奥には倉庫と化した教室がいくつかある。

　その突つき当たりにある、使われなくなった空き教室の一つ。改築もされず、鍵かぎの壊こわれた扉とびらに黒日奈が手を掛かける。

　広さ自体は普通の教室と同じ。端はしの方にいくつかの机と椅い子すが乱雑に積み重ねられているだけの、ひどく殺風景な空間。

　普段ならこんなひと気のない場所に来たくもないが、今の状じよう況きようにはうってつけだ。

　何せ、『あの女』との密会なのだから。

　ふと気付くと、すぐそばにいたはずの彼女がいつの間にか窓まど際ぎわに立っていた。

　長く真まっ直すぐな黒髪に、消え入りそうなほど白い肌。できるだけ肌の露ろ出しゆつを減らしたいのか、黒いタイツにサイズが大きめのカーディガンを着ていて、そのせいもあって地味で暗い印象を受ける。

　その上、前髪で目元が隠れているせいで表情が読み取れないものだから、彼女と対面しているだけで心が落ち着かない。おそらく、彼女と一緒にいて平常心を保てる生徒など、校内のどこにもいないだろう。

　彼女──黒日奈美玖は、校内で浮ういた存在だ。『沼底の魔女』と呼ばれるのも納得がいくほど、どうしようもなくネガティブなイメージが付きまとう女子生徒である。
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　そんな相手と空き教室に二人きりでいる現状は、はっきり言って居い心ごこ地ちが悪い。

　早々に事を済ませよう。そう思って本題を切り出そうとしたところで、窓の外を眺ながめていた黒日奈がこちらを向いた。

　それからふっと微笑ほほえんだかと思えば、

「二人っきりだね。とても居心地が良いよ」

　この女、きっとエスパーだ。

「……本題に入ろう。噂うわさの件だ」

　この女と長話をするのは危険だ。何がとは言わないが、俺の本能的な部分が警けい鐘しようを鳴らしている気がする。

「なんのこと？　ぼくはただ、和臣と逢い引きしたかっただけだよ」

　黒日奈はとぼけた様子で首を傾かしげる。……そっちがそう来るなら、主導権はこちらが握にぎらせてもらおう。

「俺も暇ひまじゃないんだ。お前が話さないなら、こっちから言わせてもらう」

「どうぞ」

　その不敵な笑みを見ていると、どうしても何か企たくらんでいるような気がして、つい躊躇ためらってしまう。

「どうしたの？　落ち着いて。なんでも気軽に話していいよ」

「……お前、他の生徒に俺と付き合ってるって言ったらしいな。困るんだよ、そういう嘘うそを吹ふい聴ちようされると」

　俺の言葉の何が面白いのかわからないが、黒日奈は笑みを深めて言う。

「ぼくは別に、嘘なんてついてない。ただ、『成瀬くんに付き纏まとわないで』って一方的に言われたから、『きみたちには関係のないことだよ』って返しただけだよ」

「はぁ、なんてことを……」

　その発言は世間一いつ般ぱんだと、疑ぎ惑わくを黒だと認めたことになるんだぞ。

　まさか、そのことを理解した上で言ったんじゃないだろうな。

「別にぼくは誤解されたって構わないよ、ぼくと和臣の仲だし」

「構わないわけないだろ。それに俺たちは友達でもなんでもない、ただのクラスメイトだろうが」

　厳密には、ただのクラスメイトってわけでもないが。

　ちなみにクラスは同じでも、普段の彼女は大人しいどころか無口。よって、教室で俺と彼女が関わることは滅めつ多たにない。

「ぼくはそう思ってないよ」

「俺はそう思ってるんだよ。──とにかく、お前と付き合っていると誤解をされたままだとこっちが困るんだ。さっさと撤回してくれよ」

「イヤ」

「なっ……!?　お前、一体何を考えて──」

「それに」

　黒日奈は俺の言葉を遮さえぎるようにして、続きを口にする。

「ぼくが今さら撤回をしたところで、校内に広まった『こんなに面白い噂』は、そう簡単に消えたりしないと思うな」

　心なしか、彼女の声が弾はずんでいる気がする。失うものが無い奴やつは気楽でいいよな。

　校内にはこういった噂を面白おかしく話すのが日課のような連中がいるし、一度広まった噂はそう簡単には消えない。一番効果的な手段といえば、ほとぼりが冷めるまで適当にやり過ごすことである。……でも、今回限りはそれじゃダメなんだ。

「お前は俺に、みんなが飽あきるまで、お前と恋こい人びとだと思われたまま我が慢まんをしろって言いたいのか？　冗じよう談だんを言うのも大たい概がいにしてくれよ」

「はぁ」

　そこで黒日奈はあからさまにため息をついてみせ、

「なら、和臣がなんとかすればいいよ。嫌きらわれ者で変人のぼくなんかより、人気者の和臣の方が、よっぽど大きな影えい響きよう力を持っているはずだよね」

　だめだこいつ、何もわかっちゃいない。

「あのな、こういった噂を必死になって取り消そうとしてみろ。俺の『いつも余よ裕ゆうがあってかっこいい成瀬くん！』というイメージが台無しになるだろうが」

　黒日奈は服の袖そでで口元を隠して、不気味に笑い出した。

「ふふっ、和臣は本当にイイ性格をしてるよね。周囲の評価や体てい裁さいばかりを気にして、自分を虚きよ偽ぎの仮面で着き飾かざって。嫌われることを誰だれよりも恐おそれる、自尊心の塊かたまりみたいな人だ」

「放ほうっておいてくれ、そういう性しよう分ぶんなんだ」

　この女はよく見ている。人を──というより、俺のことを。

　こういった洞どう察さつ力を処世術の方にも活いかせば、もう少し上手うまく馴な染じむことだって出来ると思うんだけどな。それと、女のくせに『ぼく』と言う変な一いち人にん称しようも直す必要があるか。

「でもそんな和臣も、ぼくにだけは素すの部分を見せてくれるよね。すごく嬉しいよ」

　訂てい正せい。この女は何かひどい勘かん違ちがいをしているようだ。

「言っとくが、俺はお前にこれっぽっちも好意なんか持ってないからな。そこだけは勘違いするなよ」

「そうなの？」

　黒日奈がまたとぼけてみせる。その仕草を見ていると、なんだか無性に腹が立つ。

　唇くちびるをすぼめて小首を傾げる、その仕草自体は美少女がやれば様になるだろう。だがこの女の場合、前髪オバケの陰いんキャ女子だから可愛かわいらしさの欠片かけらもない。それにこちらをからかう意図があるのも丸わかりだ。

「勘違いしているようだから言ってやる。──俺がお前に粗そ雑ざつな態度を見せるのは、お前の前でかっこつけても意味がないからだ。他意はないぞ、ついでに興味もない」

「なるほど。でも、ぼくが和臣の本性をみんなに暴ばく露ろするって可能性は考えないの？」

「はは、誰もお前の言葉を真に受けたりしないって。──あ」

　自分で言ってから気付く。

「そう。ぼくの言葉なんて、誰も真に受けない。聞く耳を持たない。それが面おも白しろい噂を否定するようなものであれば、なおさらね。せいぜい、勝手に都合良く解かい釈しやくされるのが関の山だよ」

「……わかったよ。結局、俺が自分でなんとかするしかないって言いたいんだろ」

「うん、ようやくわかってくれたみたいで何より。和臣って頭が良いのに馬ば鹿かだから、上手く伝わるかどうか心配だったんだ」

「失礼な、俺が馬鹿なわけないだろ」

　黒日奈は小馬鹿にしたように微笑んでから、椅子の一つに腰こし掛かけた。

「そんなナルシストの和臣に朗報だよ」

「またくだらないことを言うんじゃないだろうな」

「ひどいなぁ。──実は和臣にぴったりの解決法があるんだけど、聞きたい？」

「嫌いやな予感しかしないけど、聞かせてくれ」

　この女のペースに合わせるのは癪しやくだが、ここは素直にいこう。他に良い案があるわけでもないしな。

　黒日奈は俺の返事に満足いったのか、上じよう機き嫌げんに足をぶらつかせながら言う。

「和臣が恋人を作ればいいんだよ」

　さらりと口にしたその言葉は、俺の耳を素通りしていく。

「……それが、俺にぴったりの解決法ってやつか？」

「そうだよ。和臣には何人か仲の良い女の子がいるでしょう？　その中の一人と付き合うんだよ。自分のスペックに自信があるなら、それくらい簡単なはずだよね」

「残念だが、それは無理な話だ。自信があるとかないとか、そういう問題じゃなくてな」

　黒日奈はぶらつかせていた足を止めて、代わりに首を傾げた。

「自分の目的のために女の子を利用する気にはならないとか、そういう理由かな？」

「いや、もっと単純な話で。彼女たちはみんな、俺のことなんて眼中にないんだ。残念ながらな。具体的に言えば、みんな他ほかに好きな人がいる」

　黒日奈が意外そうにしている。珍めずらしいこともあるものだ。

「ずいぶんと驚おどろいているじゃないか。そんなに意外だったか？」

「うん、意外だった。ナルシストな和臣が珍しく、自分のことを過小評価してるから」

「俺はナルシストじゃなくて、リアリストだからな。良いものは良いと言うし、無理なものは無理と判断する。自分のことだって、実際に頭も顔も良いから誇ほこっているだけだ」

　まあ、沖津優太との奇き妙みような対立構造を受け入れている時点で、生きつ粋すいのリアリストとは呼べないかもしれないけどな。

「でも、それならなおさら納なつ得とくがいかないな。ぼくからすれば、和臣は十分すぎるくらいモテているように見えるもの」

「自分と他人とじゃ、興味を持つ度合いが違ちがうからな。差異が生じるのは仕方のないことだ」

「そうだね。その通りだと思う」

「珍しく意見が合ったな」

「なら告白をしてみてよ。どちらの価値観が正しいか、それではっきりするはずだよ」

　いやこの女、全然納得してなかった。

　やっぱり俺とこの女の意見が合うことはないらしい。

　それにしても、やけに食い下がってくるな。さてはこの女、俺が振ふられて落ち込むところを見たいだけだな？

　その手には乗るものか。

「言っとくけど、告白はしないぞ。相手からオッケーが出る確証がない限りは絶対にな」

　俺の宣言を受け、黒日奈はぽかんと口を開けていた。

　ああ、わかってる。今の発言がダサいことぐらいは自分でも。

　それでも、振られるのはもうごめんなんだ。

「やっぱり、まだ引きずってるんだ」

　唐とう突とつに、黒日奈がそんなことを言い出した。

「……えっと、なんのことだ？」

「言わなきゃわからない？　姉さんとのことだよ。本人から聞いたんだ、和臣を振ったこと」

「…………」

　その言葉に古傷を抉えぐられた気がして、意味もなく胸を押さえる。

　そう。俺の初恋相手は、ここにいる黒日奈美玖の姉だ。

　そういった経けい緯いもあって、俺はこの女が苦手だ。できれば関かかわりたくない。この女を見ていると、どうしてもあの人のことが頭をよぎってしまうからだ。

　けど、振られたことをこいつが知っているのは意外だった。姉妹しまい仲は良かったんだな。

　万が一、こいつと付き合っているなんてデマがあの人の耳に入ったりしたら、多分俺は引きこもって不登校になるだろう。そうならないためにも、今のうちに口止めをしておかなければ。

「言うなよ？　今回のデマのこと」

「もちろん。そもそも言う必要がないよ、姉さんには全く関係のないことだしね」

「くっ……」

　それはそれで、なんだか寂さびしい気もする。……いや、この女がそう言うなら好都合か。

「ごほん」

　そこで黒日奈がわざとらしく咳せき払ばらいをした。

　それからひょいっと立ち上がったかと思えば、くるりと背中を向けて考え込んでみせ、

「お手上げだね」

「溜ために溜めた後に言うことかよ……」

「だってこうなると、一つの結論しか思いつかないんだもの」

「へぇ、結論が出たのか。なら、それはお手上げとは言わな──」

「『和臣はぼくと恋人になりたい』、つまりはそういうことでしょ？　嫌がるフリをして、本当に素直じゃないね。そうならそうと初めから言えばいいのに」

　…………ん？

　聞き間違いだろうか。肝かん心じんなところを聞きそびれた。もう一度確かく認にんしてみよう。

「ごめん、最初の方がよく聞き取れなかった。もう一度言ってもらっていいか？」

「『和臣はぼくとえっちがしたい』ってことでしょ、って言ったんだよ」

「そうは言ってなかっただろ!?　というか何を恥はずかしげもなく言ってやがる!?」

　黒日奈は呆あきれた様子で肩かたを落としてみせ、

「意味は同じようなものでしょ。えっちぐらいで取り乱すなんて可愛いね、和臣も」

　しれっと言いやがって。ああもう、イライラする。

　ひとまず落ち着け、落ち着くんだ俺。

　このままではこの女のペースだ。肝心なのは、なぜこの女がそれほどおぞましい結論に至ったのかということ。

「まず言っておくが、それは無い。断じて無い。──で、どうしてそんな勘違いを？」

「女の子に好きな人がいるくらいで、自信過か剰じような和臣が諦あきらめるとは思えなくて。和臣はライバルがいた方が燃えるタイプだと思うし」

　買い被かぶりすぎだ。

　確かに俺は、自分のスペックに自信がある。

　ただ、『自分がモブである』という抗あらがえない仕組みのようなものを知った今では、自信だけじゃどうにもならないこともあるんだ。

　黙だまり込む俺を見て、黒日奈は興きよう味み津しん々しんといった様子で腕うでを組んだ。

「和臣は何を隠かくしてるの？　どうしてもっと積極的に頑がん張ばらないの？　その理由を教えてほしいな」

「それは、その……」

　黒日奈が真まっ直すぐ見つめてくる。彼女の目元が見えなくても、今は俺のことを凝ぎよう視ししているのがわかる。

「……馬鹿にしないって、約束するなら話すよ」

「うん、約束する。だから話してよ」

　優やさしく囁ささやくように、黒日奈が先を促うながしてくる。

「わかった、話すよ。俺と、沖津優太のことを──」




　　　　◇




　それから十五分ほどが経たち。

　俺は自分が『モブ』で、沖津優太が『主人公』であることを認めるまでの流れを事細かく、黒日奈に説明し終えた。

　すると、黒日奈は袖そでを口元に当てて、

「ふふふ……」

　笑いを堪こらえているのがわかる。

　こいつ、馬鹿にしないって約束したことをもう忘れてるのか？

「お前な……」

「いや、ごめんね。つい、嬉うれしくって」

「嬉しい？　他人の不幸をそんなに喜べるなんて、お前もイイ性格をしてるよな」

「だって、あまりにもツッコミどころが多かったから。──けどそれよりも、安心した。和臣が、ぼくの知ってる和臣のままでいてくれて」

「意味がさっぱりわからないな。お前は何が言いたいんだよ」

　黒日奈は袖をどけて、なおもニヤリと口元を歪ゆがませ、

「やっぱり和臣はクズのままだった。正しよう真しん正しよう銘めい、人間としてのクズ。そのことにすごく安心したんだよ」

　この女、今二回も俺のことをクズって言ったよな。

　やっぱり馬鹿にしているんじゃないか。ったく、失敗だ。どうしてこんな奴やつに話してしまったんだか。

　だが、このまま言われっぱなしの俺じゃない。

「言わせておけば、俺のどこがクズなんだよ。綺き麗れい事は抜ぬきで説明してみろよ」

　黒日奈は人差し指を立てて、

「一つ、沖津優太を心底見下している」

「事実に照らし合わせて適切な評価を下しているだけだ」

「一つ、彼女たちの気持ちを身勝手に決めつけている」

「状じよう況きようと照らし合わせて推測しているだけだ」

「これが最後。──重要な事こと柄がらが一つ、説明から抜け落ちている」

「重要な事柄？　なんのことだ？」

「それがわかっていないから、和臣はクズだって話だよ」

　黒日奈は笑えみを浮うかべたまま、俺の隣となりにすっと並んでくる。

　なんだろう。この女が至近距きよ離りにいると、平常心が保てない。そのせいか、頭も上手うまく回らない。

　心臓の鼓こ動どうが急激に速くなり、全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出る。

「……降参だ。教えてくれ」

　たまらず白旗を上げると、黒日奈は満足そうに頷うなずく。

「ぼくにはあっさり認めてくれるんだね。嬉しいな」

　黒日奈は意味深なことを言ってから、一歩後ろへ下がる。

「素す直なおな和臣に免めんじて、特別に教えてあげる」

　とん、と背中に手が触ふれてきて、




「──和臣はね、沖津優太に負けたんだよ」




　その言葉の意味を、すぐには理解できなかった。

　ただそれでも、反射的に言葉が口を突ついて出る。

「俺があいつに、あんな奴に、どんな分野だろうが負けるわけないだろ」

　呆れたいのはこちらの方だというのに、黒日奈はわざとらしくため息をついてみせる。

「いいや、負けてるよ。だって、意中の女の子を根こそぎ持っていかれたんだもの。でもきみは、そんな状況でさえ、自分のプライドを守るために頑かたくなに負けを認めようとしない。きみのそんなところが、どうしようもなくクズだって言ってるんだよ」

「違う、俺は負けたんじゃない。ただ、そういう立ち位置だったってだけの話で──」

「なるほど、こと恋れん愛あい関係において、和臣はあの地味男くんに立ち位置からすでに負けていて、勝負以前の問題で負けていて、言い訳のしようもないくらい完かん膚ぷなきまでに大敗していた──つまりはそういうことだね」

「くっ……」

　違ちがう。違うんだ。あいつは主人公で、俺はモブキャラ。ヒロインは主人公に想おもいを寄せるものだと相場が決まっている。だから勝負とかそういう話じゃないんだ。

　じゃないと、俺があんな地味男に、恋愛で負けるはずが──

「認められないのも無理はないよ。その矛む盾じゆんを認めてしまったら、もう和臣には何も残らないもの」

「……違う。だって、この完かん璧ぺきな俺がやっと友達になれた子と、あいつはとっくに家族同然の付き合いをしているんだぞ？　あんな地味な奴が俺よりもモテるなんて、そんなの、あいつがラブコメの主人公で、俺がモブキャラだって以外にあり得ないだろうが」

「ふふっ」

　そこで黒日奈が吹ふき出すようにして笑った。

「何がおかしいんだよ」

「ごめんね、馬ば鹿かにしてるつもりはないんだ」

　俺はこの女の、達観したようなところが嫌きらいだ。自分の手が届かない、理解の及およばない領域を他者が把は握あくしているというのは、ひどく居い心ごこ地ちが悪い気分になる。

　そんな俺の心情を汲くみ取ってか、黒日奈は愉ゆ快かいそうに人差し指を立てた。

「ねぇ、一つ尋たずねたいんだけど」

「まだあるのかよ」

　もうたくさんだ、と言ってもこの女は話し続けるだろう。

　聞きたくなければこの教室から俺が出ていけばいいだけの話だが、それこそこの女の意見を認めることになる気がして、どうしても出来なかった。

「ぼくとの噂うわさが無くなれば、和臣にはこれまで通りの学校生活が戻もどってくるよね。でも、それで和臣は満足いくの？」

「当たり前だろ、何を今さら」

「本当にそう？　自分には恋こい人びとができず、地味でなんの取り柄えもないと見下しているはずの相手と意中の女の子がイチャつく様を見せつけられるだけの学校生活……そんな灰色の青春で、プライドが高くて負けず嫌いの和臣が納なつ得とくできるとは思えないんだけどな」

「…………」

　自然と握にぎる拳こぶしに力が入る。

　この一年間を回想して、確かに自分が満足していないことに気が付いた。

　自分を納得させられる理由をこじつけて、無理やり納得したフリをしていただけなのかもしれない。そう思い始めたとき、知らぬ間に黒日奈が隣にいて、

「このままだと、卒業するまで『負け犬』だよ」

　まるで俺の心の中を読んでいるかのように、この女は畳たたみかけてくる。

「もしくは『かませ犬』かな。沖津優太くんっていう、主人公（笑）のためのね」

「──ッ！」

　屈くつ辱じよくだ。

　俺があいつの『かませ犬』だって？　ふざけるな。俺は成瀬和臣、文武両道の人気者。逆の立場ならあっても、俺があいつの『かませ犬』になることは絶対にあり得ない！

「俺はっ──」

　反論をしようとして振ふり返ったとき、ふと黒日奈の笑みが目に入ったことで、頭に上っていた血がすーっと引いていく。

「俺は、お前の思おも惑わく通りには動かない」

　冷静になったことで、理解したのだ。

　この女が今、自分の目的のために俺を焚たき付けようとしていたのだと。

　こいつの目的が何なのかはわからない。だが、それがどういった目的であろうと、他ほかのやつに利用されるのはごめんだ。

「へぇ、思惑か。それならぼくには、何か他に目的があるということになるね」

「その目的が何なのかはわからない。ただ、お前が自分の目的のために、俺を焚き付けようとしていることだけはわかる。伊達だてにお前と一年過ごしてないからな」

「正確には一年じゃないけどね。まあいいや、確かにきみの言う通りだし。ご褒ほう美びと言ってはなんだけど、ぼくの目的とやらを教えてあげよう」

　やっぱり目的があったのか。恐おそろしい女だ、危あやうく利用されるところだったぞ。

　黒日奈は悪びれもせずに、さらりと言う。

「ぼくの目的は、和臣に姉さんのことを忘れてもらうこと。──ただ、それだけだよ」

　予想外の目的を聞かされ、俺は動どう揺ようしつつも尋ねる。

「……どうして、それがお前の目的になる？」

「正直、鬱うつ陶とうしいんだよね。身近な人間が、ぼくの身内に振り回されているのを見るのはさ」

「お前の目から見て、俺はそんなにあの人のことを引きずっているように見えるのか」

「うん、とっても。はっきり言って不愉快だよ。──きみが新しい恋をすれば姉さんのことを忘れてくれるかもしれないと思ったけど、まあ、きみ自身にその気がないなら仕方ないね」

　姉妹しまい仲が良い、というのは違うのかもしれない。

　俺はこいつとその姉がどういった関係なのか、ほとんど知らない。別に、興味もなかったからだ。ただ、

「お前の目的は理解した。それでも、利用されるのはごめんだ」

「そ。残念」

　案外、あっさりしている。他に何か思惑があるんじゃないかと疑いたくなるほどだ。

　警けい戒かいする俺をよそに、黒日奈は窓まど際ぎわまで歩いてそっと窓を開けた。

　外から吹き抜ける風が黒日奈の髪かみとカーテンを揺ゆらし、俺はその光景にただ見入ってしまう。

「あのね。きみが沖津優太くんに立ち向かう決心をしようと、これまで通りそっぽを向き続けようと、ぼくは伝えようと決めていたことがあるんだ」

　そう言って、黒日奈はこちらに振り返る。

　夕日を背に浴びて影かげを伸のばすその姿は、どこか怖こわいくらいに幻げん想そう的だった。

　彼女は小指を唇くちびるに添そえると、呪じゆ文もんでも唱えるように口にする。




「──安心して、ぼくのクズ王おう子じ。たとえ負け犬のまま終わろうとも、ぼくはずっと見ていてあげるから」




　それだけ言って、黒日奈は窓の外に向き直った。

　愛の告白、ってわけじゃないだろう。きっとこれは、『呪のろい』みたいなものだ。

　もちろん、そんな超ちよう常じよう的てきなものがこの世に存在するはずもないが、それでも俺はそう感じずにはいられなかった。

　だからこそ、悪いものを振り払はらうつもりで言う。

「安心するも何も、俺は誰だれにも負けるつもりはない。ただ、自分のやり方でやるだけだ。それにあの人のことだって、いつまでも引きずっていくつもりはないしな」

　具体的な打開策があるわけではない。ただ、言われっぱなしは癪しやくだった。

　俺がそのまま教室を出ようとしたところで、黒日奈が顔も向けずに言う。

「ああそれと、帰りは気を付けてね。放課後の学校では、どんなドラマが生まれるかわからないから」

「ご忠告どうも」

　ドラマなんてそう起こってたまるか。沖津優太じゃあるまいし。

　しかしまあ、今日は急いで帰ろう。

　黒日奈のせいで、嫌な胸むな騒さわぎがするからな。




　　　　◇




　文化棟とうと本校舎を繋つなぐ渡わたり廊ろう下かを早足で通り、鞄かばんを取りにＣ組の教室へ。

　すでに無人となっていた教室に入って鞄を手にし、そのまま昇しよう降こう口に向かう。

　階段を下りたところで、聞き覚えのある声がした。

「部活おつかれさま。僕も今日は委員会があったから待ってたんだ、ちょっと話したいこともあったし」

　これは沖津優太の声だ。あまりにも特とく徴ちようがないからこそ、逆にわかってしまう。

　そしてこの言いぐさからすると、話し相手は──

「そ、そっか、うん、ありがと。……それで、話したいことって？」

　やはりこの声、相手は花で間違いない。

　花の声は緊きん張ちようして上うわ擦ずっているように聞こえる。

　俺は気付かれないよう息を潜ひそめながら、声がするうちのクラスの下げ駄た箱ばこを覗のぞき見る。

　すると、そこにはやはり沖津優太と花の姿があった。どうやらこの場には俺を除いて、二人きりのようだ。

　そわそわと落ち着かない様子の花に対し、沖津優太は困り顔で言う。

「えっと、その、ちょっと言いづらいんだけどさ……」

「う、うん？」

　そこで、沖津優太は鞄から手紙のようなものを取り出す。

「──ッ！」

　それを見た花はビクッと肩かたを震ふるわせ、そのまま硬こう直ちよくする。

「これ、書いたの花だよね？　差出人の名前に『熊谷花』ってあったし」

「あ、あうぅ……」

　花は顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

　まさかあれは、ラブレター!?　花が沖津優太宛あてに書いたのか！

　俺はなんて現場に遭そう遇ぐうしてしまったんだ！

　ついパニックを起こしそうになる。だが次の瞬しゆん間かん、俺の耳には信じられない言葉が入ってきた。

「──はい、返すよ。僕の下駄箱に入ってたんだ。入れる場所を『間違える』なんて、花は本当にうっかり屋さんだなぁ。宛あて名なだって書いてなかったし、今度からは間違えないようにね」

　沖津優太はそう言って、本当に花へ手紙を返した。

「…………」

　それを受け取った花は、黙だまり込んだままである。

　そんな彼女に構わず、沖津優太は何事もなかったようにさらりと言う。

「じゃ、そろそろ帰ろうか。お腹なか減ったし」

　沖津優太は先導するように歩き出したかと思えば、ふと何かを思い出したように振り返り、

「そういえば、その『ラブレター』って結局、誰に渡すつもりだったの？」

　ぼふんっ、と。その瞬間、花はさらに顔を真っ赤にして、

「ゆ、優太には関係ないもんっ！　ばーか！」

　そう大きな声で叫さけんだかと思えば、沖津優太の後頭部に鞄を打ち付け、そのまま走り去っていった。

　残された沖津優太は後頭部をさすりながら、不満そうに呟つぶやく。

「いてて……まったく、困った奴やつだなぁ」

　とぼとぼと歩き出したその背を見送ったのち、俺は──

「……フッ、フフフ……」

　溢あふれ出しそうになる笑いを必死に堪こらえていた。

　甘あま酸ずっぱいどころじゃない青春の一幕を見せつけられ、気が動転しているのではない。

　むしろ、俺は憤いきどおっていた。

　花が普ふ段だんから沖津優太を慕したっているのは、誰の目にも明らかである。幼よう稚ち園えんの頃ころから一いつ緒しよの幼おさな馴な染じみというものは、きっと一いつ般ぱん的な友達とは比ひ較かくにならないほど近い存在なのだろう。

　そんな二人の間に、恋心が芽生えても不思議じゃない。

　そして今回、花は勇気を振り絞しぼってラブレターを書いた。

　だというのに、あの男はそれを『間違い』だと決めつけ、無かったことにした。

　彼からラブレターを誰に渡すつもりだったのかと聞かれた際に、顔を真っ赤にしていた花の気持ちを想像するのは容易である。きっと、恥はずかしくて穴があったら入りたい気分だったに違ちがいない。

　あいつは花に──女の子に、恥はじをかかせた。それは絶対に許されないことだ。

　あんな男に、美少女を──いや、俺の幸せを奪うばわれてたまるか。

　俺なら絶対、あいつのように女の子の好意を無下にすることはない。

　ゆえに、俺はある目標を定めた。

　自らが定めた目標を達成するためには、決意表明をするのが効果的だ。そのおかげでいつも、テストでは高得点が取れている。

　だから。




「──俺は必ず、あの沖津優太から女子を奪い取ってみせる！　必ずだ！」




　花に限ったことではない。あの鈍どん感かん系主人公の取り巻き、被ひ害がい者しやの全員が対象だ。

　決意表明を終えたところでタイミング良く、下校時間を報しらせるチャイムが鳴った。

　俺は靴くつを履はき替かえて校舎を出たところで、ふと黒日奈の言葉を思い出す。

『ああそれと、帰りは気を付けてね。放課後の学校では、どんなドラマが生まれるかわからないから』

　あいつの言葉通り、ドラマとやらが起こってしまった。

　それは俺に直接関かかわるものではなく、やはりというか、沖津優太の身に起こったものだったけれど。

　その出来事をきっかけに、俺はあいつの思おも惑わく通り、沖津優太と戦う道を選んだ。

「ふぅ、考えても無む駄だだな。『予言』とか、そういうものがあるわけもないし」

　気持ちを切り替えようと思い、スマホのスケジュール表を確かく認にんする。そこで週末のところにチェックが入っていることに気が付いて、思わずニヤついてしまう。

「あんなことがあったんだ。花のことは今週末、俺がしっかり応おう援えんしてやらないとな……フッ」

　おっといけない、ここは公衆の面前だ。少なくとも家に着くまでは平静を装よそおわないと。

　高笑いするのは、心の中だけに留とどめておこう。








二章　鹿か野の彩あや夏かのターン









　鏡で今日のコーデをチェック。

　ベージュのチェスターコートに、ボーダー柄がらのシャツを合わせて。パンツは黒のスキニー。髪かみ型がたはナチュラルに見える程度にワックスで整え、ひたすら清潔感を大切に。

　トレンドを押さえながら、シンプルかつポップな柄でアクセントも加えたこの完かん璧ぺきな着こなしは、沖おき津つ優ゆう太たのような地味男には到とう底てい真ま似ねできないだろう。

「よしっ、今日の俺もバッチリだな」

　全身が映る姿見ではないのが残念だ。

　しかし、それも仕方のないこと。何せここは、学校のトイレなのだから。

　現在は週末。俺は花はなとの約束通り、バレーボール部の練習試合を応援しに来ていた。

　試合会場はうちの学校の体育館。トイレを出て向かうと、練習試合だというのに、やけにギャラリーが多いことに気付く。相手は昔からうちと因いん縁ねんのある高校らしく、熱気が凄すさまじいのもそのせいかもしれない。

　応援席から様子を眺ながめていると、大きな掛かけ声を発しながらアップをする女子部員たちの中に、白いユニフォーム姿の花を見つけた。……小こ柄がらな割に大きな胸が揺ゆれていて、これは眼福という他ほかない。

　ラブレターの件を引きずっているかとも思ったが、しっかりアップに集中しているように見える。

　気合いが入っているところを邪じや魔まするのも悪いので、ひとまずは声をかけずに見守っていたのだが。

「「あ」」

　しばらくして目が合った。

　照れくさそうに手を振ふってくる花に対し、俺はにこやかに手を振り返す。

　いつもなら、このまま遠目に見るだけで済ませる。

　ただ、今日の俺はいつもとは違う。

　ちゃんと、ある目的を遂すい行こうするためにここへ来ているのだ。

　俺の存在に気付いたことで、花の集中も途と切ぎれた。作戦を開始するには良い頃ころ合あいだろう。

　俺は大きく息を吸い込んで、両手をメガホン代わりにかざし、

「──花っ、応援してるからな！」

　たかだかアップの最中だというのに、突とつ如じよギャラリー席から大声を出した俺に、周囲からの注目が集まる。

　花を始めとした大半の部員たちも驚おどろいた様子で俺を見ている。それから数すう瞬しゆんの間を置いて、皆みなが一いつ斉せいにきゃっきゃと騒さわぎ出した。

　色めき立つ女子部員たちの中心に立つ花は顔を赤らめながら、俺に向かって大きく頷うなずいてみせた。

　先ほどまで館内を満たしていた熱気は、今や女子会のような雰ふん囲い気きに様変わり。

　そこで俺は「すみません、つい……」と言いながら、周りの方々に会え釈しやくする。

　俺は別に、試合の雰囲気をぶち壊こわしたかったわけじゃない。ただ、目的のためには必要なことだったのだ。

　熊くま谷がい花を惚ほれさせるという、崇すう高こうな目的のためには。

　当然ながら、この程度の行動で花の気持ちが俺に傾かたむくとは思っていない。むしろ迷めい惑わくに思われる場合だってあるくらいだ。

　だが、女子とは周囲の声に影えい響きようされやすいもの。だからこそ、手始めに周囲の力を借りることにしたのだ。

　予想通り、女子部員たちが花を小こ突づいて冷やかし始める。

　耳を澄すませば、彼女たちの会話の端はし々ばしが聞こえてくる。

「あれってＣ組の成なる瀬せくんだよね？　花マジで？　二人付き合ってるの？」

「え、その、つ、付き合ってないよ……」

「花ってば顔真っ赤ー！　もうゾッコンじゃーん！　きゃーっ、羨うらやましぃー！」

　いいぞ、もっと煽あおれモブたち。君たちの冷やかしが、花のヒロインとしての感覚を歪ゆがませてくれるんだ。

　公衆の面前で異性から声せい援えんを受ければ、誰だれだって照れるだろう。そして周囲から『二人は付き合ってるの？』と聞かれれば、顔くらい赤くなる。

　だというのに、それを鬼おにの首でも取ったかのように冷やかす他の女子部員たちは、本当に期待を裏切らない活かつ躍やくをしてくれる。おかげで計画通りだ。

　俺の一番の狙ねらい。

　それは女子特有の同調、もしくは共感という特とく徴ちようを生かし、「あの人かっこよくない？」と周りが言い続けることで『もしかして、わたしが気付いてないだけで成瀬くんってすごくかっこいいのかも……好き☆』と思わせる──名付けて、【かっこいいよね作戦】だ！

　……作戦名がかっこよくないのは置いておくとして、この作戦はとても効果的に働くことだろう。

　普ふ通つうの女子は、父ふ兄けいやダサいクラスメイトを友達に紹しよう介かいしたくないものだ。いくら性格の良い花だって、友達や部活仲間に紹介するなら、ダサい奴よりは評判の良い奴の方がいいに決まっている。

　しかもその評判の良い──かっこいい奴が、みんなの前で恥も外聞もなく自分を応援してくれるのだ。女子ばかりの集団であれば、大たい抵ていの場合はプラスな方向に盛り上がる。そして本人も周りから羨ましがられることで気分が高まり、『成瀬くんってわたしの好みかも』と、半ば勘かん違ちがいに近い現象を引き起こすことが、この作戦の目的だ。

　結果はご覧の通り。相手校の女子部員まで俺の顔を見てそわそわし始めていることから、作戦の成功は半分以上決まったも同然だろう。

　あとはイレギュラーな事態さえ起こらなければ、試合終しゆう了りよう後の花に爽さわやかに声をかけて詰つめとなる。

　俺が本気を出せばこんなものだ。自分の有能さが恐おそろしいよ。

　けれど、何かを忘れているような気がする……まあ、忘れる程度のことなら何も問題はないだろうが。

「試合を始めます！　選手のみなさんは集合するように！」

　審しん判ぱんを務める女性が、俺の方を迷惑そうに見ながら声を張る。

　そうして試合が始まった。

　序じよ盤ばんから互たがいに点を取り合い、凄まじい接戦が繰くり広げられる。

　そして試合は終盤に突とつ入にゆう。このセットを取った方が勝利という重大な局面で、リードしているのはうちの高校。

　そこで一瞬、花がこちらを横目に見た気がした。

　試合が決まったのはその直後。

　相手が打ち込んだスパイクを、小柄な花が地面すれすれのところで打ち上げた。そのまま最後は味方がスパイクを打ち返して、それが勝利の決定打となった。

　練習試合とはいえ、自分の高校が勝つのは嬉うれしいものだ。部員たちも嬉しそうにハイタッチを交かわしていた。

　どうやら試合自体は午前中のこの一戦で終わりのようで、ギャラリーが散り散りとなっていく。

　俺はといえば、顧こ問もんから褒ほめられてニコニコしているヒロインへの勝利のインタビューを今か今かと待っていた。

　数分して、花がひょこひょことこちらに駆かけ寄ってくる。

「和かず臣おみくん、今日は来てくれてありがと～！　おかげで勝てたよぉ」

　勝利のピースを無む邪じや気きに向けてくる花。

　うん、汗あせに濡ぬれたその笑え顔がおもたまらなく可愛かわいい。

「おめでとう、勝ったのは花たちの力だよ。すごかった、興奮したよ」

　試合中は常にこの子の胸がぷるんぷるん揺れるものだから、本当に興奮してしまった。

「えへへ、嬉しいなぁ。でもね、やっぱりわたしにとっては和臣くんのおかげだよ。……だからその、この後、一いつ緒しよにご飯食べない？　実は、お弁当を作ってきてるんだ」

　よし、これは作戦が効いているんじゃないか？　以前よりも俺のことを意識しているかもしれないぞ。

　ラブレターのことを気にしているようにも見えない。天然な花のことだ、もうすっかり忘れてしまっているのかもしれない。

　それにしても、女子の手作り弁当か。これは距きよ離りを縮める絶好のチャンスだな。

「喜んで。実は俺もお腹なかがペコペコだったんだよ」

「えっと、じゃあその、着き替がえてくるからちょっと待っててくれる？　中庭で一緒に食べよ」

「わかった。先に中庭へ行ってるよ」

「うんっ！」

　花とはそこで一いつ旦たん別れ、休日だからかひと気のない校内を歩いて中庭に向かう。

　プランの進行は至って順調、むしろ拍ひよう子し抜ぬけするくらいだ。だが、まだ油断はしない。ここからが正念場と言えるだろう。

　ちなみに今日の最終目標は、花から告白をされることではない。

　花との『デート』の約束を取り付ける。──それが本日の目標である。

　目標達成にはあと一手が必要だ。

　必ずや、次の一手を俺の決定打にしてみせるぞ。




　　　　◇




　春の昼空の下、中庭のベンチに腰こし掛かけること二十分。

　やけに時間がかかったかと思えば、ナチュラルに化け粧しようをした花が制服姿でやってきた。

　その手には大きめのバスケットが抱かかえられている。あれが例の手作り弁当とやらか。

「おまたせ、和臣くん。ごめんね、待ったよね？」

「全然。休日の学校って新しん鮮せんだから、軽く見て回ってたよ」

「あはは、何それ～」

　本当は春の日差しを二十分も浴び続けたせいで干からびかけていたんだが、オシャレをしてきた女の子にそうとは言えない。

　花は俺の隣となりに腰掛け、近い距離でこちらを見つめてくる。

「その……匂におったりしてないよね？」

　爽やかな制せい汗かん剤ざいの香かおりと、ほんのり混ざった汗のにおい。

　これをそのまま伝えるわけにもいかないので、にこやかに言う。

「全然。こっちはお腹の音が花に聞かれないか心配だけどね」

「えへへ。急せかさなくたって、ちゃんと食べさせてあげますよ～──あれ？」

　バスケットの中身を確かく認にんした花の顔が、みるみる青ざめていく。

　ちらと覗のぞき込むと、中身は空っぽだった。

「入れ忘れたみたいだな。残念だけど、ファミレスでも入ろうか」

「えっと、うん……」

　しゅんと落ち込む花。

　こういうおっちょこちょいなところも花の魅み力りよくの一つだ。これが美少女じゃなかったら、さすがに帰っていたかもしれないが。

「おーい、花ー」

　そこで女子の声が聞こえた。

　校舎から走ってきたのは、ふくよかなバレー部員の女子だった。

「あ、トントン」

　トントンというのはこの女子部員のあだ名らしい。……悪口、じゃないんだよな？

「はい、これ」

　トントンさんは花に風ふ呂ろ敷しき包づつみを差し出す。もしや、件くだんの手作り弁当か？

「なんでわたしのお弁当をトントンが!?」

　驚く花。トントンさんはそんな花と肩かたを組んで引っ張っていき、こちらに背中を向ける。どうやら女子恒こう例れいのひそひそ話が始まるようだ。

「（あんたの旦だん那なの沖津くんが届けてくれたんだよ。花が見当たらないから、代わりに渡わたしてくれって頼まれてさ）」

「えっ、優太が!?」

　ピクッ。

　思わず身体からだが反応してしまう。

　今、花は『優太』と言ったよな。トントンさんの声は小さくて聞き取れないが、花の声はバッチリ聞こえたぞ。

「（しーっ、声が大きいって。成瀬くんに聞こえちゃうじゃん）」

「（ごめん……けど、優太のことを旦那って呼ぶのはやめてよ。そういうのじゃないし）」

「（はいはい、悪かったよ。──てかさ、上手うまくいってよかったじゃん。ちゃんと渡せたんだね、ラブレター）」

「（……ううん、渡せなかった。入れるとこ、間ま違ちがえちゃって）」

「はぁっ!?」

　今度はトントンさんが大声を出してから、慌あわてて声を潜ひそめる。……なんだ？　まだ沖津優太のことを話しているのか？　さっぱり聞こえないんだが。

「（入れるとこ間違えたって、下げ駄た箱ばこだよね？　誰のとこに入れちゃったわけ？）」

「（優太のとこ……まだ優太でよかったけど、でも、ああもう、思い出したら泣きたくなってきた……）」

　そこで花がうずくまってしまう。まさか二人は今、あの日のラブレターの話をしているのか？　それなら沖津優太の名前が出た後に、花が落ち込むのも納なつ得とくがいく。

「（あんたのこと、どんくさい天然ドジっ子だとは思っていたけど、まさかここまでとはねえ……）」

「（違うもん。だって優太のクラスとうちのクラスの下駄箱は隣同士でわかりづらいし、放課後になってすぐ下駄箱に入れたんだけど、誰だれかに見られるかもって思ったら、ちゃんと確認する余よ裕ゆうもなくて……それにその日は部活もあったし！）」

「（うちに言い訳してどうする）」

「言い訳じゃないもん！」

　突とつ如じよ、花が大声を出して立ち上がった。

　言い訳って、なんのことだ？　内容が全然聞き取れないせいで、推測するにしても情報が少なすぎる。

「（わかったわかった。けど、それならまだ気持ちも伝えてないわけだ。なのに試合には呼ぶとか、あんたも隅すみに置けないね）」

「（だってぇ……試合に誘さそったときにはまだ、手紙を書くつもりはなかったんだもん。でも一回誘ったのにやっぱりナシって言ったら、もう来てくれないかもしれないし……）」

「（それで、今日はこれから告るの？）」

「むりむりむり！　それができたら最初から手紙なんて書いてないってば！」

　手紙!?　来たぞ、決定的なワードが！

　これはもう決まりだ。二人は今、あの日のラブレターの話をしている。

　テンションの上がった花を、トントンさんがなだめる。その後、二人が揃そろってこちらをチラ見してくる。俺は気にしていない風を装よそおい、笑顔で手を振ふっておく。

　すると、二人はまたひそひそ話を再開する。

「（その辺りはあんた次し第だいだけどさ、先せん輩ぱいたちも気にしてたよ。てか、先輩たちから二人のことを聞いてこいって言われたんだけどさ。それと、『魔ま女じよ』とのことも成瀬くんに聞いといてほしいって）」

「（うぅ～……トントン、なんとか適当にごまかしといてくれない？）」

「（またぁ？　まあ、別にいいけどさ……あんたってほんと、人使い荒あらいよねぇ）」

「（今度パフェ奢おごるからっ）」

「（特大ジャンボね）」

「（はぁ～い……）」

　どうやら話は終わったらしい。

　ニヤニヤしながら去っていくトントンさんとは対照的に、花の方はぷんすかとむくれている。本当に何を話していたんだ？

「……もぉう、優太ってば」

　バツの悪そうに呟つぶやいて、再び俺の隣に腰掛ける花。

　仕切り直すかのように、花は鼻歌交じりに弁当箱を広げていく。

　……いや、え？　俺はすごく気になってるんですけど、その『優太』とやらのこと。ついでに手紙のことも、どれくらい気にしているのか知りたいし。

　だが、ここで露ろ骨こつに食いついたりしたら、『もしかして、和臣くんってわたしのこと好きなの？』と思われるかもしれない。そうなると、彼女の方からの告白は望めなくなる。

　ここは努めて冷静に、なるべく自然に切り出すんだ。

「お弁当、届けてくれてよかったね。もしかして、沖津くんが？」

「あれ、聞こえてた？　そうなの、優太が届けてくれたみたいでね」

　くっ、焦あせりからつい奴やつの名前を出してしまった。俺もまだまだだな……。

　まあ、ここまで来たらとことん聞くしかない。時には攻せめの姿勢も大事だからな。

「へ、へぇ、二人は仲が良いんだね」

「うーん、そうかな？　普ふ通つうだと思うよ。だって優太ったら、今日だって応おう援えんに来てくれるって言ってたのに、寝ね坊ぼうして間に合わなかったんだよ？　お弁当を届けてくれたのは感謝してるけど、それも最後はトントンに任せて帰っちゃうし。それに、手紙のことだって──ううん！　とにかく、この穴あな埋うめはどこかでしてもらわないと気が済まないよー」

　今日の応援には俺だけじゃなくて、沖津優太も呼ばれていたのか。

　まあ、俺だって友人枠わくなわけだから、これには納得がいく。

　手紙のことも、まあ聞かなかったことにしよう。花だし。

　だが、なんだろう……この、匂い立つラブコメ臭しゆうは。

　彼について語っているときの花は、やっぱり生き生きしている気がする。

　……ダメだ、ネガティブになっては。奪うばい取ると決めたじゃないか。早く気持ちを切り替かえないと。この場にいない奴に、いつまでも惑まどわされるわけにはいかない。

「はい、和臣くん。おしぼりを使ってから食べてね」

「ああ……」

　花から手渡されたおしぼりを使い、弁当箱の中身に視線を移す。

　そこには色とりどりのサンドイッチが詰つめ込まれていた。別の箱にはおにぎりが。炭水化物のオンパレードだな。

「……いただきます」

「召めし上がれ♪」

　沖津優太の名前が出たことで、食しよく欲よくなんてとっくに消え失うせていたが、ひとまずたまごサンドを手に取って頬ほお張ばる。

「あ、美味うまい」

　ほどよい甘さとまろやかな旨うま味みが絶ぜつ妙みようにマッチしていて、消失していた食欲がむくむくと湧わき上がる。

　俺の反応を見て、花は嬉うれしそうに自分も頬張る。

「よかったぁ。試合前だからお母さんに手伝ってもらったんだけど、和臣くんの好みがわからなかったから、とりあえず優太の好きなものを入れたんだ～」

「へ、へぇ～……」

　天然なのもここまで来ると度が過ぎているように思える。それとも、わざとなのか？　わざと沖津優太とのラブラブアピールをして、俺をからかっているのか？

　よし。この辺りで俺と沖津優太の、格の違いを示しておくとするか。

「──サンドイッチといえば、俺はよくフルーツジャムを使うかな。色が綺き麗れいで季節感も味わえるし、すごくヘルシーなんだよ」

「えっとえっと、それってもしかして、ジャムから自分で作ったりするの？」

「もちろん。手間は思ったよりかからないし、瓶びん詰づめすればそれなりに長く保存できるから、あるといろいろ便利だよ。個人的には、リンゴとクランベリーが当たりだったかな。使う砂糖はグラニュー糖がオススメ。どの果物とも合うからさ」

　ほわわん、と呆ほうけている花。……この子、ちゃんと聞いてるのか？

「花？」

「あっ！　──ごめん、えっと、去年の調理実習で見た和臣くんのエプロン姿を思い出していたら、つい……えへへ」

　可愛かわいいから許す。ついでに俺のことを考えていたらしいから、ご褒ほう美びをあげよう。

「今スマホにレシピを送ったから、今度暇ひまなときにでも作ってみてよ」

「わーい、作ってみまーす！　それにしても和臣くんはすごいよね、なんでもできちゃうんだもん」

　そうだろう、沖津優太ではこうはいくまい。

　あいつの場合、まずエプロンが似合わないだろうしな。

　俺がそこで再びたまごサンドを手に取ると、花が嬉しそうにツナサンドを指差す。

「あ、それでねっ、これなんか優太のお気に入りなの、ツナマヨ。和臣くんはどれが好きだったりする？」

　また沖津優太の名前を出すのかよ！　せっかく流れを寸断したのに！

　それか、ただ単に俺の好きな味を知りたいだけという可能性もあるが……。

「……たまご、かな。ツナマヨはどちらかといえば苦手だ」

「そ、そっか！　じゃあ、次からは入れないね、ごめんね」

　まずい、つい八つ当たりをしてしまった。

　しゅんと落ち込む花の姿は見ていられない。俺は慌ててツナマヨを口に放ほうり込む。

「えっ、和臣くん、別に無理しなくていいんだよ……？」

　ツナマヨがあまり好きじゃないのは事実だ。ただ、あのタイミングであの言い方はないよな。

　ここで空気を変えなくては。

「もぐもぐ……いや、これも案外いけるかも」

　そして続けざまに、

「花が作ってくれたからかな？」

　渾こん身しんの爽さわやかスマイルで言うと、花の顔が途と端たんに真っ赤になった。

「（うぅ～、やっぱりかっこよすぎるよぉ……）」

　花は何やらもごもごと独り言を呟きながら身み悶もだえている。

　キマった。俺の必殺スマイルのおかげで、どうにか悪い空気を変えることができ──

　──ブーッ、ブーッ。

　そのとき、俺のスマホが振しん動どうする。

　確認すると、黒くろ日ひ奈なからのメッセで。

『イ、イタッ、イタタタッ……意識高い系ジャム語りはイラッ……ゴホッ、ゴホッ……』

　あの性悪女め……。危うくスマホをぶん投げそうになったぞ。

　抑おさえろ。冷静に、花には気付かれないよう周囲を見回すんだ。

　このメッセの文面からして、あの女がどこかで俺たちを見ているのは間違いない。しかし、さっと見回した限りでは、あの女の姿は見当たらない。

　……まあ、気にしても仕方がない。忘れよう。もちろん、あの女からのメッセを受信拒きよ否ひした上で。

　話を戻もどそう。

　確かに俺の必殺スマイルはイタ──じゃなくて、空気を変えることができた。だが、この程度で花を惚ほれさせたとは思っていない。

　花は赤面していたが、俺みたいな男が笑え顔がおで『この料理、美味おいしいね。君が作ってくれたからかな？』的なことを言えば、大体の女の子は赤面くらいするだろう。

　だが、それは恋こいじゃない。好意というものとは、似ても似つかぬものである。

　これはアイドルの追っかけなどと同じ心理なんじゃないかと思う。時々、推おしのアイドルに本気で恋をするような手合いもいるらしいが、花はその類たぐいとは異なるだろう。

　難なん儀ぎなものだ。やはり、彼女を惚れさせるためには『デート』をする必要がある。

　デートさえできれば、俺のリサーチを重ねた完かん璧ぺきなエスコートにより、必ずやオトすことが出来るだろう。

　そのためにも、どうにかして彼女からデートに誘わせないと。

　揺ゆさぶりをかけるついでに、少し情報収集といこうじゃないか。

「ところで花」

「は、はいっ」

「えっと、沖津くんとは幼おさな馴な染じみなんだよな。弁当を届けてくれるほど仲が良いとは思わなかったよ。確か、幼よう稚ち園えんの頃ころから一いつ緒しよなんだっけ？」

「うん、幼稚園の頃からずーっと一緒だよ。もう幼馴染っていうより、腐くされ縁えんって感じかなぁ」

　さすがは主人公・沖津優太。あいつにとってはこの花が、幼馴染ヒロインのテンプレってわけだ。

「俺には幼馴染とかいないからさ、正直羨うらやましいよ。小学校から同じ奴はこの学校にいないし、同中の奴だって大して仲がいいわけじゃないからなぁ」

「でも和臣くんはみんなと仲良しだし。それに黒日奈さんとだって……」

　ん？　ここでどうして黒日奈の名前が出る？

　まさか、花まであの噂うわさを信じているのか？

「えっと、念のために言っておくけど、黒日奈さんとはなんでもないから。変な噂が広まってるみたいだけど、俺も困ってるくらいだよ」

「そうなんだ……？　この前、二人が中庭で話してた気がしたんだけど、気のせいだったのかな」

　あの光景を見られていただと!?　くそ、俺としたことが……でも、あいつもあいつだ。こういうことがあるから、安易に声をかけてくるなと言っているのに。

　それにしても、花も意外と見ているものだな。どうせ俺に興味があったからとかじゃなくて、俺と黒日奈という珍めずらしい組み合わせが気になっただけだろうけど。

　ひとまず、これもはっきりさせておく必要があるか。

「確かに、そんなこともあったかもしれないな。まあ、クラスメイトと会えば挨あい拶さつくらいはするよ、うん」

　下手な言い訳をしているみたいになってしまった。咄とつ嗟さの臨機応変さには自信があったんだが、黒日奈絡がらみとなると、どうにも調子が出ない。

「和臣くんは誰だれとでも仲良くお話しするもんね。行事のときにはみんなをまとめてくれるクラスのリーダーだし、わたしにとって和臣くんは憧あこがれの人だなぁ」

　いつの間にか、花は目をキラキラさせていた。

　幼馴染がいない俺に気を遣つかってくれたのかもしれないし、ここは素す直なおにお礼を言っておこう。

「ありがと。花にそう言ってもらえると、なんだか自信が湧いてくるよ」

「えへへ、それならよかった。なんだか恥はずかしいこと言っちゃったかな、わたし」

「そんなことないよ。花のそういう真まっ直すぐなところ、俺は尊敬してるし」

「えぇっ!?　わたしなんか、和臣くんに比べたら全然だよぉ！　和臣くんがわたしを尊敬だなんて、そんな……わたしの方こそ、和臣くんを尊敬しているというか、いつも参考にさせてもらっているといいますか……」

　花は目を泳がせながら、何やらもごもごと口ごもる。

　と、そこで花の指先が俺の太ももに触ふれてきたかと思えば、ぐるぐると円を描えがくように撫なで回してきた。

「ちょっ、花？　くすぐったいんだけど……」

　気恥ずかしさからそう言ってみたものの、話すことに夢中になっている花の耳には届いていないらしい。

　さてはこいつ、無意識だな……！

　くるりくるりといじらしく太ももを撫でられる感覚は、存外悪くない。

　本来、こういったシチュエーションは皆みなが憧れるもの。いち高校生男子としては、素直に喜ぶべきなのかもしれない。

　だが、相手は花──天然である。ゆえに、この程度のスキンシップで『この子は俺のことが好きなのでは？』と勘かん違ちがいをしてはならない。

　これはあくまで友好の証あかし、そう考えることで気持ちを落ち着ける。大だい丈じよう夫ぶ、平常心で対処しよう。

　俺がこうして思考をまとめている最中も、依い然ぜんとして、花は指をくるくると動かしながら話し続けていた。

「それにわたし以外にも、クラスのみんなだって和臣くんのことを尊敬してるはずだよ。だって和臣くん、女の子だけじゃなくて男の子からも人気あるし。まあ女の子の場合は、ファンとかそういうものに近い感じだろうけど──」

「花」

　俺は花に手を添そえてから、照れ笑いをして言う。

「あんまり褒ほめられると、俺も照れるからさ」

「あっ……そ、そうだよね、ごめんね」
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　花は照れた様子で謝ると、すぐさま指を引っ込めた。

　まったく……いくら無意識とはいえ、もう少し行動には気を付けてほしいものだ。……まあ、天然だから無理だろうけど。

「あのね、ちょっと話は戻るんだけど」

　花は気まずくなった空気を振ふり払はらうように、笑顔で語り始める。

「幼馴染ってね、実際は良い事ばかりじゃないんだよ。家族同士で旅行に行けば美味しいお肉も半分こだし、運動会のかけっこのときだって、お母さんったら、わたしよりも優太ばかりカメラで撮とってるし」

　ん？　沖津優太との関係について話してくれるのは有り難がたいが、何か引っかかるワードがあったような……。

「えっと、それいつの話？」

「さすがに小学生のときの話だけどね」

　なんだ、小学生のときか。

「でも、旅行の方は去年だよ！　優太ってば、『レディファーストが適用されるのは淑しゆく女じよが相手のときだけだ』とか言って、わたしが焼いたお肉を全部食べちゃったんだから！」

「…………」

「それに優太ってば、幼馴染のありがたみを全然わかってないんだよ。家が隣となりだから朝はわざわざ起こしてあげてたのに、『起こし方が乱暴だからもうやめてほしい』とか言ってくるし、バレンタインだって誰にも貰もらえないとかわいそうだから、特別に朝一で渡わたしてあげたのに『やめてよ、母親から貰うみたいで恥ずかしいだろ』とか言うんだよ!?　しかも結構他ほかの人からももらってるし！　あぁ、思い出したらイライラしてきた！」

　やめてくれ。

「それに最近ね、なんだか優太が冷たいんだ。今日だって、久々の練習試合だったから気合いが入ってたのに、優太ったら寝ね坊ぼうで来なかったでしょ？　お弁当のことだって、一言お礼くらい言わせてほしかったのにな。昔と同じで優やさしいけど、昔よりも距きよ離りが空いちゃったみたいで、なんだかときどき寂さびしくなるんだ」

　もう、やめてくれ。

「あ、でもね、優太がこの前──」

「ごちそうさま」

　俺はその言葉で遮さえぎっていた。

　サンドイッチもおにぎりも、全すべて俺のぶんは平らげてある。

　先ほどの会話が続かないよう、俺はさらに言う。

「花の手作り弁当、全部美味しかったよ。ありがとう」

「あ、うん！　喜んでもらえたなら何よりだよ」

「それでちょっとごめん、手を洗ってくるよ」

　俺はそう言って、すぐに席を立つ。

　廊ろう下かで一人になったところで、大きくため息をついた。

　それにしても、苦痛な時間だった。

　美少女から他人とのノロケ話をあんなに語られれば、大たい抵ていの男子はいい気などしない。とはいえ、それを聞き出したのが俺自身なのだから救いようがない。

　忘れていたよ。いや、認にん識しきが甘かった。

　沖津優太は主人公。ゆえに、ヒロインからの好感度はとっくにマックスを振り切っている。モブな俺ごときがちまちま点数稼かせぎをしたところで、それは揺らがない。

　それに、花は沖津優太にラブレターまで渡そうとしたんだ。その想おもいが生半可なものではないことぐらい、わかっていたはずだ。

　その上で、俺は立ち向かうと決めた。

　今はトイレ休きゆう憩けいをしに来たのであって、決してあの場から逃にげたのではない。あくまで、流れを変えるための戦略的撤てつ退たい──いや、戦略の一つである。

　ここで逃げ出そうものなら、どこかで監かん視ししている黒日奈から笑い者にされるだろうしな。

　洗面台で顔を洗って、気合いを入れ直す。

　本当はもう少し情報収集をして揺さぶりをかけるつもりだったが、プランは前まえ倒だおしだ。

　こうなったら、俺から切り出してでも『デート』の約束を取り付けてみせる。

　これが本日、最後の一手だ。




　　　　◇




「ただいま。それにしても、花の弁当は美味おいしかったな」

「えへへ、よかった。──それより、さっきはごめんね。わたしばっかり夢中になって、しゃべり過ぎちゃったよね」

　花にとってもこの空き時間はクールダウンになったらしい。やはり、トイレ休憩は偉い大だいだな。

「気にしなくていいよ、花が楽しそうで何よりだし」

「そっか。ありがとね、和臣くん」

「それでお昼の埋うめ合わせ、というよりお返しが何かできればなって思うんだけど」

「えっ!?　いいよそんなの！　だってこれは、和臣くんが応おう援えんに来てくれたお礼でもあるわけだし！」

「応援のぶんのお礼は、もう花の最高のプレイで返してもらったよ」

　我ながらクサいセリフだとは思うが、ある程度は仕方がない。

　遠えん慮りよばかりされてお返しの件が水に流されたら、元も子もないからな。

「えへへ～、そう言われると困っちゃうなぁ～」

　花は満まん更ざらでもない様子。一見チョロく思えるが、油断はしない。

「何かないかな？　俺にできることなら、なんでも言ってよ。食べたいものとかあれば、喜んでごちそうするよ」

　花が遠慮がちにこちらをちらちらと見てくる。

　さぁ、言え。言うんだ花。お前の大好きな駅前の限定ジャンボベリーベリークレープは来週の水曜限定の復刻発売だぞ。

　それを食べたいと言えば、俺が喜んで連れていってやる。

　花からすればデートではないだろうが、俺が最終的にはデートにしてみせる。

　まさに第二の作戦、名付けて──【デートでオトす作戦】だ！

「えーっと、じゃあ……明日、ピーチティーが飲みたいなぁ、なんて」

　……はい？

「ピーチティーって、自じ販はん機きで売ってるアレのこと？」

「うん。わたし最近ピーチティーにハマってるんだけど、お小こ遣づかいピンチだから我が慢まんしてたんだぁ。どうかな？」

　どうかな？　って、そんな風に笑え顔がおで聞かれても。

　そうか、わかったよ。俺とクレープなんか食べたくないってことだろ。

　それならこちらから無理やり切り出してやる。

「それも良いけど、駅前のクレープ屋さんでさ、あの伝説のジャンボベリーベリークレープが来週の水曜に限定で復活するんだって。女の子はああいうの好きだろうし、花が食べたいなら連れていくけど？」

　ビクッ、と花が身体からだを震ふるわせる。

　気のせいか、表情も強こわ張ばっているように見える。

　俺は何か、思い違ちがいをしているのかもしれないな。

「もしかして、花はクレープとか苦手だったかな？」

「えっと、えーっと、ううん、好きだよ。好きなんだけど……」

　取り繕つくろうように、花はモジモジと両手の指で遊び始める。

「花？」

「ねぇ、和臣くん。和臣くんは、抜ぬけ駆がけするのってどう思う？」

　ん？　いきなりなんだろう、この質問は。

　もしや、恋れん愛あい的な話か？　となると、相手は沖津優太か。

　タイミング的には俺が関連しているように思えるが、それはないだろう。俺はモブだし、まだ彼女が惚ほれるようなことは何もしていない。

　ここは無難に答えておくか。

「どういう意味での抜け駆けかはわからないけど、基本的にはよくないことだよな。抜け駆けするってことは、みんなで取り決めたことを破るってことになるし」

　まあ、『みんなの和臣くん』的な決まりからは、ぜひとも誰だれかしらに抜け駆けしてほしいところだが。それをここで言ってもナルシストだと思われるだけなので、もちろん口には出さない。

「そうだよね……」

「そもそも俺は誰かと競きそったりすること自体、あんまり好きじゃないんだよな。部活の試合とか、勉強なら燃えるけどさ」

　本当は勝負事の全ぜん般ぱんが大好きだ。人と競い合うということ自体に燃える。何より勝利した後に味わえる、他者の上に立てたようなあの感覚は本当に気持ちの良いものだと思う。

　とはいえ、そんな本ほん性しようを露あらわにするわけにもいかない。生きづらい世の中だ、全く。

「うん、和臣くんは優しくて勉強もすごいもんね。わたしとは正反対だよ」

「正反対？　確かに花は勉強が苦手だけど、部活はすごいじゃないか。それに俺よりよっぽど優しいし、むしろ俺たちは似た者同士だと思うな」

「わたしは優しくなんかないよ。今日だって、抜け駆けしてるようなものだし。それにこの前だって……一人だけズルをしたせいで、罰ばちが当たっちゃったんだ、きっと」

　抜け駆け、か。沖津優太のことで他の取り巻きに申し訳ないと思っているのか。

　確かに、今日も沖津優太は花の試合会場に現れた。

　あいつが寝坊をしたことで、結果的には顔を合わせていないわけだが、約束をしたのは事実だし、弁当だって届けてくれた。

　けどそれは、幼おさな馴な染じみとしての特権だ。花とあいつの距離感が近いのだって、積み重ねてきた時間が他のライバルに比べて圧あつ倒とう的に長いのだから当然と言える。

　まあそんなことをここで言えば、最悪の場合、花は遠慮なく沖津優太とイチャラブし始めるかもしれないわけで。

　よって、俺はここで悪あく魔まになろう。

　花には悪いけどな。

「確かに抜け駆けになるかもしれない。後ろめたく思うなら、やめておいた方が──」

　だが、そのとき。

　俺は見てしまった。

　花のとても悲しそうな顔を。

　……くそ。

　そんな顔を見せられたら、いやでも言うしかないじゃないか。

「……抜け駆けはやめておいた方がいい、かもしれない。──ただ」

　小刻みに震える花の肩かたに、俺はそっと手を置いた。




「俺だったら、周りなんか知ったことかと抜け駆けするよ。その気持ちが、本気ならね」




　花は驚おどろいた様子で顔を上げた。

　そんな花を落ち着かせるためにも、俺は必死に笑顔を作る。

「大だい丈じよう夫ぶ。それでもしみんなが敵になっても、俺は花の味方だ。罰なんて非科学的なものを信じる必要もないよ、成績の良い俺が言うんだから間違いない。それに、花の気持ちが通じれば、きっとあいつも味方になってくれるだろうしさ」

「あいつ、って……？」

　それを俺の口から言うのは野や暮ぼというものだ。

　ったく、つい後押しをしてしまった。一体何をやっているんだか……。

　これだと俺は、悪役から途と中ちゆうで良い奴やつに変わる典型的なモブキャラじゃないか。

　俺も甘いな、あと一歩のところだったというのに。

　──ブーッ、ブーッ。

　そこで花のスマホが振しん動どうする。

「鳴ってるよ？」

「うん……あ、お母さんからだ。えっと、親しん戚せきがうちに来るから、早く帰ってこいって」

　潮時だな。

「ならそろそろ帰ろうか」

「あの、和臣くん」

　俺が立ち上がったところで、花が意を決したように名前を呼んできた。

　これはきっと、先ほどの誘さそいについてだろう。

「何？」

「えっとね、その、ありがと。……今日だけでも、和臣くんからいっぱいいろんなものを貰もらっちゃったから、お昼ご飯のお返しはいらないよ。クレープ屋さんは、優太か部活の友達と一いつ緒しよに行くね」

　ほらきた。

　覚かく悟ごをしていた分、ダメージは少ない。

「了りよう解かい。じゃあ、食べたら味の感想を聞かせてよ」

「うんっ、画像も送るね」

　鬼おにかよ。

　手早く弁当箱を片付ける花。俺はへこんでいるのがバレないよう、背筋を伸のばして歩き始める。

「和臣くん！」

　再び名前を呼ばれて、振ふり返ろうとしたら──

　ぎゅっ。

　俺の右手を、駆かけ寄ってきた花が思いっきり握にぎってきた。

　柔やわらかくて温かい、女の子の小さな手。だが、意外に握あく力りよくは強い。

　これは何の握あく手しゆだ？　と疑問に思っていると、花がどこか清すが々すがしい顔で言う。

「今はこれだけ！　えへへ」

　そう言って、花はタタタと先を走っていく。

　後を追いながら、俺は思わずため息をついた。

「俺、告白もしてないのに振られたようなものだよな……」

　完全なる失敗だ。

　けれど、思いのほか気分は悪くなかった。




　　　　◇




「失敗したんだ？」

　翌朝、登校早々に後ろの席からそう声をかけてきたのは、黒日奈美み玖くだった。

　窓まど際ぎわの最さい後こう尾びから一つ前に俺の席があり、その真後ろが黒日奈の席だ。進級時のくじ引きで決まったとはいえ、つい呪のろいや因果のようなものがあるのではと疑いそうになる。

　はぁ。昨日とは打って変わり、すでに気分は最悪だ。

　というのも、この女は昨日、どこかから俺と花のランチの光景を盗ぬすみ見ていた。ただでさえ見み透すかしたようなところがあるし、きっと失敗したこともすでにわかっているんだろう。よって、これから嬉き々きとしながら罵ば倒とうしてくるに決まっている。

　俺は窓の外に向かって頬ほお杖づえを突つきながら、小声で返事をする。

「（教室で話しかけるなよ、誰かに聞かれたらどうする）」

「きみはこれからぼくに罵倒されると思っているのかもしれないけど、それは誤解だよ」

　こちらの要求は無視か。まあ、それはいつものことだとして。

　俺は失敗したというのに、罵倒しないのか。なら、どうして声をかけてきたんだ？

「ぼくは喜んでいるんだよ。きっかけはどうであれ、きみが戦う意志を持ってくれたからね」

「…………」

　俺は返答しない。こいつが勝手に独り言を呟つぶやいているだけだ。

「言ったでしょう？　きみが姉さんのことを忘れてくれるのが、ぼくにとっての願いだ。それさえ叶かなうのであれば、ぼくは他ほかのことなんてどうだっていいんだ」

　他のことなんてどうだっていい、ね。実にこいつらしいな。

　返事をしない俺に構わず、黒日奈はさらに続ける。

「たとえきみが、どんな手段を取ろうとね。──まあ、さすがに昨日の本気スマイルは見ていて辛つらいものがあったけど」

　ガタッ！

　俺は一度立ち上がってから、周囲に注目されたことで再び着席した。

　……くそ。この女、やっぱり罵倒してくるんじゃないか。傷口に塩を塗ぬりやがって。

　だが、ここは教室である。大声を出して言い返すことはできない。

　そんな俺の心境を察してか、黒日奈は笑いを堪こらえながら言う。

「ごめんごめん、つい口が過ぎたよ。──あ、そうだ。ならお詫わびも兼かねて、また予言をしてあげよう」

「──ッ」

　俺は思わず振り返る。

　黒日奈は真まっ直すぐにこちらを向いていた。その目元が見えなくても、俺を凝ぎよう視ししていることだけはわかる。

　こいつの口から『予言』という単語と同時に、『また』という言葉が出たことを、俺は聞き逃のがさなかった。それはつまり、以前の別れ際に言った『放課後の学校では、どんなドラマが生まれるかわからないから』というあの発言も、ラブレターの件を示し唆さした『予言』だったということだろうか。

　予言について尋たずねるべきかどうか迷っていると、黒日奈はニヤリと口角を吊つり上げてから言う。

「失敗を気にする必要はないよ。大丈夫、きみはまだ終わってない」

「……それが、次の予言か？」

「ううん、これはただの励はげまし。やっと目を見て話してくれたね」

　くっ、これではこいつの思うツボじゃないか。もう口は利きかないぞ。

　俺がイライラしながら前に向き直ると、黒日奈はさらりと言う。

「きみはそのうち、煩わずらわしいことに巻き込まれるよ。早とちりはしないようにね」

　今度は振り返らなかった。

　俺は悟さとったのだ。

　こいつの予言など当てにする必要はない、と。

　ただ、励ましの言葉は素す直なおに受け取っておこう。

　──『きみはまだ終わってない』

　そうだ、俺はまだ終わっていない。

　俺にはまだ当てがある。沖津優太と仲の良い女子は、花だけじゃないのだから。
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　昼休み。

　チャンスは予想よりも遥はるかに早く、そして唐とう突とつにやってきた。

「どーもー！　かずセンパイいますかー？」

　賑にぎやかな声が教室に響ひびき渡わたり、男子たちが色めき立つ。

「おいあれ、アーヤじゃね？」

「また来たよ、アーヤ」

「やっぱアーヤも成瀬狙ねらいかよ、ちくしょう！」

「アイドルなのにいいのかよ。まあ、可愛かわいいからなんでもいいか」

　男子たちが口々に声の主である女子生徒を褒ほめ称たたえ、俺に向かって怨えん嗟さの視線を向けてくる。

　俺は笑えみがこぼれそうになるのを我が慢まんして立ち上がり、皆みなの注目を一身に受けながら待ち人のもとへ。

　そのまま待ち人とともに廊ろう下かへ出た。

「かずセンパイは相変わらずですねー、超ちようモテモテじゃないですかー」

「いやいや、現役アイドルのアーヤさんほどじゃないですよ。それに俺の場合は同性に注目されただけですし」

「うっわ、なんで敬語なんですか？　超不自然なんですけどー」

「──で、今日は何の用だ？　スカウトならお断りだぞ」

「しないですって。この前は母に頼たのまれただけで、あたしはただのアイドルですしー」

　彼女、鹿野彩夏は現役のアイドルだ。

　一学年下の後こう輩はいで、明るい茶ちや髪ぱつのミディアムヘアにばっちり化け粧しよう、カラフルなネイルとオシャレに着き崩くずした制服のおかげで一目見れば彼女だとすぐにわかる、まさに芸能人といった風ふう貌ぼうの派手めな美少女。

　愛あい称しようは『アーヤ』。アイドルとしての人気も知名度もそこそこ。おそらくこれから事務所が売り出そうとしている新進気き鋭えいだが、残念ながら本人はこの通り、スキャンダルもなんのそのといった自由人である。

　俺は一度、彩夏経由で芸能事務所の社長をしている彼女の母親からスカウトを受けたことがあるが、そのときはすぐにお断りした。

　理由は単純。アンチからの嫌いやがらせに耐たえられる気がしないからだ。そう話したら、彩夏のお母さんからはますます気に入られてしまって、今でも仕事のオファーがメールで来たりする。

　そういった経けい緯いもあり、時々彩夏自身もこうして俺に絡からんでくることがあるわけで。

「てゆうかー、用がないとセンパイに絡んじゃいけないんですかー？」

「軽いなー。別に声をかけるのはいいけど、周囲に誤解をされるようなことばかりしていると、困るのは自分だぞ？」

　俺がせっかく身の上を案じてやっているというのに、この後輩は唇くちびるをタコのように尖とがらせてとぼけてみせるだけ。ほんと快楽主義者というか、とことん自由人なんだよな。

「でもセンパイだって、可愛い後輩女子に絡まれてまんざらでもないんですよねー？　いつもなんだかんだ言って相手してくれますし、案外ノリいいとことか超好きですよー」

　本当に軽い。そしてなんかチャラい。だがそういった諸もろ々もろのマイナス要因を払ふつ拭しよくできるだけ、この子は事実、とても可愛い。

　だから素直に認めるしかないのだ。

「まあ、お前が可愛いのは事実だからな。現にこうやって会話をするのは楽しいよ」

「んなっ!?　──って、もぉう、からかわないでくださいよー。からかうのは後輩の専売特許なんですよー」

「専売特許なんて言葉をよく知ってたな、偉えらいぞ」

「それほどでもー。てゆうか、センパイがこの前教えてくれたんじゃないですかー、あたしの勉強を見てくれたときに」

「そういえば、そんなこともあったな」

　彼女が入学したての頃ころ、教室で頭を抱かかえているところを見かけて、いくつかアドバイスをしたっけな。まだ覚えていたとは驚おどろきだ。

　彩夏と最初に会ったのは、去年の夏頃。学校見学に来た彼女に道案内をしたのが始まりだ。その後も文化祭などで交流があったから、彼女が困っているところを見ると、つい放ほうっておけなくなるんだよな。

「センパイ、もしかして今ドキッとしました？　可愛い後輩が自分との甘あま酸ずっぱい思い出を覚えててくれてキュン、みたいな」

　彩夏がぐいぐい距きよ離りを詰つめてくる。近い。豊満な胸むな元もとからは今にも下着が見えそうで、俺は思わず目を逸そらした。

「はーい、センパイの負けー。ちょろいっすね～、学校一のイケメンも。おっぱい見せたくらいですぐに目を逸らしちゃうんですもん」

　後輩にからかわれるというのは案外悪い気がしない。これは性せい癖へきの問題かもしれないが、やっぱり後輩女子は可愛いものだ。無論、美少女に限るわけだが。

　しかしまあ、いつまでも調子に乗らせるほど甘くもないけどな。

「調子に乗ってばかりいるとお母さんに言いつけるぞ、お宅の娘むすめさんが校内で下着を見せまくってるって」

「はぁ!?　それは反則！　ありえない！　やったらセンパイとは一週間ぐらい口利いてあげませんから！」

「嫌ならボタンを一つ留めなさい」

　俺は脳天に軽くチョップを入れてから、胸元のボタンを一つ留めてやった。

「ひゃあ～、さりげなく女子の第二留めるとか、センパイってやっぱりチャラいですよね～……」

　赤面しながら胸元を押さえる後輩女子に対し、満面の笑みを浮うかべて言ってやる。

「案外お前ってウブだよな、可愛い奴やつめ」

「ムカつくぅ～！　もうセンパイなんて知らないですから！」

　そう言って彩夏はプンプンしながら自分の教室に戻もどっていき──かけたところで、再びこちらに詰め寄ってくる。

「どうしたどうした、戻るんじゃなかったのか？」

「あたし、センパイに用があるのをすっかり忘れてました。──センパイ、放課後にあたしとデートをしましょ！」

　能天気な彼女のその申し出のおかげで、俺も大事なことを思い出した。

　鹿野彩夏を惚ほれさせる──つまり、彼女こそが俺の次なるターゲットだということを。

　以前に廊下で仲良く話していた通り、彩夏もあの沖津優太と親密な関係にある。奴を何度か家に招いているという話は、校内でもそれなりに広まっている噂うわさだ。詳くわしいことはまだ本人から聞けていないから、あくまで噂の範はん疇ちゆうだが。

　当然、彼女も現時点では俺に好意を抱いだいていない。それがわかっているからこそ、この肌はだ色いろ面積が多い美少女後輩現役アイドルＪＫにからかわれようとも、俺は平静を保っていられるのだ。

　彩夏は今回デートをしようと言っているが、どうせ普ふ通つうのデートではない。仕事の手伝いとか、そんなところだろう。

　だが、たとえ仕事の手伝いだとしても、彩夏と距離を縮めるには絶好の機会だ。これがきっかけで彼女と本当にデートができれば、俺にだって勝機は生まれるだろう。

　──ということで。

「うん、ただのデートなら喜んで」

　諸々の事情から、俺はすんなりとその申し出を承しよう諾だくしてやったというのに、彩夏は浮かない顔をしていて。

「てゆうか、センパイって実は相当チャラい人ですか？」

「あはは、そんなわけないだろ。俺は清せい廉れん潔けつ白ぱくだよ」

「じゃあ童どう貞ていなんですか？」

「ノーコメント」

「うわ、知りたくなかった……」

　おい、別に否定も肯こう定ていもしてないだろ、勝手に決め付けるなよな。

　ただ、一つだけ宣言したい。

　人の価値は性体験の有う無むでは決まらない、と。
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　放課後を迎むかえ。

　俺と彩夏は校門を出てすぐの場所にある公園で待ち合わせをして、彩夏に付いていくこと三十分。

「じゃじゃーん、着きましたー！」

　はしゃぐ彩夏とともに着いた場所は、巨きよ大だいなオフィスビルの前だった。

「やっぱりか……そんなことだろうと思ったんだよな」

　このビルの五階には撮さつ影えいスタジオが入っている。つまり俺は、彩夏の雑誌撮影か何かに付き合わされるというわけだ。

　黒日奈の言った『煩わずらわしいこと』というのは、彩夏の仕事のことだったんだろうか。だとすると、またもやあいつの予言めいた発言が当たったことになるわけだ。

「わかってて来てくれたってことは、結構まんざらでもなかったりしますー？」

「しないね、げんなりだ。ただまあ、ここまで来たからには一日くらい付き合うさ。何をすればいい？　マネージャー業務でもやるか？」

「あはは、さすがに騙だましてまで仕事を手伝わせることなんてしませんよー」

　騙した自覚はあるんだな。ちょっとホッとしたぞ。

「ならどうして俺を連れてきたんだ？」

「もぉう、わからないんですかー？　そんなの、あたしの仕事っぷりをセンパイに見てもらうために決まってるじゃないですかー」

「ああ、お前の輝かがやいている姿を見せて、俺が芸能界に興味を持てばいいという算段か」

　だからわざわざ『デート』をしようだなんて嘘うそをついて、俺のことを釣つったわけだ。小こ賢ざかしくも可愛かわいらしい後輩だな。

　呆あきれながらも納なつ得とくする俺に対して、彩夏は不満そうにむくれていた。

「もういいです、センパイってそういう人ですし。……でもそうやってあたしを子供扱あつかいできるのも、今のうちですからね」

　彩夏はそう言って俺の手を引き、そのままビルの中に入る。

　どうやら彩夏が俺を仕事場に連れてきた理由は別にあるらしい。彩夏の不満そうな態度や話を聞いている限り、いつも先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせる俺を見返すために、撮影風景を見せて自分の評価を改めてもらおうとか、そんなところだろうか。

　などと考えながら、彩夏とともにスタジオに入ると、すでに複数のスタッフが揃そろっていた。

　すると、彩夏はスイッチを切り替かえたかのように、とびっきりの笑え顔がおになり、

「どーもー！　アーヤこと鹿野彩夏でーす！　今日はよろしくお願いしまーす。──で、この人はただの見学なので気にしないでくださーい」

　俺の紹しよう介かいが雑すぎるだろ。いいのか、それで。

　そのとき、彩夏のマネージャーらしき女性がささっと駆かけ寄ってきて、彩夏に何かを耳打ちする。

「──えぇっ!?　ドタキャン!?」

　彩夏が盛せい大だいに仕事の諸事情とやらを口にした。マネージャーさんが頭を抱えている。俺も頭を抱えそうになった。

　ざわざわと困こん惑わくし始めるスタッフたち。直前までスタッフが知らなかったということは、ドタキャンしたのは撮影モデルの方かもしれない。

　そんな空気をよそに、彩夏はぐるりと周りを見回したかと思うと、

「やっぱりこれしかないですよねっ」

　そう言って、彩夏が俺の手を握にぎってくる。

「……はは、いきなりどうした？」

「またまたぁ～。もうわかってるんですよね？　まぁ、一応説明しておきますと、実は今日来るはずだった男性のモデルさんがドタキャンしちゃって、相方がいないんですよー。ってわけで、センパイには一日限定であたしの恋こい人びとになってもらいまーす」

　てへ、とウインク交じりにピースを決める彩夏。……うざ可愛い。

　確かにこの状じよう況きようであれば、俺がモデル役を引き受けるのが無難な解決法だろう。彩夏のマネージャーさんが困り顔でこちらを見つめてくるし、ここは運が悪かったと割り切るしかないか……。

　だがそれでも、言うことはしっかり言っておかないとな。

　俺は周囲に聞こえないよう、彩夏に耳打ちする。

「（事情はわかった。その上で言っとくけど、やるとしても顔出しはできない。ファッション雑誌の一ページだろうと、俺の顔がメディアに出たら、すぐさま有名になっちゃうだろうからな）」

「ほんと大した自信ですよねー、業界経験者じゃあるまいし。平気ですってばー」

「あはは……」

　彩夏は呆れた様子で「ま、センパイならそう言うと思いましたし、その辺りのことは任せてくださいよ」と言い、周囲のスタッフに向けて声を張る。

「みなさーん、今日の男性モデルは、この人にやってもらおうと思いまーす。でもすっごく恥はずかしがり屋さんなので、後ろ姿とか、手元のカットだけを使う感じでいいでしょうかー」

　恥ずかしがり屋さんって……まあ、そう説明するしかないか。

　この現場でおそらく一番偉えらいであろう男性が承しよう認にんしたことで、どうやら話はまとまったらしい。彩夏が「ありがとうございまーす。今日一日ご迷めい惑わくをおかけしますが、よろしくお願いしまーす」と言ったことで、場の空気は和なごやかなものになった。

　仕方ない。ここは俺もやる気を出すとしますか。

「鹿野さんの友人の成瀬和臣といいます。本日は急きゆう遽きよ、撮影モデルの代役を務めさせていただくということで、素人しろうとながら精せい一いつ杯ぱい取り組ませていただきます。極度の恥ずかしがり屋ですが、どうぞよろしくお願いします」

　そうして挨あい拶さつを済ませ、控ひかえ室に向かう最中。

「もぉう、なんなんですか。せっかくのあたしのフォローが台無しじゃないですか。恥ずかしがり屋はあんな大声で礼れい儀ぎ正ただしく挨拶なんてしませんよ」

　なぜか彩夏はむくれていた。

「いいじゃないか、ああ言った方がスタッフさんも撮影しやすいだろうし」

「なら顔出しオッケーしてくださいよ」

「それは無理だ。俺は有名人になりたいわけじゃないからな」

　彩夏がぷくぅと頬ほおを膨ふくらませてから、脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。

「てゆうかあたし、センパイにドン引きしてるんですけど。さっきの挨拶のとき、センパイの性格変わりすぎじゃないですか？」

「そうか？　話す相手によって態度や口調を変えるのは普通だと思うぞ」

「うわー。そういうこと、堂々と言っちゃっていいんですか？」

「ああ、お前が相手だからな。──人間関係は円えん滑かつに、何事も効率良くいかないとな」

「はあ……？」

「フッ、君はもう少し人付き合いというものを学ぶべきだな」

「童貞のくせに」

「うるさいぞ」

　控え室に入ると、化け粧しよう中のアイドルらしき女の子が何人かいて。

　この部屋は男女共通なのか。一いつ緒しよに彩夏も入ってきた時点で気付くべきだったな。

「えー、聞いてた人とちがーう。ねえアーヤ、その人だれー？」

「アーヤのお兄さんとか！」

「違ちがう違う、彼氏でしょ！」

　初対面の俺を指差して、口々に話す女の子たち。

　俺が終始ニコニコしながら黙だまっていると、彩夏が俺に腕うでを絡からめてきて。

「みっちん正解ー！　彼はあたしの恋人でーす！」

「「「えぇ!?」」」

「なーんてね」

「「「「あはははは！」」」」

　一いつ斉せいに爆ばく笑しようし出す女の子たち。

　ハハハ、と俺も適当に調子を合わせる。

　はっきり言って頭の悪そうな連中だが、見てくれだけはどの子も華はな々ばなしい。さすがはアイドルといったところか。別に興味ないけど。

　さて、この辺りが自己紹介をするタイミングだろう。

「俺は成瀬和臣。ここにいる鹿野さんとは同じ学校に通っている友人で、今日は助すけっ人と参加みたいなものです。どうぞよろしく」

　はーい、と元気よく返事をして、彼女たちも次々に自己紹介をしてくる。一通りの挨拶が終わってから、俺は適当な椅い子すに座った。

　その後、スタッフさんからいくつか説明を受ける。更こう衣い室は別にあること、撮影の順番や衣い装しようを着き替がえるタイミングなどなど。

　諸もろ々もろの説明を頭に叩たたき込んでから、衣装に着替える。

　衣装、といっても着用するのは持参した私服らしい。

　当然、学校帰りの俺はそんなものを用意していないので、彩夏のマネージャーさんが急遽用意したものを着ることになった。

　服装は、シャツに長なが袖そでのカーディガン、下は足回りに遊びのあるクロップドパンツを合わせた、ちょいオシャレコーデだ。

　メイクは彩夏専属（？）のスタイリストの方にやってもらうことになった。顔出しをしない場合でも、メイクは必要とのこと。

　メイク後に鏡を見て、なるほど、やはり俺はイケていると実感した。

「自分の顔を鏡で見てニヤつくとか、センパイは相当なナルシストですね」

「はは、そんなことないって」

「うわー、嫌いやな笑顔だなー」

　本日の主役である彩夏はベージュカラーの割とルーズなトップスに、だぼっとしたデニムパンツを着用していた。彼女がオシャレに着こなしているのは、素人目にもすぐわかるほどだ。

　それからいよいよ撮さつ影えい開始。

　テーマはカップルの休日ということで、至近距きよ離りで笑い合ったり、隣となりに並んで手を握ったり。はっきり言って、すごくドキドキしてしまう。

「センパイ、緊きん張ちようしてますか？　あたしの顔を見て、リラックスしてください」

　彩夏が囁ささやくように声をかけてくるが、普ふ段だんとは違って真しん剣けんなトーンで言うものだから、余計に緊張してしまう。

　カメラマンの方に何度か指示を受けながら、衣装やシチュエーションを変え、様々なバリエーションで何度も撮影をし……

「「「「「お疲つかれ様でしたー」」」」」

　二時間ほどで撮影は終しゆう了りようしたのだった。
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　着替え終わって外に出た頃ころには、すっかり日が沈しずんでいて。

「やけに疲れたな……」

「撮影は体力勝負なところもあるんですよー。アイドルやモデルも楽じゃないって、少しはわかっていただけました？」

「元々甘く見ていたつもりはないけど、今日で見方が変わるくらいには理解したよ」

「なら、あたしの仕事っぷりはどうでした？　センパイはあたしのこと、見直しちゃいました？」

　心なしか、そう尋たずねてくる彩夏の表情は不安そうに見える。

　そういえば、今日は元々、彩夏が自分の仕事風景を俺に見せるのが目的だったか。

「今日は俺も自分が足を引っ張らないようにするので精一杯だったけど……まあ正直、驚おどろいたよ。彩夏は余よ裕ゆうがない俺を終始リードしてくれたし、撮影中はすごく大人っぽかった気がする。彩夏のおかげで恋人気分まで味わえて、なんだか役得な気もしたな。やっぱり彩夏は、プロなんだって改めて思ったよ」

「……なら、よかったです。でもなんか、これだとあたしの方がやられた気がするっていうか……」

　照れているのか、彩夏が俯うつむきながらぼそぼそと言う。

　さて、ここまで彼女の用件に付き合ってやったんだ。今度はこちらの番である。

「もうこんな時間か。なんだか今日はあっという間だったな」

　俺がそう言うと、彩夏は気を取り直した様子で顔を上げる。

「あれー？　もしかしてセンパイ、まだあたしと一緒にいたかったりします？」

「そんな気分かな。お腹なかも空すいたし」

　今から帰ると、家に着く頃には八時を過ぎるだろう。それまで食事をお預けというのも味気ない。──というのは建前で、本当は彼女とどこか雰ふん囲い気きのある場所でじっくり話す時間が欲ほしいわけだが。

　ちなみにこんなこともあろうかと、自宅には昼休みの時点で夕飯を不要と伝えてある。

　そこで彩夏がスマホをいじりながら、

「センパーイ、あたしが最初に言ったこと覚えてますー？」

「あー、一日限定で恋人になるとかって話か？」

「えっと、その、それじゃなくて……いや、それもなんですけど、最初と言ったら最初です。ほら、お昼休みに言ったじゃないですか、デートをしましょって」

　そういえば、そんなことを言っていたな。俺をからかう常じよう套とう句くだと思って聞き流していたよ。

「思い出したよ。それで、俺とデートをしてくれる気にでもなったのか？」

　今回の手伝いのお礼とか、そういった意味合いでもいい。デートができるなら、あとはこっちのものだ。

　彩夏はふふんと上じよう機き嫌げんに鼻を鳴らし、

「はいっ。あたしは言ったことをだいたい守る女なので、これからセンパイとデートをしてあげようと思います。ま、場所はあたしに任せてもらいますけど」

　それは困った。デートというのは、基本的に男がリードをするものだ。花のときと同様に、今回もデートをするのが第一目標だが、いくらデートが出来ても俺のペースで進められなければ、相手を惚ほれさせることは不可能だ。

　よほどその場所がデートスポットに適していれば、話は変わってくるんだが……

「その場所とやらを聞かせてもらってもいいか？」

「待ってくださいね、今確かく認にんを取ってるので」

　確認を取る？　予約か何かが必要な場所なのか？　まずい、相手方に高級レストランを予約されたりしたら、ますますリードが取りづらくなる。

　相手はその店のオススメ料理を知っているのに、俺は何も知らないという状じよう況きようだけは避さけなければ。リサーチをしていない状態で敷しき居いの高い場所へ向かうのは、はっきり言って自殺行こう為いだ。

　今ならまだ間に合う、ここは俺が場所を決めるという流れに──

「あ、オッケーみたいです。じゃ、行きましょうか」

「い、行くってどこに？」

「決まってるじゃないですかー、あたしの家ですよ」

　……は？

「──ぷっ、あははははは！」

　俺がぽかんと呆ほうけていると、彩夏が爆笑し始めた。

　こいつ、また俺をからかったのか。

「ったく、今のは驚かされた。一いつ瞬しゆん本気にしかけたぞ」

「ぷくくくっ、あーっ、お腹痛い……」

　まだ笑っていやがる。

「あのな、あんまり年上をからかってばかりいると──」

「からかってません」

　彩夏がいきなりずいっと近付いてきて、顔の距離が目と鼻の先になる。

「ど、どういうことだよ」

「だから、からかい目的で言ってませんってば。あたしの顔が嘘うそをついているように見えますか？」

　丸く大きな瞳ひとみに、整った鼻筋。薄うすい唇くちびるは桃もも色いろで、ナチュラルな化粧に彩いろどられたその造形美には、思わず吸い込まれそうな魅み力りよくがある。

　俺と彩夏が恋こい人びとになれば、きっと皆みなに注目される。最高のベストカップルだ。こんな考えをつい最近にも別の相手と思い描えがいた気がするが、今はただ目の前の彼女との未来を妄もう想そうする。

　うん。やはり彼女は、俺の恋人に相応ふさわしい。

「……ちょっとセンパイ、いきなり黙らないでくださいよ」

　その言葉で我に返る。目の前の彩夏は珍めずらしく赤面しながら、目を逸そらしていた。

「ああ、悪い。えっと、なんだっけ」

「あたしが嘘をついてるかどうかって話ですよ」

「あー、えっと、わかった。信じるよ」

　今は正常な判断がつく気がしなかったので、つい適当に答えてしまう。

　すると彩夏は数歩距離を置いて、ニッと笑ってみせた。

「それはそうとして、センパイ。あたしの顔を見て何を妄想してたんですか？　すごく鼻息が荒あらかったですよ」

「……なんでもない、忘れてくれ」

「きゃーっ、センパイかわいい～！」

　これだから美少女は厄やつ介かいなんだ。無意識だろうと意図していようと、すぐに男を勘かん違ちがいさせようとする。

　こういうときに考えることはただ一つ。

　沖津優太のことだ。

　彼という主人公が存在するせいで、俺はモブキャラという位置づけになっている。

　だからこそ、彩夏が現時点で俺を好きであることはあり得ない。

　さっきのだって、単に年上男子をからかって楽しんでいるだけだ。言ってしまえば、仲の良い兄にじゃれる妹みたいなもの。

　……ふぅ、落ち着いてきた。

　ありがとう、沖津優太。お前のおかげで、俺はまた勘違いという黒歴史を増やさずに済んだよ。

　冷静になったことで、思考が急速にまとまっていく。

　デートと言っても、これからやるのは家デート──つまりはそういうことだろう？　望むところだ。その場所であれば、吊つり橋効果とやらを利用して、彼女を惚れさせることは十分に可能である。

「──で？　家には今から連れていってくれるのか？」

「あれ、もういつものセンパイだ。つまんなーい」

「それとも、怖おじ気けづいたか？」

　安い挑ちよう発はつをすると、ムッとしてみせる彩夏。

「別にセンパイを家に入れるぐらい、どうということもないです。家には母も兄もいますし」

　まあ、それはそうだろうな。じゃないとさすがに俺も遠えん慮りよすることになる。

「ははは、無理するなよ」

「むぅ。──あ、それに！」

　まだ何かあるのか。……まさか、お父さんもいるとか？

「今日はゆうたセンパイもうちにいるんでした！　ほら、これならセンパイもエロエロなことはできないですよね！」

「…………」

「あれ？　かずセンパイ？」

　……なん、だと……？

　あの沖津優太が、彩夏の家にいる？

　いや、そういう噂うわさが流れていたのは知っている。覚かく悟ごはしていたつもりだ。

　しかし、彩夏本人がいないのに家にいるというのは、一体どういうことなんだ？

　まさか、彩夏と沖津優太はすでに家族公認の仲なのか……？　沖津優太は同じクラスに恋人がいるという噂は嘘で、実際は彩夏ととっくに付き合っていたということだろうか。

　だとしたら、俺はなんて徒労を……くそ、沖津優太めぇ……。

　そのとき、黒日奈の予言めいた言葉が頭をよぎる。

『早とちりはしないようにね』

　……なるほど、予言の本命はこっちの方だったわけか。確かに、家デートができるのだと早とちりをして、痛い目に遭あったよ。

「おーい、センパーイ、無視しないでくださーい」

「なあ、そのゆうたセンパイって、Ｄ組の沖津優太だよな。もしかしてお前、あいつと付き合ってるのか？」

　すでに体てい裁さいを気にする余裕もなかったため、俺はストレートに尋ねていた。

「はい？　確かにそのゆうたセンパイで合ってますけど、だからってどうしてそうなるんですかー。家にいるくらいで恋人扱あつかいしないでほしいでーす」

　飄ひよう々ひようとした様子で言う彩夏。なんだ、違ちがうのか？

「じゃあどういう関係なんだ？」

「意外とグイグイ来ますねー。ま、その話はあたしの家でご飯を食べてからに──」

「いや、家には行けない」

「えっ？」

　困こん惑わくする彩夏に対し、俺はすぐ近くにあったバーガーショップを指差す。

「あそこで話さないか？　俺が奢おごるよ」

「あの、その、はい……」

　先導する俺の後ろを、彩夏は黙だまって付いてきた。

　彼女を怖こわがらせてしまったかもしれない。あいつの名前が出たくらいで取り乱すなんて、やはり俺もまだまだだな。
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　店内に入り、俺はツインチーズバーガーのセットを注文する。

　入店した後も無口なままの彩夏に対し、注文をするよう促うながすと──

「えーっと、あたしはチーズバーガーのセットでドリンクはオレンジジュースのＬサイズ、サイドはサラダでホットアップルパイとチョコフルーリーもお願いしまーす。それと単品でてりやきバーガーも。──あ、クーポンはこれで」

「お、おい、さすがに頼たのみ過ぎなんじゃ……」

「い・い・ん・で・す！　普ふ段だんからカロリーコントロールはばっちりなので！」

　女子から眉み間けんに皺しわを寄せて睨にらみ付けられれば、俺もこれ以上は何も言えない。

　まあ、気を取り直してくれたみたいで良かった。

　今日の撮さつ影えいでバイト代を貰もらえたし、出費に関しても問題なし。ただ、彩夏のようなスレンダーな女子が、こんな量を食べきれるのかは些いささか疑問である。

　なんて思っていたんだが。

「ふぅ～、お腹なかいっぱーい」

　彩夏はそれらをあっという間に平らげて、今はドリンクのお代わりまで貰ってきたところである。

　二人席のテーブルの上にはもう、俺のポテトとドリンク、そして彼女のお代わり分のドリンクしか残っていない。

「甘い物は別腹って言うけど、それにしても早かったな……」

「とーぜんです。見てくださいよこれ、今日うち鍋なべだったんですよ」

　彩夏のスマホには美味おいしそうなもつ鍋の画像が映っていた。兄がメッセで送ってきたらしい。

「悪かったって」

「気分的にはむしろこれでも足りないくらいです。お腹はいっぱいですけど」

「ならやめとけよ。さすがに太──りはしないだろうけど、あんまり身体からだによくないぞ」

　今一瞬、すごい形相で睨み付けてきたな。

「てゆうか、連れてきた人がそれを言っても説得力ありませーん」

　それを言われると返す言葉もない。

「ほんとに悪かったよ。俺のポテトも食べていいから、機き嫌げんを直してくれ」

「そんなんじゃ直りません。それより聞かせてくださいよ、なんでいきなり家に来ないとか言い出したんですか？　もしかして、ゆうたセンパイと仲が悪かったりします？」

　まあ、そう思うよな。

「別に仲が悪いとかそんなんじゃないよ。ただ、せっかく家に来ているのを邪じや魔まするのも野や暮ぼかなって」

「はあ……？　よくわかりませんが、そういうものなんですかね」

　なんとなく濁にごしたから、よくわからないのも無理はないよな。

「その……沖津くんとはどういう関係なんだ？　付き合ってないって話はさっき聞いたけど」

「お父さんみたいな聞き方しますねー。にしても、あたしとゆうたセンパイの関係ですか。うーん、一言で言うなら、『友達の妹』って感じですかね」

「へ、へぇ、なるほど」

　なんだよそのヒロイン属性。そのワードを聞いただけで、途と端たんに沖津優太と鹿野彩夏のラブコメ展開が目に浮うかぶようじゃないか！

「もっと詳くわしく話すとー、あたしの兄とゆうたセンパイが同中で、二人は前から遊んでたみたいなんですよ。んで、ゆうたセンパイってかずセンパイとは違う感じに面おも白しろいので、あたしも仲良くさせてもらってる感じです」

「なるほど……」

　彩夏はポリポリと自分の物のように俺のポテトを食べながら、さらに話を続ける。

「だって聞いてくださいよー。あの人、あたしが『えーん、えーん、お部屋が片付かなくて困ってますー』って泣きマネをしながら言ったら、やれやれって言いながら普通に掃そう除じをしてくれるんですよ？　お人好し過ぎませんか？　絶対あの人、将来悪い奴やつに利用されて損しますよ！　ま、そのときはあたしが恩返しとして、その悪い奴をボッコボコにしてやりますけどね！」

「もう利用されてる気がするけどな」

「あ、それ今あたしのことを言いましたね？　確かにあたしはゆうたセンパイをイイように利用してますけど、悪意じゃなくて好意で利用しているので問題ないでーす」

「何が問題ないんだか」

　ほんと、問題大アリである。

　えーん、えーんどころじゃない。泣きマネで済むか。一度ダムが決けつ壊かいしたらそうは止まらないほどに、今の俺はとにかく号ごう泣きゆうしそうな気分だぞ。

　なぜなら、今のやり取りだけで、どうしようもないくらいに確信してしまったのだ。

　鹿野彩夏が、沖津優太のことを好きなのだと。

　彼女は悪意ではなく好意から彼を利用していると言った。それが直接、恋れん愛あい感情の有う無むを語っているとは俺も思わない。

　ただ、この発言は限りなくラブコメのテンプレだ。もし今彩夏が自分の気持ちに気付いていないとしても、沖津優太への恋こい心ごころを自覚するのは、いわば時間の問題である。

　別に漫まん画がやアニメをそれほど嗜たしなまない俺ですら、彩夏の発言には既き視し感かんを覚えるのだから、もう間違いなく彩夏は、沖津優太にとってのヒロインだ。

　恋する女は綺き麗れいと言うが、元々美少女である彼女が恋をしているのだから、輝かがやいているのは当然というわけか。その気持ちが自身に向けられたものであればどれだけ幸せなことか……俺はその感覚を渇かつ望ぼうしながらも、きっと未いまだに理解ができていない。

　はぁ、またこのパターンか。嫌いやになるよ。

「センパイの方こそ、どうなんですか？　あたしだって気になってることくらいあるんですけど」

「俺？　それに気になってることって？」

　俺が半ば放心状態になりながら返事をすると、彩夏は何やらムッとして、テーブルの上に身を乗り出した。

「あたしにばっかいろいろ聞いて、センパイはずるいと思います！　そんなんじゃ、いくら顔が良くてもモテませんよ！」

「聞き上手と言ってくれ。確かに俺はモテないけどさ」

「はいぃ……？　どうしたんですか、いつものナルシストなセンパイらしくないですよ」

「まあ、気にしないでくれ……。それで？　気になってることがあるんだろ？」

　どんとこい。今の俺ならなんでも──は言えないが、当たり障さわりのないことならいくらでも答えるぞ。

「センパイと黒日奈美玖さんって──」

「付き合ってない」

「うわ、即そく答とう。しかも被かぶせてきたし」

　当たり前だ。それよりも、まさか彩夏まであの噂を鵜う吞のみにしていたとはな。

　下級生にも噂が広まっていることはおおよそ予想していたが、彩夏ですらその真しん偽ぎを疑っているとなると、これはいよいよなんとかしなくちゃいけない気がしてきたぞ……。

「できればその噂うわさ、友達にもデマだって伝えておいてくれ」

「いやー、そのー」

　彩夏はバツの悪そうに視線を逸そらした。

「どうした？」

「悪いんですけど、あたし、実は全然友達がいないんですよねー。だから力になれないっていうかー。芸能人オーラがすごいから近寄りがたいんですかね、あはは」

　意外だな。まあ、確かに女子ウケはよくないかもしれない。

「まだ入学して一ヶ月なんだから、気にすることはないさ。この時期に上手うまくいかなくたって、後でいくらでも──」

　そのとき、ふと黒日奈の姿が思い浮かぶ。

　入学して間もなく、池に飛び込んだことで変なあだ名を付けられ、皆みなから敬遠された。

　その状じよう況きようは今も変わっていない。

　一方で俺は、入学式に首席の挨あい拶さつをしたあの日からずっと、優等生という扱あつかいを受け続けている。

　そう考えると、入学直後のこの時期というのは、高校生活においてとても大切な時期なのかもしれないな。

　感かん慨がい深くなった俺は席を立つと、先行きが不安な後こう輩はい女子の頭を自然と撫なでていた。

「～～～っ」

　すると、彩夏の身体がぷるぷると震ふるえ出す。

　どうかしたのかと思い顔を覗のぞき込むと、なぜか彩夏は赤面しながら涙なみだ目めになっていて。

「えっと、その、大だい丈じよう夫ぶだ。まだ辛つらい未来になると決まったわけじゃないって。だから泣くことは──」

　彩夏はそこでキッと睨み付けてきて、

「センパイ、今のは勘かん違ちがいされても文句は言えないですよ!?」

　そっちか！

　彩夏は俺が、下心から頭を撫でたと思っているんだな。

　しかし、こんなことで勘違いをされて振ふられたらたまったものじゃない。こっちはすでに一度振られたようなものなのに。

「いや、そういうつもりじゃないって。一年生の一学期は大切だったなと思い返していたら、なんとなく慰なぐさめたくなったんだ。本当にそれだけだから、勘違いはしないでくれ」

「うぅ～～！　あたしもう帰ります！」

「そうだな、そろそろ帰らないと。家の近くまで送ってくよ」
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「結構です！　家近いんで！」

　とはいえ、夜道を女子高生が一人で歩くのは危険だ。

　俺は当然、家の明かりが見えるところまで付き添そった。

「センパイ、ここでいいです。ありがとうございました」

　帰り道でも彩夏はほとんど口を利きいてくれず、ずっと機嫌が悪いままだった。

「そうか、じゃあな」

「センパイ！」

　少し離はなれた位置から彩夏が言う。

「センパイって、実は全然女の子に興味ないですよね！　そんなんじゃ、誰だれもセンパイに告白できないと思います！」

　最後にはあっかんべーをして、彩夏は走っていった。

「俺が女の子に興味がないだと……？　そんな馬ば鹿かな」

　そんなはずがない。

　俺はお前たち女子を惚ほれさせようと思って、日々の勉強時間を削けずり、今日だってやりたくもない仕事の手伝いをしたんだぞ。

　それに何度だって言うが。

　俺は恋愛に興味がある。恋人が欲ほしい。手を繋つないでデートだってしたいし、みんなに自じ慢まんの彼女を見せつけて羨うらやましがられたい。

　なのに、女の子に興味がないわけがないだろ。

　だいたい、俺が女の子に告白をされないのはモブキャラだからで、元はと言えば沖津優太が──




　悶もん々もんとしながら帰宅をしてからは、無心で勉強に取り組む。

　やはり勉強は良い。俺にとって、最も効果のあるリフレッシュ法だ。

　……俺は結局、花とも彩夏とも、デートをすることができなかった。

　彼女たちとの仲を深めることはできたと思うが、花とはそもそもデートの約束すら取り付けられず、彩夏に関しては俺自身のプライドが邪魔をしたせいもあって、家デートの機会をみすみす逃のがしてしまった。

　反省点は他ほかにもいくつかあるが、傷心中の今、それら全すべてを振り返る余よ裕ゆうはない。

　デートさえできれば、きっとこちらに振り向かせられるというのにな……。

　と、いけないな。勉強に集中しなければ。ついネガティブな方向に思考が傾かたむいてしまうときこそ、勉学に勤いそしんで英気を養わないと。

　今後どうするかはまだ何も決まっていないが、明日の休み時間にでも考えよう。

　──ブーッ、ブーッ。

　そのとき、俺のスマホがメッセを受信する。

　差出人の名前は、沖津琴こと乃のとなっていた。

　沖津琴乃──。彼女はあの沖津優太と付き合っていると噂されている女子生徒だ。

　連れん絡らく先を交こう換かんしている通り、俺も彼女とは面識がある。他クラスである彼女とは委員会で一いつ緒しよになって以来、度たび々たび話すことがあり、行事の際には色々と相談し合ったりもした。

　俺はある日、遠回しにだが沖津さんに対し、『Ｄ組の沖津くんとは仲が良いの？』というニュアンスの質問をしたことがある。

　そのとき彼女は一言だけ、『大切な人です』と答えた。

「かはっ……はぁ、はぁ……」

　嫌なことを思い出したせいでむせてしまった。

　それを聞いた当時の俺が上手うまく笑え顔がおを作れていたかどうか、今でも自信がない。

　正直メッセの内容を見るのも少し怖こわいが、意を決して確かく認にんする。

　そして我が目を疑った。

『こんばんは、夜分遅おそくにすみません。成瀬くんにお話ししたいことがあるので、予定の空いている日にお時間をもらえませんか？』

　急いで返信する。

『こんばんはー　直近だと明日の放課後が空いてます　昼休みでも平気です』

『では明日の放課後でお願いします』

『了りよう解かいです』

　沖津さんの方からメッセを送ってくれるのは久々だから嬉うれしい。

　それに彼女の言う『お話ししたいこと』というのがなんなのか、気にならないはずがない。

　とはいえ、相手はあの沖津優太の恋人かもしれない女子だ。明日いきなり告白をしてくるなんてことはあり得ないだろうが、場合によっては付け入る隙すきがあるかもしれない。

「確かに俺はクズかもしれないな、ククク……」

　独り言を呟つぶやきながらほくそ笑んでいると、再びスマホが振しん動どうする。

　確認すると、沖津さんからのメッセだった。

『これもデートって言うんでしょうか顔文字』

　顔文字を未だに漢字変へん換かんで打っているのかあの人は──って、

「デート!?」

　こちらが動どう揺ようしている間に、沖津さんから再びメッセが届く。

『今のは忘れてください！　おやすみなさい』

「すぅー、はぁー」

　大きく深呼吸。

「よし！」

　第三のターゲットは沖津琴乃に決定！

　彩夏のときとはワケが違ちがう。沖津さんは冗じよう談だんを言ってからかうタイプではないし、放課後に会う約束を交かわしたタイミングで『デート』という単語を使ってきたのだ。これはただ世間話をするだけでは終わらないだろう。

　フフフ……明日は、俺の人生初デートの記念日になるかもしれない。

　──俺の戦いはこれからだ！








三章　本命は誰だれなのでしょうか









　ついにやってきたデート（仮）当日。

　日直の号令でＨＲが終わり、来たる放課後。

「ずいぶんと嬉しそうだね」

　意い気き揚よう々ようと席を立ったところで、背後から黒くろ日ひ奈なが声をかけてくる。

「別に」

　今日は機き嫌げんが良いので返事をする。もちろん周りに聞かれないよう、鞄かばんを整理するフリをしながらだ。

「もしかして、アーヤさんと上手くいったの？」

「……いや」

「早とちりでもして失敗した？」

「まあ、そんなところかな」

「あっさりしてるなぁ。さては、気持ちはすでに次のターゲットに切きり替かわっているね」

　さすが、察しが早いな。

「その通りだ。次こそは、奪うばい取ってみせるさ。たとえ相手が、あいつの恋こい人びとであろうとな」

「へぇ、ずいぶんと強気だね。さては、『デート』にでも誘さそわれたかな？」

「ど、どうしてそれを……」

　この女の言う通り、今日は念願の『デート』になるかもしれない。普ふ段だんより強気になっているとしたら、きっとそのせいだろう。

　だが、なぜこいつがそれを知っている？　俺のスマホをハッキングでもしたのか？

「ふふ。デートくらいで浮うかれるなんて、和かず臣おみは本当にウブだね。耳まで真っ赤だよ？」

「なっ、そういうお前は──」

　つい反射的に振り返ったところで、自分が口にしようとしている問いが無意味なものだと悟さとる。

「フッ。お前にデートの経験があるはずがなかったな」

「そうだね。ぼくもきみと一緒で、ウブな夢見る高校生だよ」

「俺を一緒にするな」

　これ以上の会話は不毛だな。そろそろ切り上げるとしよう。

「とにかく、そういうことだから。結果を楽しみにしていてくれ」

　俺はそう言い残して、教室を出ようとする。

　その間ま際ぎわ、黒日奈が呟くように言う。

「腰こしを抜ぬかすような出来事があるかもしれないから気を付けてね、和臣」

　──その『予言』は、頭の片かた隅すみに入れておくとしよう。




　教室を出てスマホを確認すると、沖おき津つさんから『クラス委員の仕事があるので、終わったらまた連絡します』とのメッセが届いていた。

　彼女からのメッセに『デート』という単語が出たことを考えると、この後どこかへ出かけるということだろうか。別にやることもないし、様子でも見に行ってみよう。

　Ｄ組の教室を覗のぞいてみると、すでにほとんどの生徒が残っておらず、一人でせっせと黒板を消す沖津琴こと乃のさんの姿を見つけた。

　腰まで伸のびた艶つややかな黒くろ髪かみに、姿勢良く凜りんとした佇たたずまい。黒板を消しているその所作ですら優ゆう雅がで、大和やまと撫なでし子こと形容したくなるほどの和風美人。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は百合ゆりの花──なんてたとえがまさにぴったりだ。

　……とまあ、数秒ほど見入ってしまったが、気持ちを改め、彼女に声をかけることにする。

「どうも。手伝うよ」

「あ、成なる瀬せくん。ありがとうございます」

　余っていた黒板消しを手に取り、二人で黒板を綺き麗れいにする。

　手洗い場で雑ぞう巾きんを濡ぬらし、黒板を拭ふいて作業は終しゆう了りよう。

　その頃ころには、室内に残るのは俺たち二人だけとなっていた。

「あの、本当にありがとうございました。おかげさまですぐに終わりました」

　律りち儀ぎにお礼を言う沖津さん。

「どういたしまして。でも今さらだけど、これって日直の仕事だよね。どうして沖津さんがやってたの？」

「それは……日直の方が一人欠席していて、もう一人の方も早退したので、私が代わりにやることにしたんです」

「なるほど。沖津さんは本当に働き者だな」

「いえ、私なんか全然。それより、私の方からお呼び立てしておいて、待たせるどころかお手伝いまでしていただいて……成瀬くんには本当に申し訳ないです」

「あはは、働き者な上に律儀な人だなぁ」

　彼女が働き者で律儀なのはまあ、普段通りなわけだが。

　しかし、今日の沖津さんはどこかおかしい。視線も合わせないし、落ち着かない様子というか、何かそわそわしているように見える。

　今日呼ばれた用件については、おそらくこの場ですぐに話せるような内容でもないのだろう。だから放課後を指定して、その上デートという単語まで出したに違いない。

　となれば、俺が言うことは一つ。

「とりあえず、外に出ようか。スタバでコーヒーでも飲みたい気分だし」

「あ、はい！　今帰り支じ度たくを済ませますね」

「うん、急がなくていいから」

　鞄を手にした沖津さんとともに教室を出て、昇しよう降こう口へ向かう。

　沖津さんと一緒に校内を歩いていると、すれ違う生徒たちから注目される。

　……気持ちいい。これが放課後に美少女と並んで歩く感覚か。

　クラスメイトの花はなや、元々アイドル扱あつかいされている彩あや夏かとはまた違う。理知的な優等生である彼女は、おそらく俺と並んで一番しっくりくるであろう相手だ。

　やっぱり女子は黒髪に限る。俺と沖津琴乃さんがお付き合いすれば、きっと誰もが羨うらやむベストカップルになること間ま違ちがいなしだ。……だからこそ、今度は成じよう就じゆさせてみせる。

「なんだか、周りからの視線がすごかったですね」

　校門を出た辺りで沖津さんが言う。

「あはは、そうだね。俺は別に気にしないけど、沖津さんは平気だった？」

「はい……私も、別に気にしてないです」

　沖津さんは俯うつむきながら耳を赤くしている。多分、俺に合わせてくれたんだろうな。悪いことをしたかもしれない。

「まあ、次こういうことがあれば、現地集合でもいいかもしれないね」

「そ、そうですね」

　だいぶ緊きん張ちようしているな。そんなに話しづらい用件なんだろうか。

　最も寄よりの駅前まで歩いたところで、カフェで飲み物を購こう入にゆうする。彼女の性格上、周りに人がいる状じよう況きようだと話しづらいだろうし、しばらくいろんな場所をぶらついてリラックスしてもらうとしよう。

　それから雑貨屋や洋服店を一通り見て回った後、俺は何食わぬ顔で提案する。

「ちょっと本屋に寄ってもいいかな？　参考書とか見ておきたくて」

「はい、いいですよ」

　俺と彼女に共通する話題はそう多くない。数少ない共通項こうといえば、学生の本分『勉強』である。

　とはいえ、デートの最初でいきなり本屋に行くことを提案するのはナンセンス。相手が喜びそうな場所だからと、安易に選せん択たくすると『ダメ男』扱いされてしまうのだ。──と、昨夜調べたサイトにそう書いてあったので、ほぼ間違いないだろう。

　駅ビルの中にある本屋に入ると、途と端たんに沖津さんの顔がパァッと華はなやいだ。

　沖津さんはそれなりに広い店内を真まっ直すぐに突つっ切って、奥にある参考書コーナーへ向かう。

　俺も急いで付いていくと、彼女は嬉うれしそうにある教材を指差した。

「この参考書、私が使っている物なんです」

　それは英語のリスニングＣＤが付いた参考書だった。この出版社の物は俺も使ったことがあるが、授業レベルの内容を復習するのには丁度良かったな。

「ここの参考書って、復習するにはうってつけだよね。沖津さんももう使ってるかもしれないけど、予習用にはこっちの参考書とかオススメだよ」

「成瀬くんのオススメなら、きっと良い教材なんでしょうね」

「はは、ずいぶんと高く買ってくれてるんだな」

「当然です。何せあなたは、不動の学年一位ですから」

　沖津さんが嫌いや味みの一つも感じさせずに褒ほめてくるものだから、なんだかとても照れくさくなる。俺が勧すすめた参考書を、当然のように購入用のカゴに入れてるし。

　まあ俺が入学以来、定期テストで学年一位続きなのは事実だし、ここは素す直なおに誇ほこるべきなんだろうな、ハッハッハッ。

「ですが、成瀬くん」

「ん？」

　沖津さんはさらに他ほかの参考書を手に取り、にっこり笑って、

「次のテストでは負けません。二年に進級した私は、ひと味違いますよ？」

　その愛らしい笑え顔がおの中に秘めた闘とう志しを感じ、俺の心臓がドキンと高鳴った。

「それは楽しみだな。まあ、俺はふた味くらい違うかもしれないけどね」

「ふふ、そうでなくては燃えません」

　クックックッ……常勝無敗が俺の勉学においてのモットー。たとえ美少女相手でも、一位の座を譲ゆずるつもりなど毛頭ない。よし、そうと決まれば帰って勉強だ。一に勉強、二に勉強、三四が復習、五が予習……──いや、違うだろ。今日の本題は別にある。切り替えるんだ、俺。

「──ごほん。そういえば、沖津さんって普段はどんな本を読むんだ？　俺はミステリー小説と少年漫まん画がをたまに読むくらいだけど」

　話題変へん更こう。せっかく本屋に来たんだ、勉強以外のジャンルも話さないとな。

「そうですね、私もミステリー小説を読むことが多いかもしれません。それと……少女漫画を、嗜たしなむ程度に」

　へぇ、意外だ。この人も少女漫画なんて読むのか。俺も中学時代はたまに読んでいたっけな。

　趣しゆ味みの共有は、性別問わず、相手の好感度を上げるのに適した手段の一つだ。

　そして彼女の態度から察するに、ハマっている本命は少女漫画とみた。よって、ここは少女漫画について、話題を広げる路線で進めるとしよう。

「少女漫画か～、オススメとかあれば読んでみたいな。中学のときに、友達から借りてたまに読んでいたんだ」

「成瀬くんも読んだことがあるんですね。私のオススメとなると……そうですね、有名な作品であれば、『君に届けたい』とかでしょうか」

「あ～、あれ良いよね。絵も綺麗だし」

　そこで沖津さんが早足になって少女漫画コーナーへ入っていったかと思うと、俯きながらそそくさと戻もどってきた。……いっぱいの漫画本が入ったカゴを両手に抱かかえて。

「あとはこの辺りでしょうか。オススメする作品を絞しぼるのは、なかなか難しいですね」

　少女漫画が本当に好きなんだな。顔を真っ赤にして恥はずかしがっているけど、女子なんだし、少女漫画を読むのは普ふ通つうだと思うけど。

　カゴの中を確かく認にんすると、俺の知らない作品がたくさん並んでいた。

「この中で一番のオススメは？」

「この『ストロボエイジ』とかいいですよ。男の子がかっこよくてキュンキュンします」

「へー、キュンキュンするのか」

「──ッ！」

　沖津さんはピクッと肩かたを震ふるわせたかと思うと、顔を覆おおってしゃがみ込んでしまった。

　本当に可愛かわいいな、この人。美人で可愛い一面もあるとか、俺の好みど真ん中で──

　……そうだ。俺の好みは、昔から美人で可愛い一面もある人だったな。

　あの人もそうだった。

「そろそろ出ようか」

「え？」

　沖津さんが驚おどろいた様子で顔を上げる。

　多分、俺の声のトーンが低くなっていたから驚いたんだろう。

　いけないな。初はつ恋こい相手のことを思い出してナーバスになっているなんて知られたら、俺のイメージは一気に悪くなるだろう。ただでさえ厳しい戦いなんだ、自分から状況を不利にしてどうする。

　俺は『ストロボエイジ』とやらをカゴから三巻ぶん取って、そのままレジに向かう。

「えっ、買うんですか？　私は全巻持っているので、よければお貸ししますけど」

「いや、いいよ。沖津さんだって俺のオススメした本を買うみたいだし、ハマったらどうせ集めたくなると思うんだ。それに」

　彼女がどんな男にキュンキュンするのか、できるだけ早く知りたいしな。

「それに、なんですか？」

「いや、なんでもない。ほら、レジが空いてるうちに買っちゃおうよ」

　本を購入してから外に出ると、すでに日は沈しずみかけていて。

　そろそろ用件を話しても良い頃合いだろうと思っていたら、沖津さんが近くの公園を指差して言う。

「そこでお話ししたいことがあるんですが、まだ時間は平気ですか？」

「うん、平気だよ」

「ありがとうございます。では」

　こちらもすでに心の準備はできている。何を言われても、受け止める覚かく悟ごは決めた。

　今日の放課後デートは、とてもデートと呼べる代しろ物ものではなかったかもしれないが、彼女から『話』とやらを聞いた後にでも巻き返せば問題ないだろう。

　彼女が本当に沖津優ゆう太たと付き合っているのか。

　その辺りのことも、この機会にはっきりさせるつもりだ。




　　　　◇




「はい、どうぞ」

　公園のベンチに腰こし掛かける沖津さんに自じ販はん機きで買ったココアを差し出すと、沖津さんは礼を言って受け取った。

　俺が隣となりに座ると、沖津さんはビクッと肩を震わせる。

「沖津さん？」

「あ、そうでした、今お代を──」

「いや、それくらい気にしなくていいよ」

「ですが、カフェでも成瀬くんに代金を払はらってもらってますし、さすがに悪いです」

「実は最近、臨時のバイトをしたから結構余よ裕ゆうがあってさ。俺もこうして使うことでいろいろと発散してる部分があるし、ほんとに気にしなくていいよ」

「そういうことなら……その、すみません。なんだか緊張してしまって」

　最近思うことだが、俺ってもしかして話しづらい相手だったりするんだろうか。

　花のときもそうだったが、別にそこまで身構える必要のない話題でも、相手が緊張している場面が多い気がするし。

　まあその辺りのことは、沖津さんの話を聞いてみないことにはなんとも言えないか。

「緊張、ね。そういうときは深呼吸をするといいよ。俺もリラックスしたいときはいつもそうしてるし」

　沖津さんは言う通りに深呼吸し、ココアを一口含ふくんだ。

「幾いく分ぶんか楽になりました。これなら話せそうです」

「よかった。何事もマイペースが一番だよ」

「はい。……それではまず、単刀直入にお聞きしたいのですが」

　てっきり沖津さん自身の話をするのかと思ったが、どうやら俺に聞きたいことがあったらしい。

「どうぞ」

　沖津さんは再び深呼吸をして、真っ直ぐ俺を見つめてくる。

　そして、

「──成瀬くんが、同じクラスの黒日奈美み玖くさんとお付き合いしているという話は本当ですか？」

　……はぁ。

　ついため息をつきそうになるのを必死に堪こらえる。

　沖津さんのことだ、好こう奇き心しんだけで尋たずねてきたわけじゃないだろう。

　とりあえず、はっきりと否定しておくか。

「その話はデマだよ。なんか結構噂うわさになってるみたいだけど、俺も困っててさ」

「そ、そうですか。──では、次に」

　次、ね。ここからが本題というわけか。

「同じクラスの熊くま谷がい花さん、それと一学年下の鹿か野の彩夏さんとはどういったご関係ですか？」

　なるほど、そうきたか。

　多分、俺が彼女たちと最近会っていたことを、噂か何かで知ったのだろう。

　俺は「うーん」と考え込むフリをしながら、その間に別のベクトルへ思考をフル回転させる。

　この質問はおそらく、ライバルの状じよう況きよう把は握あくを目的としたもの。

　沖津優太を取り合うライバルのどちらかが、俺──成瀬和臣という第三者と引っ付く可能性があるのかどうか、それを探さぐっているのだろう。

　そう考えれば、先に黒日奈との関係を尋ねてきたのも納なつ得とくがいく。万が一にでも俺が黒日奈と付き合っていた場合、他の二人と恋仲になる可能性はほぼ無くなるからだ。

　最初に『恋人はいますか？』、もしくは『好きな人はいますか？』とは聞かず、相手の名前を挙げてくる辺りが頭脳派の沖津さんらしい。これで俺はごまかしづらくなったしな。

　一方で、彼女の質問から俺が得られた情報もあった。

　──沖津琴乃は、沖津優太と付き合っていない。

　現時点での話だが、これはほぼ間ま違ちがいないだろう。

　おかしいとは思っていた。あの真ま面じ目めな沖津さんが、彼氏がいる状態で他の男と『デート』なんかするはずがない、と。

　そして、今の質問だ。仮に沖津優太と恋人関係にあるなら、どれほどの美少女が恋こい敵がたきでもそれは絶対的なアドバンテージになるはず。わざわざこんな回りくどい手段を取る必要はないだろう。

　この収しゆう穫かくは大きい。重要な情報は揺ゆさぶりをかける切り札にもなり得るのだから。

　さて。質問内容は俺と花、そして彩夏との関係についてだったか。ひとまずここは、無難に答えるとしよう。

「花とは一年のときから同じクラスだし、仲の良いクラスメイトって感じかな。彩夏については仕事の関係でいろいろあって、今はそれなりに慕したってくれている後こう輩はいだよ」

「やはり、二人とも呼び捨てなんですね……」

「え？　呼び捨て？」

「いえ、なんでもありません」

「ああ、呼び捨てなのは二人から──」

「なんでもありませんから！　今のは聞かなかったことにしてください！」

「ごめん、わかったよ……」

　びっくりした。沖津さんがこれほど大声を出したところを初めて見たぞ。

　顔まで真っ赤にして。一体どうしたっていうんだ？

「その、沖津さん。一いつ旦たん落ち着こう。ほら、深呼吸して」

「私は十分落ち着いてます」

「ならいいんだけど……」

　沖津さんはそこで視線を逸そらし、ココアを一口飲んでから言う。

「それで、どちらが本命なんですか？　成瀬くんにとって」

　なあ、沖津さん。俺に二人のうち、どちらかを押し付けようとしたって無む駄だだぞ。どちらも俺のことは眼中にないからな。……悲しいことに。

「確かにどっちも魅み力りよく的な女の子だとは思うけど、そういう風に考えたことはないかな」

　当然ながら、ごまかしに徹てつする。まさか、正直に『どちらも本命でした』と答えるわけにはいかないからな。

　沖津さんはこちらに向き直り、ぐいっと前かがみになる。

「では、どちらも恋れん愛あい対象にはならないということですか？」

　距きよ離りが近いからか、すごく良い匂においがする。シャンプーの香かおりだろうか。ほのかに甘く、フルーティーで爽さわやかだ。

　……いけないいけない、こんなことで集中力を途と切ぎれさせては。もっと集中せねば。

「というより、その二人が恋愛対象かどうかを考えたことがないかな」

　悪いが、ごまかしあるのみだ。この辺りで引いてくれるといいんだが。

「つまりはその程度、ということですか。……では、どういう人なら恋愛対象になりますか？」

「えっ？」

　気付くと、目の前に沖津さんの顔があった。リップクリームをつけているのか、街灯の明かりに照らされた桜色の唇くちびるが、やけに潤うるおって見える。肌はだもきめ細やかだし、髪かみと同色の瞳ひとみは理知的で、彼女がとんでもない美少女だと改めて実感させられる。

　不安そうな顔は彼女に似合わない。いつも凜り々りしく清らかに、時に子供っぽく笑ったり、照れたり。そういう顔を、俺は見ていたい。

　俺はつい、その不安を払ふつ拭しよくしたくて頬ほおに触ふれる。

　すると、絹のような肌にほんのり朱しゆが差した。

「気になるんです。性格でも、容姿でも、もちろん名前でもいいですよ……？」

　懇こん願がんするように、物欲しそうな顔で尋ねてくるその姿は、やけに心を揺さぶってくる。

　……これはやばいな。可愛かわいい。可愛すぎる。

　この人の可愛さは異常だ。今なら分も弁わきまえず、血迷って告白する輩やからの気持ちがわからないでもない。

　だが。

　俺は違う。

　俺にとって、告白をして振ふられるという名の敗北は人生において一度で十分。
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　たとえ最高に可愛い美少女が目の前で頬を赤らめながら、好きな異性のタイプを聞いてきたとしても、俺のポリシーは揺らがない。

　──告白はしない。相手からオッケーが出る確証がない限りは、絶対に。

　確かに今、沖津さんが俺に好意を抱いだいている可能性が一パーセントくらいはあるんじゃないかと思い始めている。

　だが、それがなんだというのだ。

　一パーセントでは博ばく打ちにもならない。

　はっきり言って、沖津さんが何を考えているのかはわからない。

　しかし、だからこそ、今が流れを変えるときなのだ。

　そのためにはまず、質問に答えないとな。

「俺は……ギャップのある人がタイプかな、うん」

「ギャップのある人、ですか……」

　申し訳ないが、あえて広義的な答えにさせてもらった。……まあ、嘘うそではないし。

　さて、これでようやく切り札を投入できる。今度はこちらの番だ。

「じゃあ、そろそろ俺の方からも聞かせてもらおうかな」

「えっと、私も異性のタイプを話せばいいんですか？」

「それも気になるけど、沖津さんって、同じクラスの沖津優太くんと仲が良いよね。付き合ってるって噂も流れているみたいだし、実際のところはどうなのかなと思って」

　すると、沖津さんは驚おどろいた様子で身体からだを離はなした。

「それはっ……その……」

　沖津さんは何かを言おうとして、しかしすぐさま口をつぐんだ。

　明らかに動どう揺ようしているな。やっぱり、彼女も沖津優太のことが好きなんだろうな。

　危ない危ない。切り札のおかげで一パーセントの気の迷いを、再びゼロパーセントに戻もどすことができた。

　おそらくさっきの沖津さんは、内に秘めた魔ま性しようの部分を無意識にでも出してしまったんだろう。うん、そう思うことにしよう。

　二人が実際には付き合っていないことを確信しているからこそ、俺はこんなことを平然と口に出せる。元々好感度が無いことはわかっていたんだ、ここから巻き返せばいい。

　さあ、巻き返しを──

「──私、優太くんとはお付き合いしていません」

　そのとき、沖津さんがはっきりとそう言った。

　呆あつ気けに取られる俺をよそに、沖津さんは続ける。

「優太くんとの関係を、みんなに誤解されているのはわかっています。でも私、どうすればいいのかわからなくて……」

「その、無理に話さなくてもいいんだよ。言いたくないことは言う必要ないんだ」

「……すみません、ちょっとお手洗いに行ってきます」

　沖津さんはそう断りを入れてから、早足でトイレに向かった。

　それにしても驚いた。まさか、ああも堂々と『付き合ってない』宣言をしてくるとは。二人が付き合っていないことに安あん堵どするよりも先に、彼女の潔いさぎよさに感心してしまった。

　しかしなんだろう、この胸むな騒さわぎは。

　沖津さんはまだ、隠かくしていることがあるんだろうか。

　そんなものが存在するのなら……知りたいような、知りたくないような。

　まあそれも全すべて、沖津さん次し第だいか。




　　　　◇




「おまたせしました」

　それから五分ほどで戻ってきた沖津さんは、表情を強こわ張ばらせていた。

「えーっと……本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「へ、平気です！　心配ご無用！」

　心配ご無用ってなんだ。全然平気に見えないんだが。

「まあ、とりあえず座ったら？」

「失礼します……」

　沖津さんは座った後も、そわそわと落ち着かない様子。

　それからいつまで経たっても口を開かない。

　先を促うながすと急せかしているように思われるかもしれないし、ちょっと飲み物でも買ってくるか。

「ちょっと飲み物を買ってくるね」

　そう言って席を立ったところで、沖津さんが袖そでを掴つかんできた。

「いえ、あの……できれば、行かないでほしいです」

　沖津さんは俯うつむきながら、手を震ふるわせてそう言った。

　俺が座り直すと、沖津さんはこちらに向き直る。

「私と優太くんの関係について、でしたよね」

「えっと、うん」

「……私、ずっと思っていたんです。みんなに誤解されるのは構わないけど、成瀬くんにだけは、誤解されたくないって」

「俺にだけ？」

「はい……」

　沖津さんはもじもじとしながら頬を赤らめる。

　なんだろう、俺にだけは誤解されたくないって。その発言がすでに、俺の中でよからぬ誤解を生み出しそうなんだが。

　こちらが黙だまって続きを待っていると、沖津さんは静かに口を開いた。

「覚えていますか？　私たちが初めて話した日のことを。あの日は委員会があって、席が隣となり同どう士しでしたよね」

　ん？　なんかいきなり思い出話が始まったな。まあ、それとなく合わせるか。

「うん、覚えてるよ。沖津さんがシャーペンを持ってくるのを忘れて困っていたっけ」

「違います、あれはクラスメイトに貸したまま、返してもらうのを忘れていただけで……でも、覚えてくれていたんですね」

「もちろんだよ。記き憶おく力には自信がある方だしね」

「あのときは成瀬くんがペンを貸してくれたので助かりました。それからもずっと、成瀬くんには親切にしていただいて。行事などで困っているときには、よく声をかけてくれましたよね」

「別に、そんな大したことはしてないよ。改めて言われると照れるな」

「いえ、私にとっては大したことです。大切な思い出です。私はずっと、成瀬くんに感謝しっぱなしなんです」

「沖津さん……」

　本当に健けな気げな人だな。下心満載で声をかけていた自分が醜みにくく思えてしまうほどだ。

　なんだかこうも慕したわれると、だんだん……その、もぞもぞするというか、いろいろと勘かん違ちがいしそうになるというかだな……。

「だから、成瀬くんにだけは本当のことを伝えたいというか……私のことを、もっと知ってほしいと思って……」

「え、あ、いや、その……そっか」

　この人は今、『私のことを、もっと知ってほしい』って言ったよな……？

　いや、落ち着け。情報を整理しよう。

　まず、今日のこの時間は、沖津さんにとってもデートかもしれないわけで。

　そして沖津優太と付き合っているという誤解を、俺にだけはしてほしくない、と。

　俺にはとにかく感謝していて、本当のことを伝えたくて、自分のことをもっと知ってほしい、と。

　……まさか、まさかな。

　いや、あり得ないはずだ。

　沖津優太という主人公が存在している以上、俺はモブだ。引き立て役だ。今日のデートで何か決定的な見せ場を作れていたならまだしも、別にそういうわけでもない。トラックにはねられそうになっているところを助ける、なんて劇的なイベントも起こっていないしな。

　まあ、一度はゼロに戻った可能性が、二パーセントくらいまで上がったことは否定できないけどな。

「成瀬くん」

「はい!?」

　つい素すっ頓とん狂きような声で返事をしてしまった。

　落ち着け、落ち着くんだ成瀬和臣。まだ舞まい上がる時間じゃないぞ。

　たかが『私のことを、もっと知ってほしい』と言われたくらいで、世の男子高校生と同じように勘違いをしてどうする。

　すぅー、はぁー。

　よし、心の中で深呼吸はした。だいぶ落ち着いてきたぞ……。

「あの、ですね……手を、握にぎってもいいですか？」

「はいぃっ!?」

　な、なんだ？　なんなんだ？　どういう意味なんだその申し出は!?　近ちか頃ごろの女子たちの間では、手を握るのがブームにでもなっているのか!?

　だいたい、この人ってそういうことをする人だったか!?　いやでも、俺が知っているのはあくまで校内にいる沖津さんだけで、プライベートの部分は何も知らないわけで……。

　戸と惑まどう俺をよそに、沖津さんは言葉を続ける。

「ごめんなさい、なかなか勇気が出せなくて。こういうことに慣れていなくて、私、どうしても緊きん張ちようしてしまって……」

　そこで気付く。

　沖津さんが、今にも泣き出しそうになっていることに。

　躊躇ためらっている場合じゃない。

　俺は意を決し、彼女の両手を握る。

「これでいいかな？」

「は、はいっ」

　沖津さんは顔を真っ赤にしながら何度も頷うなずいた。

　さすがに俺も照れてしまう。もしかすると、赤面しているかもしれない。……それにしても、柔やわらかいな。細くてすべすべだ。

　──さて。

　もう、いいんじゃないか。

　ここまでくれば、勘違いということもないだろう。

　多分くるはずだ、もうすぐ。

　何がって、それはあれだ。

『告白』、というやつだ。

　ふぅ、俺にもようやくこのときが来たか。

　ああ、彩夏の奴やつにも見せてやりたい。

　あいつ、誰だれも俺に告白できないとか言っていたからな。

　しかし、人生何が起こるかわからないというが、まさにその通りだな。

　どうして他ほかの二人は沖津優太にメロメロだったのに、沖津さんだけは俺に告白してくれるのかはよくわからない。まさに棚たなからぼた餅もちの気分だ。

　まあ、俺のスペックから考えれば、今まで女子に告白された経験が無い事の方がむしろ不自然だったわけで。

　主人公とかモブとか、結局のところは気にする必要がなかったのかもしれないな。

　これで黒日奈にもドヤ顔で報告ができると思うと、なんだか気持ちが晴れやかだ。

　──と、そのとき。沖津さんの握る手に力がこもった。

「私、初めて自分から伝えます」

「うん」

　フッ、フフッ……いや、まだ笑うな。我が慢まんしろ。高笑いするのは家に帰ってからだ。

　さあ、来い。こちらの準備は万ばん端たんだぞ。

　沖津さんは真まっ直すぐに俺を見つめて、覚かく悟ごを決めた様子でひと息吸う。

　これでようやく、俺も彼女持ち──




「──実は私、優太くんの妹なんです！」




　……………………ん？

　いや、え？　なんだって？　今、沖津さんはなんて──

「妹といっても、義理の妹なんですけど、周りにはどうしても言い出せなくて。親が再さい婚こんしたのがちょうど高校に入学するタイミングで、私が当時その関係性を受け入れられていなかったせいもあって、そのことを言い出すタイミングを逃のがしてしまったというか……ダメですよね、本当に子供っぽくて」

「へ、へぇ、そうなんだ……」

　だめだ、頭が混乱して状じよう況きようが上手うまく飲み込めない。

　驚おどろきすぎて、腰こしが抜ぬけそうになったくらいだ。

　とりあえずは情報の整理をしよう。

　まず今回、告白は告白でも、愛の告白ではなかったわけだ。

　そして沖津琴乃と沖津優太は義理の兄妹きようだいである、と。

　ふむふむ、なるほど。

　べ、別に、今の時代に義理の兄妹なんて、それほど珍めずらしいものでもないだろう。

　そんなに驚くことでもないさ。たとえ沖津優太みたいな地味な男の周りに、可愛かわいすぎる幼おさな馴な染じみと可愛すぎる友達の妹、その上、可愛すぎる義理の妹がいたって──

「いやありえな──ごほっ、ごほっ！　……すぅー、はぁー……」

　危ない危ない、つい心の声を口に出してしまうところだった。

　しかし、それにしてもあり得ないだろ、こんなの。どう考えてもおかしい。少なくとも普ふ通つうじゃない。どうしてあいつばっかり、こんなに美味おいしいポジションなんだよ。

「その……いきなりこんなことを話されても、やっぱり迷めい惑わくですよね」

　沖津さんは手を離はなし、しゅんと落ち込んでしまった。

　別に、迷惑だとは思わない。これだけ話しづらいことを打ち明けてくれるということは、それだけこちらを信用してくれているということだろうし。

　それにだんだんと冷静になってきたことで、これはむしろ好機なんじゃないかと思い始めているところだ。

「少しびっくりしたけど、迷惑だなんて思ってないよ。勇気を出して、話してくれてありがとう。そういうことなら、二人の仲が良いのも納なつ得とくだ」

「成瀬くん……ありがとうございます」

　そう、二人は兄妹なのだ。

　いくら義理とはいえ、兄妹で恋れん愛あい関係になるのは漫まん画がやアニメの世界だけだろう。

　だからこそむしろ、これはチャンスなのだ。

　それに、俺にはアドバンテージがある。沖津さんがプライベートなことを打ち明けてくれるほど大切に思ってくれているというのは、紛まぎれもない事実。家族でもないのにこれほど信しん頼らいしてくれている時点で、義兄妹になって一年ほどの冴さえない男よりも、きっと気の置けない仲に違ちがいない。

　そう考えると、俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。やはり、天は俺に味方したようだ。

　あとは彼女と丁てい寧ねいに距きよ離りを詰つめていくだけで、チェックメイトになるだろう。

「それにしても、沖津くんと沖津さんが兄妹かー。どうりで名字も同じなわけだ」

「ですので、その、できれば、私のことは下の名前で呼んでいただけると嬉うれしいな、なんて思うのですが……」

「わかった。じゃあこれからは、琴乃って呼ぶよ」

「は、はいっ」

「俺のことも和臣でいいから」

「い、いえ、それはまた追々ということで……」

　沖津さん──改め、琴乃は幸せそうにニコニコしている。俺もつられてニヤつきそうになる。

「このことを学校で知ってるのって、沖津くん以外だと俺だけかな？」

「いえ、熊谷さんと鹿野さんも知っています。あの二人は兄さ──優太くんの引っ付き虫ですから」

　今、沖津優太のことを『兄さん』って呼ぼうとしたよな。……普段、家ではそう呼んでいるんだろうか。

　それにしても、花と彩夏まで知っていたのか。さすがは引っ付き虫といったところか。

「別に、兄さん呼びでいいよ。俺と二人のときなら問題ないだろうし」

「いえ、その、学校でも間違えて呼びそうなので、そこは今まで通り、優太くん呼びにしておきます……」

　照れ隠かくしをするように目元を覆おおう琴乃。他人に兄のことを話すのが新しん鮮せんなんだろうな。

「確かに、花たちも沖津くんと仲が良いもんな。琴乃もやっぱり、花たちと遊んだりするのか？」

「いえ、私は彼女たちと特別親しいわけではないので。むしろ、鬱うつ陶とうしく思っているくらいです」

「へぇ、これまた意外だな」

　琴乃がこんなにも明確に敵意を剥むき出しにするなんてな。

「まあ、言ってしまえば、ライバルのようなものですからね」

「えっ？」

「あ、いえ。なんでもないです」

　いや、今確かに耳を疑うようなことを言ったよな？

　琴乃はあの二人を『ライバル』──と、確かにそう呼んだ。

　それはつまり、琴乃も沖津優太のことを異性として好きってことなんじゃ……。

　いや、ないない。ないだろ、さすがに。

　だって兄妹だぞ？　家族なんだぞ？　そんな、少女漫画でもあるまいし。

　……少女漫画？

　そういえば、琴乃は少女漫画が好きだったな。いや、俺が気にしすぎなだけか。

　しかし、念のためだ。一応、揺ゆさぶりをかけてみよう。

「けど、今日は本当に驚くことばかりだったよ。花も彩夏も、沖津くんのことは話すけど、琴乃のことは全然口に出さないからさ」

「それはそうでしょうね。先ほども言いましたが、私たちは特別親しいわけではないので。というより、親しくないので」

　うわー、やっぱり敵意が剥き出しだ。なんか不ふ機き嫌げんになっているようにも見えるし。

「二人とも良い子だけどな。だから沖津くんも、二人と一いつ緒しよにいるんだろうし」

「……私だって良い子です」

「え？」

「いえ、なんでも」

　ぷいっとそっぽを向く琴乃。

　とぼけてみせたがばっちり聞こえているし、この態度でなんでもないは無理があるぞ。

　しかしまあ、揺さぶりが効いているのはよくわかった。

　兄を取られるという兄妹愛的な嫉しつ妬とか、あるいは異性としての嫉妬か。それを判断するには、もう少し試ためす必要があるな。

　もうひと押し、沖津優太と花たちの仲の良さを存分にアピールする形で攻せめてみよう。

「というか、花も彩夏も、沖津くんの話になると途と端たんに止まらなくなるんだよな。俺も最近知ったけど、花なんて未いまだに沖津くんと家族ぐるみで旅行に行ってるらしいしな。去年も一緒に行ったって言ってたけど、そのときは琴乃も一緒に──ん？」

　そこで琴乃がぷくぅと頬ほおを膨ふくらませて、あからさまにむくれていることに気付く。

　まずい、やりすぎたか？　この辺りで一いつ旦たんストップだな。

「えーっと、琴乃さん……？」

「成瀬くんの方こそ、お二人のことになるとずいぶん話が止まらないご様子で。さぞ仲がよろしいのでしょうね」

「え？　二人って、花と彩夏のことか？」

　琴乃はぷいっと再びそっぽを向く。

「まあ、二人とも友達だからな」

「ただの、ですか？」

　訝いぶかしむように問い詰めてくる琴乃。

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む。

　琴乃は未だに、俺が二人のことを狙ねらっていると思っているのかもしれない。……琴乃が俺と二人の仲に嫉妬している、とも考えられるが。

　まだ確信は持てないな。ここはひとまず、はっきりと言っておいた方が良さそうだ。

「ああ。さっきも言ったけど、花は仲の良いクラスメイトで、彩夏は慕したってくれている後こう輩はいだ。二人とも、ただの友達だよ。それ以上でもそれ以下でもない」

「では、黒日奈さんは？」

「あの人は友達じゃない。普通のクラスメイトだよ」

　あの女の場合、赤の他人というには些いささか因いん縁ねんがあり過ぎるからな。クラスメイトというのが妥だ当とうなところだろう。

　俺の返答を聞いても、琴乃はまだ納得がいっていない様子。

　ふと時計を確かく認にんすると、時刻はすでに七時を回っていた。今日はこの辺りでお開きにするべきかな。

　本当は次のデートの約束を取り付けたいところだったが、まあいい。学校でも顔を合わせる機会はあるし、琴乃が沖津優太と付き合っていないことはわかったんだ。それに二人が義理の兄妹であることもわかったんだから、むしろ今日のデートは成功と言ってもいいだろう。

　よし。あとは琴乃を家の近くまで送るだけ、と。

「もうこんな時間だし、そろそろ帰ろうか。家の近くまで送ってくよ」

「……友達同士なら、お昼を一緒に食べるくらい普通ですよね」

「ん？　まあ、そうだね。俺もいつも友達と一緒に食べてるし」

「では明日のお昼、一緒にご飯を食べませんか？　私と成瀬くん、それに熊谷さんと鹿野さんもお誘さそいして」

　んん？　お昼の誘いは嬉しいけど、どうしてそのメンバーなんだ？

　言い間違えたのかもしれない。ちょっと確認してみよう。

「えっと、俺はいいけど、俺たち二人だけじゃなくて、花と彩夏も誘うのか？」

「ふ、二人でお昼というのは、まだ少し早いと言いますか……」

　わかるよ。俺と二人きりで食事をしていることが他の生徒に知られでもしたら、一気に噂うわさになって、沖津優太の耳にも入るから嫌いやなんだよな。

　だが、よりにもよってそのメンバーでランチをする必要がどこにあるのだろう。

「でも、琴乃は花たちとあまり仲が良くないんだろ？　いいのか？」

「背に腹は代えられないと言いますか、牽けん制せいするのには丁度いい機会ですから……」

「牽制って、誰だれを？」

「はっ！　口に出ていましたか。──いえ、その、成瀬くんのお話を聞いていたら、お二人とコミュニケーションを取るのも悪くないかもと思ったので、それで……」

「なるほどね。なら、沖津くんはどうする？　俺も面識はあるし、別に呼んでも構わないけど」

「いえっ、兄さんはダメです！　絶対に無理です、恥はずかしい！」

　琴乃は顔を真っ赤にしながら、首を左右に勢いよく振ふる。

　拒きよ否ひするとは思ったが、まさかこんなに取り乱すとは。

　いまいちわからないんだよな、琴乃と沖津優太の距離感みたいなものが。そもそも義理の兄妹きようだいという関係そのものが特とく殊しゆだし、一人っ子の俺には想像するのも難しい。

　まあ、その辺りのことは明日のランチのときにわかるかもしれないな。

　花と彩夏と琴乃。この三人に俺が組み合わさることで、どんな化学変化が起こるのかは想像も付かない。しかしまあ、傍はたから見れば両手に花どころじゃない状じよう況きようだ。ここはハーレム主人公・沖津優太の疑ぎ似じ体験を堪たん能のうさせてもらおうじゃないか。

「わかった。じゃあ、花たちのことは俺の方から誘っておくよ」

「お願いします」

「さて、そろそろほんとに帰ろうか。時間も遅おそいし」

　俺が立ち上がると、琴乃も続いて席を立つ。

「はい。もうお腹なかがペコペコです」

「なんか食べていく？　それとも、家の人が用意してるかな？」

「えっと、今日はおうちで食べます。……よければ、成瀬くんもご一緒にどうですか」

「え？　ごめん、よく聞き取れなかった」

「いえ、なんでもありません。行きましょうか」

　琴乃は気にする素そ振ぶりも見せず、早足で先を歩き始める。

　本当はちゃんと聞こえていた。家の夕飯に招待してくれようとしたんだよな。

　これは信しん頼らいされている証あかしと受け取るべきか、それとも人じん畜ちく無む害がいな優やさ男おとことしか思われていないだけなのか。

　どちらにせよ、沖津優太の家で食事をするには、もう少し心の準備が必要だ。

　だから今は聞かなかったことにした。琴乃には申し訳ないけど。

　俺はすぐさま琴乃の後に続いて、公園を出た。




　　　　◇




「お昼の件、二人ともいいってさ」

　公園を出てすぐ、花と彩夏に『明日、一緒にランチをしよう』という旨むねのメッセを送ると、二人ともすぐに承しよう諾だくの返事をくれた。

「そうですか……。ありがとうございます」

　だというのに、琴乃はどうにも浮うかない顔をしている。

「どうかした？　やっぱり不安かな？」

「いえ、不安とかはないのですが……これって、兄さんだけを除のけ者にしていることになるんでしょうか」

　それで悩なやんでいたわけか。兄想おもいの良い妹だな。

　自然と兄さん呼びになっていることは、言わない方がいいんだろうな。

「琴乃から見た沖津くんって、どんな感じの人？」

　さりげなく尋たずねてみると、琴乃は少しだけ考えてから、

「鈍どん感かんで、頼たよりなくて、それでいて心の温かな人──でしょうか。ごめんなさい、これで答えになっているかはわかりませんが」

「琴乃が大切に思ってるのは伝わったよ」

「はい、大切な人です」

　俺が前に遠回しに尋ねたときも、琴乃はそう言っていたな。

「私、最初は優太くんのことをあまり好きになれなかったんです。いつもおどおどとしていて、挨あい拶さつもまともにできないような人でしたから」

「確かに、おどおどはしているかもね」

　琴乃みたいな女の子と対面したら尚なお更さらだろう。その光景が目に浮かぶようだ。

「でも、私がどうしても新しい家族を受け入れられなかったとき、優太くんは文句の一つも言わず、部屋に閉じこもった私のもとへ、ご飯を届けてくれました」

「へぇ」

　あの沖津優太が、ねえ。

　確かに、彼は文句とかは言わない気がする。単に無関心なだけかもしれないが。

「そのことがきっかけで、私は優太くんのことを知ろうと思えました。何も知らないのに拒きよ絶ぜつをするのは、彼の優しさに対してあまりにも失礼だと思ったので」

「なるほどね」

「そうしたら、気付いたんですよ！」

　うわ、びっくりした。いきなり声のトーンが上がったな。

　琴乃にしては珍めずらしく、はしゃいでいるようにすら見える。

「へ、へぇ、何に？」

　こちらが尋ねると、琴乃はやたらと目を輝かがやかせて言う。

「兄さんは、すごく親切な人だって！　それなのに目立たないせいで、みんなに気付いてもらえていないだけなんです！」

　琴乃は興奮気味に話しながら、ぐいぐいと距きよ離りを詰つめてくる。

　本当に、こんな琴乃は初めて見る。今日は初めて見る表情ばかりだなぁ、ハハハ……。

「い、良いお兄さんなんだね……」

「はいっ、今では自じ慢まんの兄です」

　にっこりと。

　今日一の笑え顔がおを琴乃が見せてくれたところで、どうやら沖津家の前に着いたらしい。立派な一いつ軒けん家やだ。

「今日は本当にありがとうございました。成瀬くんと話せて、なんだかいろいろとつっかえていたものが取れた気がします」

「あはは、ならよかったよ」

「それで、その……少し上がっていきませんか？　お夕飯もご馳ち走そうしますし」

　琴乃が勇気を振り絞しぼった様子で言う。その心こころ遣づかいだけ、有あり難がたく受け取っておこう。

「ありがとう。けど、さっき確認したらうちも夕飯を作ってるみたいで。悪いけど、今日は遠えん慮りよしておくよ」

「はい、わかりました。それでは、また明日」

　琴乃は一礼をしてから、小さく手を振って家に入っていった。

　俺はすぐさまその場を離はなれて、沖津家が見えなくなったところで呟つぶやく。

「明日、学校休もうかな……」

　正直なところ、やってられない気分だった。

　情報収集をできるかと思ったら、最後の最後にとんでもないノロケ爆ばく弾だんを投げつけられたのだ。踏ふんだり蹴けったりだと思うのも仕方がないはずだ。

　たかが一年、されど一年。

　義理の兄妹の仲が深まるのには、それだけの時間があれば十分だったと。

　一年という月日を、甘く見た俺が愚おろかだったというわけか。

　義理の兄妹による恋れん愛あい関係の成立──……今の俺には、それを真っ向から否定できるほどの余よ裕ゆうはない。

　沖津優太め、やはりお前は最強のラブコメ主人公だよ。

　自分は手を下さずに、この俺をここまでコケにしてくれたんだからな。




　　　　◇




　帰宅してから夕飯を済ませ、風ふ呂ろから上がってスマホを確認する。

　すると、黒日奈から電話の着信が入っていた。

　着信があったのは、ちょうど俺が風呂に入っていた時間だ。何の用だろう。あいつから電話をかけてくるなんて、嫌な予感しかしないんだが。

　俺はおそるおそる電話をかけ直す。

　すると、ワンコール目で出た。

『やぁ、和臣。こんばんは』

「で、何の用だ？」

　用件があるなら迅じん速そくに済ませてもらいたい。こちらは他ほかにやることがあるのだから。

『忙いそがしそうだね。腰こしは抜ぬかさずに済んだのかな？』

　電話越ごしでもわかる。今こいつは、愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべているに違ちがいないと。

　予言、か。今でも信じているわけじゃないが、こいつの予言めいた発言を聞いた後、それに関係した出来事が起きているのは事実だ。現に、琴乃が沖津優太の義理の妹であることを告げてきたときには、俺も腰を抜かすレベルで驚おどろいたわけで。

　だがまあ、それを律りち儀ぎに教えてやる必要はないよな。

「用がないなら切るぞ。お前の予想した通り、俺は忙しいんだ」

　鞄かばんから今日買った『ストロボエイジ』の一巻を取り出して、ページを捲めくり始める。

　これも立派なリサーチの一いつ環かんだ。琴乃がキュンキュンする男子像をチェックすることで、可能な限りトレースする。単に真ま似ねが出来なかったとしても、要点を押さえておけば、会話のネタくらいにはなるはずだしな。

　ふむふむ、なるほど。メインの男性キャラクターはクールで人気者の好青年、と。これは参考になるな。

『ふふ。忙しいって、どうせ少女漫まん画がを読んでるだけでしょ』

　ガタッ。

　俺は本を落として立ち上がっていた。

　周囲を見回した後、窓にカーテンをかける。

　あいつ、どこから俺の行動を見ているんだ……？

『あれ？　当たったみたいだね。放課後に本屋の少女漫画コーナーで、見知った女子生徒を見かけたからもしやと思ったけど、まさか本当に和臣が少女漫画を読んでいるとはね』

　なんだ、そういうことか……。警けい戒かいして損したぞ。

「切るからな」

『あー、待って待って。用を話すからもうちょっとだけ待ってよ』

「早く言え。こっちには時間がないんだ」

　睡すい眠みん時間を六時間は確保するとして、今日の授業内容の復習と予習を済ませる以外に、まだこの漫画本を三冊は熟読しなければならない。

『実は、和臣にオススメしたいお昼スポットがあってね』

「お昼スポット？」

　こいつ、もしかして俺たちが明日の昼に集まることも知っているのか？

『ずばり、屋上だよ。あそこは広くて日当たりも良いから、みんなでワイワイ食事をするにはちょうど良いだろうね』
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「あのな、屋上は立ち入り禁止なんだ。そうじゃなければ、みんなとっくに利用してるって」

『だけどそこ、いつも先客がいるんだよ。まあその人とお昼を一いつ緒しよに食べる人なら、使わない手はないよね。特に、誰だれにも邪じや魔まされずに話したい場合とかはね』

　この言い方……もしかして。

　これは『予言』じゃない。きっと、ただの『情報提供』だろう。

「アドバイスどうも。その先客とやらに心当たりがあるから、試ためしに当たってみるよ」

『うん。それじゃあ、おやすみなさい、和臣』

「ああ、おやすみ」

　プツンと通話が切れた後、俺はすぐさま別の相手にメッセを送信した──。








四章　水面下の宣戦布告









　チャイムが鳴り、午前中の授業が終わった。教室の中は喧けん騒そうに包まれ、購こう買ばいや学食に向かう者が我先にと駆かけ出した。

　昼休み。普ふ段だんの俺はこのまま教室に残って、クラスメイトとともに弁当箱を広げ始めるわけだが、今日はそういうわけにもいかない。

「「ごめんっ、今日は別で」」

　俺と花はなの声が同時に重なり、教室の中がより一層騒さわがしくなる。

　俺たちは思わず顔を見合わせてから、一緒に教室を出た。

「かぶっちゃったね、えへへ」

　廊ろう下かを並んで歩いている最中、花がぺろっと舌を出して言う。いちいち可愛かわいいな。

「まあ仕方ないよな、目的地も一緒なわけだし」

「そーそー」

　俺たちは小走りになって階段を上がっていき、目的地とやらに向かう。

　そうして弁当袋ぶくろを片手に辿たどり着いた先は──屋上だった。

　本来、屋上は一いつ般ぱん生徒の立ち入りが禁止されている場所だ。よって扉とびらも施せ錠じようされているはずだが、どうにも校則を無視して昼食場所に利用する常習犯がいるらしく、すでに鍵かぎは開錠済み。

　扉を抜けて屋外に出ると、春の陽光が目に飛び込んでくる。

　周りをフェンスに囲われているが、青空の下に出るとやはり気持ちが良い。中庭とはまた違った開放感だ。

　給水タンクの真下にできた日ひ陰かげの中に、シートを敷しいて横になる彩あや夏かの姿を見つける。どうやって鍵を手に入れたのかは知らないが、あいつがここを利用している常習犯だ。

　とまあ、これは事前に黒くろ日ひ奈なの情報があったからこそ、今日のメンバーで昼にここを利用しそうな相手──彩夏に尋たずねてわかったことだが。

　俺と花と彩夏、それに琴こと乃のまでが一か所に集まるとなると、どうしても目立ってしまう。そこで今日は彩夏御ご用よう達たしのここ、屋上で秘密裏りに食事をすることになったのだ。

「よっ、だらしないぞ」

　声をかけてシートに座ると、彩夏が欠伸あくび交じりにむくりと起きた。

「ふぁあ～、センパイってば遅おそいですよー。あたし三限の前からここで待ってたのにー」

　こいつ、ここで堂々とサボっていたのか。いけない後こう輩はいだな。

　それを聞いた花が、驚きながらも注意する。

「彩夏ちゃん、また授業をサボったの!?　ダメだよ、ちゃんと出なきゃ！」

「うっわ、今はそういう優等生発言は聞きたくないでーす」

「せっかく学校に来たんだし、授業を受けないのはもったいないよ！　ね？」

　花に同調を求められ、俺は大きく頷うなずいてみせる。

「そうだぞー。授業をちゃんと受けていないと、お前の場合は赤点を取ることになるかもしれないしな。追試や補習で仕事に支障が出るのは、お前だって嫌いやだろ？」

「げ、かずセンパイまで真ま面じ目めくんなこと言ってるし……。なるほどぉ、センパイってば、花さんの味方をしてポイントアップを狙ねらってるんですね？　そのためにカワイイ後輩を売るとか、センパイもせこいなぁ～」

「あのな、俺はお前のことを思って言ってやってるんだぞ。ただの親切心だ」

「そうだよ、和かず臣おみくんはみんなの味方なんだから」

　みんなの味方ってわけでもないが、まあいいか。

「けどセンパーイ、花さんだってそんなに頭よくないですよー。前の小テストなんて、十点満点中の二点でしたし」

「ちょっ、彩夏ちゃん！　それは言わない約束でしょぉ……」

「あはは、そうでしたっけ～」

　花……いや、あんまり成績がよくないのは知っていたけどさ。

　まあとりあえず、この二人の関係性はなんとなく把は握あくした。

　確かに花では、彩夏にからかわれるのが関の山かもしれないな。

　──ガチャリ。

　そこで扉の開閉音が聴きこえ、

「どうやら全員揃そろっているみたいですね」

　物語に出てくる黒幕のようなセリフとともに、琴乃が現れた。

「あ、琴乃ちゃん」「言い出しっぺが一番遅いとかありえないんですけどー」

　琴乃は俺たち同様、彩夏の用意したシートに座って弁当箱を広げ始めた。

「てゆうかー、これって結局なんの集まりなんですっけ？」

　彩夏が疑問を口にすると、琴乃はわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「まあ、ちょっとした親しん睦ぼく会みたいなものです。私ももう少し、あなたたちのことを知っておきたいなと思いまして」

　琴乃はそう言うと、なぜだか俺の方を見る。

　そして気付けば、他の二人からも注目されていた。

　普通の男子がこんな状じよう況きように陥おちいれば、狼狽うろたえてしまうことだろう。何せ、学校の三大美少女に囲まれているのだ。あの沖おき津つ優ゆう太たですら、三人が揃っている場ではあわあわしている姿しか見た覚えがない。

　だが、俺は違う。昨夜のうちにイメトレは完かん了りよう済み。準備が万ばん端たんだからこそ、平常心を保っていられる。

　決して余よ裕ゆうがあるわけじゃない。むしろ、現状は追い詰つめられていると言ってもいい。

　昨日の琴乃とのデートでは、別れ際ぎわに『沖津優太に恋れん愛あい感情を抱いだいているのでは？』と疑うには十分なほどの、とんでもない爆ばく弾だんを投下されたからだ。

　しかし、こんな切せつ迫ぱくした状況だからこそ、活路を開くために冷静かつ大だい胆たんに動かなくてはならない。

　俺はまだ終わっていない。この親睦会とやらをきっかけに、なんとしてでも琴乃と交際する算段を立ててみせるんだ。

　そのためにもまず、この場で俺が取るべき行動はただ一つ。

「じゃあ、みんな揃ったことだし、食べ始めようか。──いただきます」

「「「いただきます」」」

　そう。──いただきます、だ。

　今は昼休み。お昼ご飯を食べるのが、学生として当たり前の行動だろう。

　腹が減っては戦いくさができぬ。何事も適度な運動と十分な睡すい眠みん、そして栄養バランスを考えた食事の三原則が基本になるからな。

　各おの々おののメニューは、花が玉子とツナマヨのお手製サンドイッチ、琴乃は主食と主菜と副菜のバランスの取れた色とりどりの弁当で、彩夏に関してはコンビニの大豆バーだった。

　彩夏は大豆バーを頬ほお張ばりながら、羨うらやましそうに琴乃の弁当を眺ながめて言う。

「琴さんのお弁当イイな～、今日もすっごく手が込こんでますね～」

「そういうあなたはまたソレですか。そんな物ばかり食べていると、栄養が偏かたよりますよ」

　確かに、琴乃の弁当は特に見み栄ばえがいい。玉子焼きにほうれん草、焼いた鶏とり肉にくにきんぴらごぼうと、ごまが振ふってある白米、そしてデザートにはうさぎ型のリンゴが用意され、それらがコンパクトかつ綺き麗れいに配置された、まさに王道であり至高の弁当だ。手間をかけて作られたのが一目でわかる。

　俺の弁当も品目は似ているが、どうにもしっくりこない。おそらくは詰め方や色合いに問題があるのだろうが、その辺りまでうちの親に要求するのは申し訳ないしな。

「仕方がないので、これだけ差し上げます」

　琴乃はそう言って、裏返した弁当箱の蓋ふたの上に玉子焼きとチキンを一切れずつ置いた。

「えっ、いいんですか!?　いただきまーす！」

「召めし上がれ」

「ん～、うま～っ！　──それじゃ、あたしもこれ一口あげますよ」

　彩夏は紙パックのいちご牛乳を差し出す。飲みかけで、しかも一口だけみたいだが。

「結構です。間接キスになりますし」

「へーい。けどやっぱ、琴さんは優やさしいですねー。ゆうたセンパイなんて、おかずを一つねだるだけで、すごく嫌そうな顔しますもん」

「それは彩夏ちゃんが一つって言っておきながら、全部食べちゃうからだよ～」

「さっすが花さんわかってる～、ゆうたセンパイの正妻ポジだけありますね！」

「むぅ、違ちがうってば！」

　──ちらっ。

　そのとき、三人が同時にこちらを見た。しかも全員が横目で。

　話題に沖津優太の名前が出るところまでは想定内だ。今さら驚おどろいたりはしない。

　だが、この異質な空気はどうにも居い心ごこ地ちが悪い。皆みなが俺に何かを隠かくしているような、そんな気さえしてくる。

　まずは一刻も早く、この空気を変えないとな。

「けど確かに、琴乃の弁当は目にも鮮あざやかだよな。俺もおかずをシェアしてほしいくらいだよ」

　すると、琴乃はなぜか視線を逸そらし、

「その……ではやりましょうか、おかずのシェア」

　ごくり、と思わず生なま唾つばを飲み込む。

　琴乃がやけに色っぽく言うものだから、何かいけないことをしようとしている気分になる。

「あ、ずるーい。ならあたしもー」

　不満そうに彩夏が言うと、琴乃はふっと鼻で笑った。

「あなたはシェアするおかずがないでしょう。──成なる瀬せくん、どれがいいですか？」

「えーっと、俺は色合い的に玉子焼きが欲ほしいかな。琴乃はどれがいい？」

「はい、玉子焼きですね。私は里さと芋いもが欲しいです、美味おいしそうですし」

「了りよう解かい。じゃあ──」

「あのっ」

　そこで声を上げたのは花だ。

「どうかした？」「なんでしょう？」

「その……和臣くんと、わたしもシェアしたいなと思って。和臣くんの好きなたまごサンド、いっぱい作ってきたから……」

　花は頬ほおを赤らめながらそう言って、プラスチックケースを一つ取り出す。

　その中には大量のたまごサンド──と、少量のツナサンドが詰め込まれていた。

「おぉ……これはまた、大量に」

　俺がその物量に目を奪うばわれていると、花があわあわとしながら言う。

「えっと、いつもピクニックとか行くときに優太のぶんも作るのが習慣になっちゃってて、それで今日は和臣くんのぶんも作ってきたんだけど……よく考えたら、自分のぶんのお弁当は持ってくるよね、普ふ通つう。別に、作ってあげる約束をしてたわけじゃないし」

「いや、その、ありがとう。ごめんな、気が利きかなくて」

「ううん、こっちこそ。次はメッセでちゃんと言うね」

　気き恥はずかしくなって、互たがいに目を逸らす。

　なんだろうな、この気持ち。

　すごく美味しいシチュエーションのはずなのに。

　所々に出てくる『あいつ』の名前のせいで、どうにも感動しきれないこの感じ。

　端たん的てきに言って、もどかしい。

「成瀬くん、成瀬くん」

　そこで裾すそをつまんできたのは琴乃だ。

　それから琴乃は箸はしで玉子焼きをつまんだかと思えば、こちらに差し出してきて……

「はい、あーん」

「えっ、あーん……？」

「──ストーップ！」

　あーんが成立しかけたところで、制止に入ってきた彩夏がぱくりと食べてしまった。

「な、ななな、なにを……」

「琴さんひどいですよー、あたしとの間接キッスはあんなに嫌がったくせに、センパイとはしちゃうんですかー？　もぉう、えっちなんですから～」

「こっ、このっ、泥どろ棒ぼう猫ねこめ……っ」

　琴乃が凄すさまじい形相で睨にらみ付けるものだから、彩夏がひぃっと悲鳴を上げて、俺の後ろに身を隠す。

　だが、俺だって睨み付けたい気分だ。彩夏の奴やつ、余計なことをしやがって。もう少しで琴乃と自然に間接キスが出来たというのに……。

「はい、和臣くん。こっちはそんな心配いらないからね」

　花が笑え顔がおでサンドイッチを差し出してくる。

「ああ、ありがと。──もぐもぐ……やっぱり美味うまいな、花のたまごサンドは」

　このほどよい甘さとまろやかな旨うま味みがマッチした味付けが絶ぜつ妙みようなんだよな。これが美少女の手作りとなれば、なおさら美味しく感じる。

「俺はどれをシェアすればいい？」

「わたし、トマトが欲しいな」

「わかった、トマトだな」

「あ、でもわたし今日、箸を持ってきてなくて。ほら、サンドイッチだから」

「なるほど、ね」

　うぅ、俺の箸を使わせたいのは山々だが、他ほか二人からの冷たい視線を感じる。

「であれば、つまようじを使えばいいのでは？」

　そこで琴乃がにこやかに提案する。ちっ、その手があったか。

　しかし、花はまだ納なつ得とくしていないようで、

「トマトにつまようじって、中身が飛び出しちゃわないかな」

「あー、確かにな」

「平気ですよ。工く夫ふうすれば、ほら」

　琴乃がサンドイッチに刺ささっていたつまようじを使って、器用にトマトの中身が飛び出さないように刺してみせた。……さすがだな。

「わかったよーだ」

　それをぱくっと口にした花を見て、琴乃は満足そうに頷うなずいている。

「えー、あたしもシェアしたーい。──てなわけで」

　そこで彩夏が俺の耳元に唇くちびるを寄せてきて、

「（あたしの今日の下着の色を教えるので、それをオカズにしてくれませんか？）」

「んなっ!?」

　思わず飛び退のいてしまった。

　なんと魅み惑わく的な誘さそい。しかしこれを受け入れてしまえば、他の二人にどう思われるかわからない。

　相手は彩夏だ。これもからかいの延長だろう。どうせ俺が承しよう諾だくした後、二人に内容を暴ばく露ろして、面おも白しろおかしく大爆ばく笑しようするつもりに決まっている。もちろん、色なんて教えずに。

　花はまだしも、今は琴乃との関係を大切にしなきゃいけない時期だ。一時の気の迷いで失敗してなるものか。

「お前はまたからかって。その手には乗らないからな」

「知りたくないんですかぁ？　今日、結構すごいの穿はいてるんですけどぉ～」

「ほ、ほぉう……」

　ジトーっと。

　花と琴乃がこちらに冷めた視線を向けてきている。

　どうやら今のやり取りだけで、おおよその見当をつけられたらしい。まずいな。

「オッケーしてくれるなら、ちょっとだけ見せてあげちゃおうかなぁ～？」

　だというのに、なおも彩夏が誘ゆう惑わくをかけてくる。

　興味がないと言えば、嘘うそになる。

　というか、見たい。知りたい。ついでに写真なんかをくれたら俺は…………だが。

「まあ、冗じよう談だんはその辺りにして」

　俺はそう言って、彩夏の頭にチョップを入れた。

　彩夏は不満そうにぶーぶー文句を言う。

　ふぅ。なんとか自分を律することができた。これもイメトレをやっていたおかげだ。

　彩夏のからかいはおおよそ想定の範はん囲い内だしな。

「それと、琴乃の玉子焼きも貰もらうな。その代わり、俺の里芋をどうぞ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　琴乃の玉子焼きを口にすると、しっかりとしたダシの風味が口いっぱいに広がった。

　……これは、美味い。美味すぎる。とても家庭料理のレベルとは思えないほど、完成度の高いだし巻き卵だ。なんのダシを使っているんだろうか。

「美味しいな、すごく。これは自分で？」

「いえ、それはその、母が作ってくれたものです。──ん、成瀬くんがくれた里芋も美味しいです」

　へぇ、お母さんが作ってくれたのか。うちの親にも、これくらいの料理スキルがあったらいいのにな。

「センパーイ、どっちのタマゴ料理が美味しかったですかー？」

　そのとき、彩夏が答えづらい質問をしてきた。

　どっちがいいかなんて、本人がいる前で答えられるはずがないだろ。選ばなかった方に失礼だし。

「どっちも美味しかったよ。優ゆう劣れつをつける必要はないだろ」

「いえ」「ううん」

　意外にも、琴乃と花が真しん剣けんな表情で否定してきた。

　まさか、俺にこの場で選べというのか？　本人たちがいる前で、どちらが優すぐれているのかを。

「でもそれだと、選ばなかった方に失礼じゃないか」

「問題ないです。私は自信があるので」

「わたしも問題ないよ。まだまだ練習中だし、もし選ばれなくても大だい丈じよう夫ぶだから」

「うーん、二人がそう言うなら……」

　花のたまごサンドは俺好みの味付けだ。クセが少なく食べやすいから、何個でも食べられそうなところも評価が高い。

　だが、琴乃のお母さんお手製の玉子焼きは、なんと言っても完成度が高かった。家庭料理のレベルを超こえているというか、とにかく衝しよう撃げきを受けた。

　花には悪いが、琴乃の方に軍配を──いや、しかし花の場合は本人が作ったものだからな……。ああは言っても、選ばれなければショックを受けるだろう。とはいえ、今俺が最も大事にするべきなのは、琴乃との関係なわけで……。

　実に悩なやましい。まさか弁当の出来を判定するだけで、これほど苦戦するとは。

「にしても、琴さんの玉子焼きは美味しかったな～。あんなのを毎日食べられるなんて羨うらやましい限りですよ。ゆうたセンパイと入れ替かわって、そっちの子になろうかな～」

　彩夏の奴は吞のん気きなものだ。お前の気まぐれのせいで、俺は頭を悩ませるハメになっているというのに。

「もう、ばかなことは言わないでください。そもそも、お母さんと言っても義理の母ですし……この玉子焼きは優太くんにとっての、お母さんの味なんですから」

　なるほど、琴乃は父方だったわけか。

　先ほどの琴乃の自信の有り様からして、義理のお母さんのことを嫌きらいというわけじゃないだろうけど……。

　そのとき、花と目が合った。

　花は優やさしく微笑ほほえんでから、軽く頷いてみせた。

　──わかったよ、花。

「どちらを選ぶか決まったよ。……花のサンドイッチも俺好みの味付けで美味おいしかったけど、琴乃の玉子焼きはダシが効いてて、高級料りよう亭ていで出されているような感じというか、とにかくすごく美味かった。だから、今回は琴乃の勝ちかな」

「ふぅ、よかった……」

「あちゃ～、負けちゃったか。でも、次こそは負けないからねっ」

「はい、望むところです」

　二人は笑い合って、それからおかずのシェアを始めた。

　なんだよ、ちゃんと仲が良いじゃないか。

　その光景を見てホッとしていると、再び彩夏が耳元に唇を寄せてきて、

「（おつかれさまでーす。センパイのそういうとこ、キライじゃないですよ？）」

　小声で囁ささやくように言ってから、彩夏は満足そうにニッと笑った。

「（お前ら、ほんとは十分仲良しなんじゃないか？）」

「（さぁ？　どうでしょ～。少なくとも、ゆうたセンパイ抜ぬきでこの三人が集まったのは、今日が初めてですけどねー）」

　沖津優太の存在はそれだけ偉い大だいだったってことか。少し悔くやしいな。

「（まあ、俺がホッとしたのは、お前のことも含ふくめてだけどな）」

「えっ？」

　俺が何を指して言っているのか、彩夏は見当もついていない様子。

　仕方がないから言ってやろう。

「（お前にも、ちゃんと友達がいるじゃないか。これでも先せん輩ぱいとして、そこそこ心配してたんだからな？）」

「（あっ、はい……その、どうもです）」

　どんどんと消え入るようにして声が小さくなる彩夏。

　顔まで赤くして、きっと『友達』という単語に照れているんだな。

「お前はたまに素す直なおになるんだよな。いつもそうしていれば、もう少し可愛かわいげがあるんだけどな」

　ぐりぐりと頭を撫なでてやると、彩夏はぷくぅと頬ほおを膨ふくらませる。

「なんかムカつく。ずいぶんと子供扱あつかいしてくれますけど、歳としは一つしか違ちがわないんですからね」

「一も十も同じだよ、大切なのは上か下か。立ち位置ってものは、結果がシビアに反映されるものだからな」

「意味わかんないんですけど」

「つまりは、俺が先輩でお前が後こう輩はい。そこに年ねん齢れい差は関係ないってことさ」

　時にはそういった『立ち位置』に抗あらがいたくなるのもまた、人の性さがかもしれないが。

「やっぱりムカつく。かずセンパイって頭良いくせに、性格は悪いですよね。ひん曲がってるっていうか」

「ははっ、頭が良いから性格が悪く見えるのかもな。自分で言うのもなんだが、俺は結構優しい方だと思うぞ？」

「もぉう、そういうとこですよー。──てゆうか、今遠回しにあたしのことをバカにしませんでした!?」

「おぉ、それに気付ける時点でお前はバカじゃないぞ」

「むきぃ！　やっぱバカにしてるしぃ！」

「──お楽しみのところ、申し訳ありませんが」

　そのとき、琴乃が声をかけてくる。

　おっと、そうだった。今大事なのは琴乃との関係だ。悠ゆう長ちように後輩いじりを楽しんでいる場合じゃない。

「えっと、どうかした？」

「お二人がイチャイチャしていたので、ちょっと気になりまして。なんの話をしていたんですか？」

　琴乃はこちらが怖こわくなるくらいの笑顔で尋たずねてくる。花はムッとした表情で黙だまったままだ。

「別にイチャイチャしていたわけじゃないさ。ただ、みんなの仲が──」

「それはあたしとセンパイの秘密でーす！　ね？　センパイ」

　俺の言葉を遮さえぎり、ぎゅっと腕うでを絡からめてくる彩夏。……そのせいで、なんか物もの凄すごく柔やわらかいものが当たってるんだが。

　それにしても、彩夏の奴やつは一体何を考えているんだ？　三人とも、せっかく打ち解けるチャンスだっていうのに。……はぁ、腕の感かん触しよくのせいで頭が回らなくなってきた。

「ハレンチですね。ここには私たちもいるということを忘れないでもらいたいです」

「そーだそーだー」

　二人とも不ふ機き嫌げんそうだ。嫉しつ妬とをしている、というわけではないだろうが。

　ひとまず、現状はよろしくないな。いろいろと。

「彩夏、そろそろ離はなれてくれ」

「ぶぅ、わかりましたよー」

　彩夏を引き剥はがすと、二人の表情が少し和やわらいだ。俺の頭も回り始める。

「いやさ、三人とも十分に仲が良いよなって話を、さっきまで彩夏としていたんだよ」

　せっかく秘密とやらを話したというのに、二人ともバツの悪そうに視線を逸そらす。

　彩夏の方を見ると、『ほら見たことか』とばかりにむすっとしていた。

　これでは、また異質な空気に逆ぎやく戻もどりだ。この三人の間には、やはり俺の知らない何かがあるんだろうか。

　俺が対応に困っていると、そこで花が口を開いた。

「……別にね、わたしたち、元々仲が悪いってわけじゃないんだよ。というか、むしろわたしは、二人ともっと仲良くなりたいって思ってるし。……ただ」

「ただ？」

　花は躊躇ためらうように二人を見てから、たどたどしく言う。

「その、わたしたち……………………同じ、なんだ」

「……うん？」

　それっきり、花は口をつぐんでしまう。

　同じって、何が？　最後までしっかり言ってもらわなきゃ困る。

　そうでないと、決め付けなければいけなくなるじゃないか。

　俺にとって、最悪の予想が的中したのだと。

「ごほんっ。──ここからは私が」

　琴乃はそう言って、花に頷うなずきかける。

　その後、琴乃はゆっくりと口を開いた。




「──実は私たち、三人とも同じ人が好きなんです」




　ガツン、と後頭部を鈍どん器きか何かで殴なぐられた気がした。

　あっさりと口にされたその言葉は、それほどまでに大きな衝撃を伴ともなって、俺の中に流れ込んできた。

　気を抜くと、今にも全身が震ふるえ出しそうだった。

　……わかってはいたはずだ。

　花に彩夏に琴乃。この三人が全員、『沖津優太』を好きかもしれないことは。

　その可能性が、一番高いことは。

　そう、初めから。

　だが、それでも俺は──

「センパイ？」

　間近に座る彩夏が、心配そうに声をかけてくる。

　袖そでを引いて揺ゆさぶってくるものだから、危あやうくそちらへ倒たおれ込みそうになる。

　俺は今、どんな顔をしているのだろう。

　皆みなの目には情けなく映っているだろうか。

　──ブーッ、ブーッ。

　そのとき、ポケットに入れていたスマホが振しん動どうした。
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　確かく認にんすると、黒日奈からのメッセが届いていた。

『みんなの王おう子じ様は、どんなときでも笑顔でいなくちゃ。それがたとえ、虚きよ勢せいを張ることになろうとね』

　このタイミングでこの内容……こいつ、さてはどこかで見ているな。

　しかし、認めるのは悔しいが、確かにこいつの言う通りだ。

　みんなの王子様とやらになったつもりはないが、こういうときこそ、取り繕つくろわなくてはいけない。でないと、俺がショックを受けているのが皆にバレてしまうからだ。

　すぅー、はぁー……──よし、気持ちは切り替かえた。

　黒日奈に諭さとされたようで癪しやくだが、おかげで俺の中のプライド的なものが奮い立ち、現状を取り繕うべく、全力で行動しようという気持ちになってきた。

　手始めに、全力の爽さわやかスマイルを浮うかべて言う。

「──なるほど、そうだったのか！　いや～、いきなりだったからびっくりしたよ。確かに恋こいのライバルだったら、関係が複雑になるのも仕方がないよな」

　俺の反応に、ぽかんと呆ほうける三人。

　三人には構わず、なおも続ける。

「でもよかったよ、三人がいがみ合っていたわけじゃなくて。──というか、恋のライバルってなんか燃える関係だな！　三人とも可愛いし、みんなに幸せになってもらいたいよ。もちろん、俺は三人全員を応おう援えんしてるからな！」

　白い歯を意識的に見せて言う。

　昼下がりの日差しを反射して、キラリと光り輝かがやいているかもしれない。

　俺の爽やかスマイルが効いたのか、それとも歯の浮くような薄うすっぺらい発言が鵜う吞のみにされたのかはわからないが、三人とも顔を見合わせた後で笑え顔がおになった。

　そこで琴乃が唐とう突とつに立ち上がって言う。

「皆さんお分かりだとは思いますが、私が今日の『親しん睦ぼく会』を開かい催さいした目的は、熊くま谷がい花さんと鹿か野の彩夏さんの二人と打ち解けるためです。そのためにはまず、正々堂々としっかり宣言しておく必要があると思いました」

　琴乃は一息吸ったのち、

「私には、好きな人がいます。そしてこれから、彼に私を好きになってもらえるよう、全力でアプローチをかけていこうと思います。あなたたち二人には、絶対に負けません」

　堂々と言い切った。

　かっこいいな、さすがは成績上位の秀しゆう才さい。決意表明を口に出すことが、目的達成に大きく役立つことをわかっているようだ。

　すると、琴乃に感化されたのか、花まですっくと立ち上がって言う。

「わたしも、ずっと好きだったんだもん。二人には負けないよ。これからいーっぱい、わたしのことを──ううん、わたしだけを見てもらえるように、全力で頑がん張ばるから！」

　この子が口にする『ずっと』には、とてつもない重みがある気がする。

　その一いち途ずな姿には、誰だれもが胸を射い抜ぬかれるような魅み力りよくがある。

　ここまで来れば、ノリの良い彼女が立ち上がらないはずがない。

　のそりと立った彩夏はわざとらしく咳せき払ばらいをしたのち、両手を腰こしに当てて言う。

「えーっと、あたしは一応アイドルなんで、恋人作るのとかはアウトなんですけど、それもこれも、あたしに恋をさせたとあるセンパイが悪いっていうか。なので、バッシングとか面めん倒どうな諸もろ々もろは、そのセンパイが彼氏になったときにでも引き受けてもらいまーす。もちろん、そのぶん彼女として尽つくしてあげますけど。──あ、まずは好きになってもらえるように頑張るところからですけどね、あはは」

　彩夏らしい、ユニークな宣言だった。……彼氏になる人は大変そうだが。

　これで全員の決意表明が終わったわけだ。

　三人とも『どうかな？』と尋ねるように、俺に視線を向けてくる。

　だから俺は、立ち上がってグーサインをしてみせた。

　──キーンコーンカーンコーン……

　そこで予よ鈴れいが鳴った。

　最後に俺は言う。

「みんなの気持ちが届くといいな。──それじゃ、そろそろ戻ろうか」

「はいっ」「うん！」「了りよう解かいでーす」

　俺の後ろに続いて歩く三人は皆、心なしか清すが々すがしい笑顔になっていて、ここへ来る前よりも仲が深まっているように見えた。

　このときの俺は何を考えていたって？

　それはもちろん、

『よくぞ乗り切った、すごいぞ俺。さすがだ俺。やっぱり俺は、ハイスペックなスーパー高校生だ！　まあ、今日ばかりは少しくらい黒日奈にも感謝してやるかな！　ハーッハッハッハッハッ！』

　と、自己肯こう定ていに全力を尽くして。

　なんとか自我を保つので精せい一いつ杯ぱいだった。




　　　　◇




　その日。

　午後の授業は全く身に入らず、ＨＲが終わるとすぐに下校した。

　正直、休み時間や帰り際ぎわに声をかけてきた生徒たちと、どんなやり取りをしたのか覚えていない。

　端たん的てきに言うと、俺は燃え尽きていた。

　そうして翌朝を迎むかえ、花から昨夜のうちにメッセが届いていたことに気付く。

『今日はありがとね！　和臣くんがいてくれたから、わたしたちは素す直なおになれたんだと思います

　それでね、いきなりなんだけど……明日から、一いつ緒しよに帰りませんか！　わたしの部活がない日だけでいいので！　お返事待ってます』

　ほう、なるほど。これは二人きりで帰ろうという誘さそいだな。

　さっそく動き始めたというわけか。

　それにしても、さすがは花だ。思い切りがいい。

　いきなり『押してダメなら引いてみろ』作戦を使うとは。いつも一緒に帰っていた幼おさな馴な染じみが突とつ然ぜん、別の男子生徒と下校するようになるんだ。これならあの沖津優太も、花のことを意識し始めるかもしれない。

　──まあ、俺にはもう関係のないことだが。

　とはいえ、応援すると言った手前、最低限は協力をするのが務めというものだろう。

　俺は承しよう諾だくする旨むねをメッセで伝える。

　いくら人気者の地位を守るためとはいえ、自分のことを好きでもない女子と下校しなければならないとは、実に難なん儀ぎなものだ。

　家を出た辺りで、花から『ありがとう！　すっごく嬉うれしいです！　はやく放課後にならないかな♪』という返信文が届いた。やけにテンションが高いな。

「はぁ」

　ため息が出た。

　学校、休みたいな。




　　　　◇




　とはいえ、優等生の俺が皆かい勤きん賞を逃のがすわけもなく。

　普ふ段だん通りに登校している最中、片耳のイヤホンを突然外された。

「おはよーございまーす！　どれどれ～、センパイは朝から何を聴きいていたのかな～っと──」

　声をかけてきたのは彩夏だった。

　彩夏は俺から奪うばったイヤホンの片方を耳に装着する。

「あ、これ、あたしの……」

　驚おどろくのも無理はないかもしれない。俺が今聴いていたのは、彩夏が参加するアイドルユニット『Ｆｒｉｌｌ☆Ｓフリルズ』のデビューシングル曲だったのだから。

　以前に彼女からＣＤを貰もらったので一度聴いてみたところ、ハイテンポなサウンドと元気が出る前向きな歌詞に魅み了りようされ、今でも時々こうして聴いているのだ。

　イヤホンを返してもらってから歩き出すと、彩夏も並んでくる。

「…………」

　彩夏はなぜか黙だまり込んだままだ。こちらから話しかけるとするか。

「この曲を聴いてると、なんだか元気が出るんだよな。俺が聴いてるのは意外か？」

「はい。センパイっていつも、クラシックとかを聴いているものだと思っていましたし」

「なんだそれ。どこでそんなイメージがついたんだよ」

「だってセンパイ、去年の合唱祭でピアノ弾ひいたんですよね？　クラスの女子が話しているのを聞きました」

「別に、あのときは他ほかにピアノを弾ける生徒がいなかったからやっただけだよ。小学生のときに少しだけ習っていたことがあってさ。というか、ピアノを弾けるからって、普段からクラシックを聴いていると思うなよ」

「かずセンパイのイメージがそうなんですよ。Ｊ‐ＰＯＰっていうより、クラシックというか。女子はイケメンに夢を見たくなるものなんです」

「夢、ね」

　昔は俺も、デキる男はピアノが弾けるものだ！　と夢を見て、ピアノ教室に入ったっけな。芸術分野は才能の有う無むが顕けん著ちよに表れるから、俺には向いていないとわかってすぐにやめたけど。

「実はセンパイって、女子ウケとか狙ねらっていろいろやってます？」

「どうして？」

「だって、センパイのルックスで勉強も運動もできて、その上ピアノまで弾けちゃうとか、それもう二次元レベルのイケメンじゃないですか。ずるいっていうか、人生超ちよう楽しそうだなって思いますし」

　惜おしい。惜しいぞ、彩夏。

　俺は確かに女子ウケを狙って行動している面がある。というより、大衆からのウケを狙っていると言った方が正しいか。

　だが、人生は楽しくない。少なくとも今は。その最も重要な部分が間ま違ちがっているぞ、後こう輩はいよ。

「あんまり言いたくないけど、これでも一応苦労はしてるんだぞ。努力もせずに結果を出せるほど、世の中は甘くないからな」

「知ってますよ。去年の文化祭のときだって、センパイは委員でもないのに、トラブルが起きたら率先して対応していて。他クラスの出しものとか、舞ぶ台たいのプログラムまで全部把は握あくしていて、これってみんなのために覚えようとしていないと、わからないことだなって思いましたもん。（…………そんなセンパイがいるから、あたしはこの学校に来ようって決めたわけですし）」

「ごめん、最後なんて？」

　鈍どん感かん野や郎ろうを気取りたいわけじゃないが、最後の方をぼそぼそと小声で話すものだから、よく聞き取れなかった。というか、聞かせるつもりがなかったんじゃないかと思えるほどだ。

「努力をできるだけでもすごいって言ったんです！」

「なんかやけくそになってないか……？」

「いいえ、なってません！」

　絶対やけくそになってるだろ……。

「てゆうかセンパイ、あたしの曲を聴いていた割に、全然元気なくないですか？　それにほら、現物がここにいますよ？　超人気アイドルのアーヤが今目の前に！」

「ああ、ほんとに可愛かわいいと思うよ。今日も輝かがやいてる」

「うわー、超テキトー。そんなんじゃ全然響ひびいてこないんですけど！」

　そう言う割に、顔が真っ赤なんだが。

　アイドルのくせに褒ほめられ慣れてないとか、大だい丈じよう夫ぶなのか。そんなんじゃ、大舞台に立ったときに失神するぞ。

「けど、お前の曲で元気が出ているのは本当だよ。現に、今日だってこうして登校しているわけだし」

「はあ……？　なんか今日、いつもと違いますよね。もしかして、昨日のアレが関係してます？」

「アレって？」

「アレはアレですよ。ほら、昼休みの」

　うっ、頭が……。あのときのことは、できれば思い出したくない。

「別に関係してないと思うぞ。いつも通りだ」

「そうですか……。じゃあ、あたしが特別にセンパイを元気づけてあげましょうか！」

　いつも通りだと言っているのに、この後輩は。

「というと？」

「あたしの声をバイノーラル録音して、ＣＤにしてあげるとか！」

「それ、貰えるまでに時間がかかりそうだな」

「だ・か・ら、今日は特別に──」

　ぐいと腕うでを引かれ、彩夏の吐と息いきが耳元に吹ふきかかる距きよ離りで、

「（センパイ、がんばれ♪）」

　そう囁ささやかれ、全身にビビッと電気が流れたような衝しよう撃げきが走る。

「お、おぉ……」

　こ、これは、たまらない。くせになりそうだ。

　彩夏は一歩ぶん距離を取ると、いたずらっぽく微笑ほほえんでみせた。

「どうですか？　元気出ちゃいました？」

　悔くやしいが、この生意気カワイイ後輩のおかげで、俺は今日一日頑がん張ばれる気がしてきた。

「ああ、お前はやっぱりすごいよ。ありがとな」

「ふふ～ん、どういたしましてです。──けどセンパイ、もしかしてムラムラしちゃってます？」

「してない、調子に乗るな」

「ぶーぶー」

　もうすぐ学校に着くが、やられてばかりは癪しやくだ。一発くらいやり返しておくか。

「お前の方こそ、頑張れよ」

「はい？」

「はい？　じゃないだろ。好きになってもらえるように頑張るって、自分で昨日言ったばかりじゃないか」

「…………」

「彩夏？」

「はいはい、言われなくてもわかってますってば！」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせた彩夏が、なぜかグーパンチをかましてくる。

「おい、いきなり何するんだよ、痛いだろ」

「べーっ、だ！」

　彩夏はあっかんべーをしてから、先を走っていく。

　もう学校は目の前だからな。一応あいつも、アイドルとして人目を気にしているのかもしれない。自覚が出てきたのは良いことだ。

　学校に着いて教室に入ると、花はまだ来ていなかった。

　しかし、黒日奈はすでに着席済みだ。頬ほお杖づえを突ついて窓の外を眺ながめていた。

　親しん睦ぼく会の最中に、あんなメッセをベストなタイミングで送ってくるくらいだ。きっとこの女は最初からずっと、俺たちの様子を観察していたに違いない。

　だが、こいつのメッセに助けられたのも事実だ。一応、礼を言うべきか悩なやみながらも、結局は何も言えずに着席した。

　黒日奈の方から声をかけてくることもなく、ただ静かに始業の時を待った。




　　　　◇




　昼休みを迎むかえ。

　ずっとそわそわした様子だった花に声をかけようと立ち上がったところで、

「成瀬ー、呼んでるぜー」

　クラスメイトに声をかけられて視線を向けると、扉とびらの前に琴乃が立っていた。

　何の用だろうか。教室がざわついているし、とりあえず廊ろう下かに出るか。

「どうかした？」

　廊下に出て尋たずねると、琴乃はもじもじとしながら言う。

「あの、体育祭実行委員の会議に一いつ緒しよに行きたいなと思って、それで」

　忘れていた。今日はあと十分ほどで、体育祭実行委員の会議が始まるんだった。しっかりしないとな。

　俺と琴乃はクラスが違えど、同じ体育祭実行委員だ。本来の相方であるクラスメイトの女子には悪いが、今日は琴乃と行くことにしよう。

　おそらく、沖津優太関連で相談したいことがあるんだろうし。

「ちょっと待ってて、今準備するから」

「はいっ」

　同じクラスの体育祭実行委員の女子に断りを入れ（すごく悲しそうな顔をされた）、俺は筆記用具を持って、琴乃と会議場所に向かう。

　今日の会議場所は化学室。広さが十分にあって、空いているのがこの教室だけだったらしい。

　良くも悪くも、室内に充じゆう満まんした薬品臭しゆうが食しよく欲よくを減退させる。四限は実験でもしていたんだろうか。昼食をとらずに来て正解だったな。

　俺と琴乃はカーボンブラックで出来た四人用の机に並んで座り、他の委員会メンバーを待つ。

　会議の開始まで少し時間があるので、琴乃と雑談でもしようかと思って隣となりを見ると、なぜか琴乃は俯うつむいていた。

「琴乃、どうかし──」

「横顔も超やばーい！　成瀬くんと同じ委員とか、超嬉うれしすぎるんですけど！」

「あんたは初回の顔合わせのときには部活でいなかったもんね。てか、実物はやっぱかっこいいよね。隣か、せめて向かいに座りたかったなぁ」

「でも隣に座ってる人、同じクラスの人じゃなくない？　確か、Ｄ組の人だよね」

「マジ？　じゃあ、あの二人ってもしかして、そういう関係？」

「え、ちょ、やだ、そんなの泣くんだけど……」

　どうやら外野の声がうるさいせいで、琴乃は気まずさを感じているようだ。

　俺はどうでもいいが、このタイミングで根も葉もない噂うわさを立てられたら、琴乃が困ってしまう。

　面めん倒どうだし、黙だまらせておくか。

　俺は少し離はなれた席からひそひそと話していた女子たちに視線を向け──

　にっこり。

　微笑みかけると、きゃーっと奇き声せいを上げて抱だき合い始めた。

　これでしばらく陰かげ口ぐちは叩たたかないだろう。

　と思って隣を見ると、琴乃がぽかんと口を開けたまま俺を見つめていた。

「……見てたのか」

「……はい、すみません」

　ここで謝られると困ってしまうんだが。

　まあ、今さら琴乃にナルシストと思われようが、別にどうでもいいか。

　なるようになれ。

　それから数分ほどして、メンバー全員が集まる。

　委員長を務める三年の男子生徒が黒板の前に立ったことで、体育祭実行委員会の会議が始まった。

　会議は粛しゆく々しゆくと進んでいたが、一人の男子生徒の発言により空気が変わる。

「ぶっちゃけさ、うちの体育祭って超ちよう地味だと思うんだよね。だからオレらの代で一気にパァーッと盛り上げたいって思うんだけど！　どうかな!?」

　見るからに派手なことが好きそうな丸まる刈がり頭の彼は、確か野球部に所属する三年生だ。

「なるほど。具体案はあるかな？」

　そんな彼とは対照的に、真ま面じ目めな感じの眼鏡をかけた委員長が尋ねる。

　すると、丸刈り頭の彼はテンション高めに言う。

「まずは応おう援えん団だんからなんとかしないといけないっしょ！　うちの応援団って、希望した奴やつが入ることになってるじゃん？　でもそれだと、どうしても人数が少なくなるんだよね。見てる方もやってる方も寂さびしいっつうか、地味っつうか。だからまずは体育祭実行委員を強制参加にして、あとは推すい薦せん枠わくみたいなもんを各クラスで作ってもらえばいいと思うんだよ！　そんで、衣い装しようも派手にしてみんな同じやつを着てさぁ！　そういうの燃えるっつうか、すげえ青春じゃね!?」

　興奮気味に、まくしたてるように言い切った丸刈り先せん輩ぱい。

　それに対し、周囲からは「えー」と不満の声が上がる。

　しかし、委員長はふむふむと頷うなずきながら「なるほど」と言う。

　まさか、このまま納なつ得とくするんじゃないだろうな。

「あの」

　そこで挙手をしたのは琴乃だった。

　起立したことで注目を浴び、琴乃は萎い縮しゆくしながらも続ける。

「強制参加にすると、困る生徒がいると思います。委員会の参加条件にも入っていなかったですし、放課後の練習に参加できない人や、そもそもそういう表おもて舞ぶ台たいに立つのが苦手な人もいますし……」

　すると、丸刈り先輩も立ち上がって反論する。

「でもさ、オレも週四で野球部の練習があるけど参加するんだぜ？　君みたいにやりもしないで苦手だと思う人ばっかだから、人も集まんないわけでさ」

「私はっ、その……」

　琴乃はそれきり黙ってしまい、着席する。

　……見てられないな。

　俺は挙手をしてから立ち上がり、丸刈り先輩に対して言う。

「体育祭を盛り上げるためにはまず応援団から変えるべき、という先輩の意見はごもっともだと思います。応援団によるエールの交こう換かんの見み栄ばえは、今後の行事の盛り上がりにも影えい響きようするでしょうし、人数が多い方が目立つというのも一理あると思います」

「さっすがイケメンくん、わかってるぅ～！」

「ただ」

　お調子者の単たん細さい胞ぼう──改め、丸刈り先輩に続けて言う。

「委員会メンバーの強制参加は不可能だと思います。体育祭を運営する役割の者が一つのプログラム中に全員いなくなるのは現実的ではないですし。それに、応援団というものは自らやりたいという意思のある生徒がやってこそ、見ている側も熱意を感じるものだと思います。よって、推薦枠の提案もやめておいた方がいいと思います」

　実際にやってみたら、案外面おも白しろくて本気になる場合もあるだろうけど。まあ、大事なのはそこじゃない。

「じゃあ、どうすればいいんだよ？」

　不ふ機き嫌げんそうな彼に言ってやる。

「そこは俺たち委員会が、広告の作成や宣伝を頑がん張ばるんです。ポスター作りなどを工く夫ふうしたり、ＳＮＳや口コミで盛り上がるよう呼びかける。そうして今年の体育祭は少し違ちがうぞ、と思わせられれば、応援団に入ろうと思う生徒の数も増えるはずです」

「それくらいのことなら、毎年やってると思うけどな」

　不ふ貞て腐くされた様子の丸刈り先輩。

　確かに彼の言う通りだ。

　だが、一見『これは革命的なんじゃないか？』と思える方法には、だいたい大きな欠点があるものだ。それゆえ、過去に誰だれもやっていないわけだが、そうした欠点は見落としがちなものだからこそ、考えた当人は世紀の大発見をしたと勘かん違ちがいする。

　変化と成果の両方を望むのであれば、基本ベースはそのままに、ポイントで工夫を凝こらして実行する。これこそが、大たい抵ていの物事を成功させる秘ひ訣けつだと俺は考えている。

　だからこそ、俺は言う。

「確かにそうかもしれません。──でも、ここには俺がいます。あなたがいます。少なくとも、俺たち二人はなんとしてでも体育祭を盛り上げたいと考えている。そんな俺たちだからこそ、強制するのではなく、『自分もやってみよう』と思わせるムーブを作っていきましょう！　まずはこの、体育祭実行委員の中から！」

「お、おう！　そうだな！　頑張ろうぜ！」

　フッ、ちょろいな。だから単細胞だというのだ。

　まあ、悪い人ではないと思うがな。

　それに、言ったからには責任を果たさなければいけないわけで。

「ちなみに俺は、応援団に参加したいと思っています。先輩のおかげで、柄がらにもなく燃えてきてしまったので。もちろん、人手に余よ裕ゆうがあればですが」

『わざと』照れくさそうに口にした俺の発言を受け、委員長が挙手をする。

「そこは僕が運営を任されよう。他ほかにも応援団に参加したい生徒がいれば、遠えん慮りよなく言ってくれ。みんなで一緒に盛り上げよう！」

「じゃあうちも参加する！」「あたしもー！」「じゃあ俺も！」「仕方ねえなぁ！」

　委員長の発言により、口火を切ったように希望者が続出する。

　ククッ、計画通りだ。

　気分を良くした丸刈り先輩は「おいおい、運営に回ってくれる奴もいないと成り立たないんだぜ！　みんなで協力しないとな！」なんて言う始末。

　これで琴乃は心置きなく、運営の方に回ることが出来るだろう。

　そう思って隣を見ると、パァッと目を輝かがやかせて俺を見つめる琴乃の姿があった。

　まさか、な。

　──と思ったら、そのまさかだった。

　教室に戻もどろうと廊ろう下かを歩いている最中、琴乃が声を弾はずませて言う。

「私、今年は体育祭の応援団に参加してみようかと思います。さっきの成瀬くんの話を聞いていたら、なんだか私も挑ちよう戦せんしてみたくなってしまって」

　ふふ、と微笑ほほえむその姿が美しすぎるせいだろうか。眩暈めまいがしてくる。

「そ、そっか……」

「成瀬くんは本当にすごい人です。そもそもこの委員会に参加しようと思ったきっかけをくれたのが成瀬くんだったのに、またまた新たな挑戦をするきっかけをくれました」

「俺が？」

「はい。去年、いろいろなことに臆おくせず挑戦するあなたの姿を見て、私も何かに挑戦したいと思うようになりました。だからこそ今年は、普ふ段だんの自分が絶対にやらないような体育祭実行委員になったんです」

　そうだったのか。俺は人づてに琴乃が体育祭実行委員になったと聞いたから、この委員を選んだわけで、つまりは互たがいに影響し合っていたってことか。

　……まあ、俺の動機は琴乃みたいな高こう尚しようなものじゃなく、完全に下心からだったわけだが。

　フッ。同じ優等生でもこれだけ心の清らかさが違うんだ。俺と琴乃では、最初から釣つり合いなんて取れていなかったのかもしれないな。

「でも知らなかったです。まさか、成瀬くんがあんなにも体育祭に思い入れがあっただなんて」

「あー、あれは口から出まかせだよ。別に体育祭の応援団を少し変えたからって、今後の行事に影響するなんて本気で思っているわけじゃないし。せいぜい今年の文化祭に来るお客さんの数が一割増しになるかどうかだろうなくらいの見込みというか、ああ言った方が相手も納得しやすいから言っただけだよ。そもそも俺は応援団をやりたいとは──いや、ごめん、なんでもない」

　何を言ってるんだ俺は。

　琴乃が俺のことを好きじゃないとわかったから、多少本音の部分をぶっちゃけてしまうのは仕方がない。

　だが、せっかくやる気になっている相手の気持ちを削そぐのは違うだろ。

　特に、そのやる気にさせた当人が俺自身であれば尚なお更さら。

　くそ、情けなくて琴乃の顔が見られない。あっちも動どう揺ようしてるのか何も言ってこないし、もう一度謝っておくか。

「本当にごめんな、ちょっとお腹なかが減ってイライラしてるみたいだ。忘れてほしい」

「あの……嫌いやです」

「え？」

　驚おどろいて視線を向けると、琴乃はなぜか顔を赤くして俯うつむいていた。

　俺は困こん惑わくしながら続きを待っていると、琴乃は立ち止まって言う。

「私、変かもしれませんが、なんかそういうあなたの本音というか、鬱うつ憤ぷんみたいなものを口にしてもらって、すごく嬉うれしいんです」

「いや……だから、本音とかじゃないって」

「いえ、本音ですよ。だって、理に適かなっていますもん。全すべての辻つじ褄つまが合っちゃうんです。先ほどのあなたの言葉が本当だとして、なのにああして皆みなの前で発言したのが全部、応援団をやりたくないと考えていた私のためだと考えたら、全部」

　失敗した。

　勘かんの良いどころか、頭の良い彼女に、本音を少しでもさらけ出したのが間違いだった。

　だって、こんなの……

「顔が赤いですよ？　照れてるんですか？」

「それはお互い様だと思うんですが……」

　真っ赤な彼女に指し摘てきされて。

　正直、恥はずかしくて穴があったら入りたい気分だった。

　教室の前に着いたところで、俺は先ほどの出来事の口止めを実行することに決めた。

「ちなみに、俺は自分が応援団に参加するからには、例年通りの地味なエール交換で終わるのは嫌だと思ってる。それは本当だ。そしてそのための秘策は、もう手の内にある」

「へぇ、聞かせてくれますか？」

「ああ。さっきのことを決して口外しないと約束してくれるならな」

「ふふ、言いませんよ。というか、頼たのまれたって誰にも話してあげません」

　唇くちびるに人差し指を添そえるその仕草に、俺はつい見み惚とれてしまう。

「──ごほんっ。なら話そう。その秘策とは、ずばり彩夏だ。アーヤという愛あい称しようを持つあいつに、一ひと肌はだ脱ぬいでもらう」

「彼女に広こう告こく塔とうになってもらうということですか？」

　理解が早くて助かる。

「そうだ。普通に頼んだらジュースの一本どころじゃ済まないと思うけど、あいつのお母さん経由で頼み込めば、きっと協力してくれるはずだ」

　まあ、代わりに俺のプライベートタイムが犠ぎ牲せいになるだろうが。

「いえ、成瀬くんが本気で頼めば、あの子は二つ返事で快かい諾だくしてくれると思いますよ」

「あはは、それなら苦労はないんだけどな」

　さて、口止めは済んだ。もう昼休みも残り僅わずかだし、そろそろ解放してあげないとな。

「それじゃ、彩夏の方が決まったらまた連れん絡らくするよ」

「はい、連絡をお待ちして──」

「──いいですよ」

「「うわっ!?」」

　びっくりした。

　なぜかＣ組の教室の中から、彩夏が顔を覗のぞかせていたのだ。おまけに花までいる。

　思いのほか早く、彩夏から許可は貰もらえたわけだが、この二人は一体いつから会話を聞いていたんだろう。

「い、いつからいたんですか！」

　血相を変えて尋たずねたのは琴乃だ。

「ちょ、ちょうど今来たところだよ」

　花が取り繕つくろうように言った直後、彩夏がニヤリと笑みを浮うかべて言う。

「え～、花さんまたまたぁ～。あたしたちが顔を出したのは丁度あのときですよ、ほら、誰かさんが澄すまし顔で唇に指を──痛い痛い！　痛いです、暴力反対！」

　琴乃が笑顔のまま、問答無用で彩夏の口を塞ふさごうとする。

　はは、女の子は怖こわいなぁ……。

「もう戻ります！　お昼まだ食べてないですし！」

「待ってくださいよー、琴さん。『さっきのこと』ってなんなんですかー？　超ちよう気になるんですけどー」

「言いません！　というか、ついてこないでください！」

　ぷんすかむくれて戻っていく琴乃の後を、彩夏が笑顔でついていく。

「彩夏のやつは何をしに来たんだ……？」

「なんだろうね。わたしたちに会いたくなったんじゃないかな？」

　まあ、なんだっていいか。

　──キーンコーンカーンコーン……

　そこで予よ鈴れいが鳴った。

「やば、あと五分で授業開始か！」

「急いでご飯食べないとだね！　次は教室移動ないから、ギリギリまで食べられるよ！」

「ああ、さんきゅ！」

　教室に入ると、黒日奈が朝見た通りに頬ほお杖づえを突つきながら窓の外を眺ながめていて。

　あの三人の輪の中にこの女が入っている光景を想像してみたが、途と中ちゆうで不毛すぎることに気付いて、食事に集中することにした。




　　　　◇




　放課後。

　今日は部活が休みだという花と一いつ緒しよに、俺はさっそく下校していた。

　帰り道を歩きながら、花は気持ち良さそうに伸のびをする。

「もう春も終わりって感じだね～」

　ぽかぽかというより、若じやつ干かんじめじめしている気候のせいか、花はブレザーを脱ぬいでブラウスの袖そでを捲まくる。

　露あらわとなった真っ白なその腕うでが眩まぶしくて、俺は自然と目を逸そらす。

「もうすぐ五月だしな。連休が明ければ、梅雨入りもすぐだろうな」

「そうだよ！　もうすぐ連休だよ！」

　ひょいっといきなり顔を覗き込んでくる花。

　その表情はどこかわくわくしていて、俺もつられて笑みを浮かべる。

「ずいぶん楽しみにしてるんだな。バレー部は練習漬づけってわけじゃないのか」

「んー、練習漬けといえばそうかもしれないなー、あー……」

　忘れていたのか。花は今や、遠い目をして空を見上げている。

　ほんと、花はころころと表情が変わる。見ていて飽あきないよ、まったく。

「五月の下げ旬じゆんには中間テストもあるしな」

「うわーん、そういう話はやめよーよー！」

「あはは、悪かったよ」

「和臣くんのいじわるっ」

　つん、と軽く脇わき腹ばらを小こ突づかれる。全然痛くないぶん、なんだか照れくさくなる。

「でも、そのぶん六月には体育祭がある。それにバレー部の大会が始まるのも、確かその辺りじゃなかったか？」

「覚えててくれたんだ。そうなの、インターハイ予選は体育祭が終わったらすぐにあるんだ。だから、体育祭でケガとかしないように気をつけないと」

「今年は俺と琴乃が実行委員だし、安全第一で運営を務めるよ。だから心配せずに、いつも通りはしゃいじゃってくれ」

「もぉう、それだとわたしがいつもはしゃいでるみたいじゃない！　和臣くんったら、なんかわたしのことをいじって楽しんでない？」

「あはは、バレたか」

「ぶぅ～、反応に困ります」

　腕組みをしてむくれる花。小こ柄がらな彼女がその仕草をしていると、なんだか小学生が拗すねているように見えた。

「なんか、すごく新しん鮮せんだなぁ。こうして和臣くんと二人で帰ってると」

　一転、花は表情を和やわらげて笑えみを浮かべる。

「誰だれと歩くかで、見える景色も違ちがうって言うしね」

「そうそうっ、多分そんな感じ」

　花は軽く言ってみせるが、本気で共感してくれているのがわかる。

　彼女にとって今見えている景色は、沖津優太と歩いているときとどう違うのだろう。

　今でも十分楽しそうに見える彼女は、沖津優太といるときには、もっと弾はじけた笑顔を見せるのだろうか。

　いや、考えるだけ無む駄だか。これ以上は虚むなしくなるだけだからやめよう。

「和臣くん、大だい丈じよう夫ぶ？　わたしと帰るの、嫌だったかな？」

　気付くと、花が心配そうに見つめてきていた。

　この子は本当にころころと表情が変わる。彼女が笑うのも、悲しそうにするのも、全てこちらに決定権が委ゆだねられているような、そんな気持ちにさせてくる。

　だから俺は、たとえ沖津優太の代役だろうと笑顔で答えた。

「そんなことはないよ。今ちょうど、束つかの間の幸せを噛かみ締しめていたところさ」

「わたしと帰ってて、和臣くんは幸せなの？」

「うん、幸せだよ」

「ほわぁ……」

　ぼん、と煙けむりでも出そうな勢いで花の顔が真っ赤になる。

　少しキザなことを言い過ぎたかもしれないな。

「まあさっきも言った通り、その幸せは束の間なわけだけど」

「え～っ、どうして？」

「さっきも言っただろ、もうすぐ中間テストだからな」

　照れ隠かくしに再び嫌いやがる話題を掘ほり返すと、花はぶんぶんと首を左右に振ふってみせる。

「もうすぐって、まだひと月も先の話でしょ！　その前に連休があるんだし、そっちのことを考えようよ！」

　さらに掘り返してきたな。

「そうだな、連休は有効活用しないと。思い切って、塾じゆくに通ってみるのもアリか」

「ナシだよぉ～、勉強から離はなれてぇ～」

　じゃれるようにポコポコと叩たたいてくる花。

　そうこうしているうちに最も寄より駅に到とう着ちやくする。

　俺と花は家の方向が違うから、一緒に帰るのはここまでだ。

「それじゃ、また明日」

　俺がそう言って背を向けたところで、

「あのっ」

　花が意を決した様子で呼びかけてくる。

「ん？　どうかした？」

　振り返ると、花は挙動不ふ審しんになりながらも言う。

「連休中に、その……勉強！　教えてほしいな、とか、思ったりして……」

「いいよ。なら図書館に行って、勉強会を開こうか」

「うんっ、そうしよ！　じゃあ、また明日ね！」

　花は嬉うれしそうに両手を振ると、てててっと小走りで去っていく。

　俺はそんな彼女の背中を見送った後、俯うつむき気味に帰路を歩き出した。
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　それから程ほどなくして、自分が暮らすマンションに到着する。

　エレベーターで三階に上がり、突き当たりの部屋まで進んでドアに鍵かぎを差し込んだところで、

「やぁ」

　背後から声をかけられて、振り返った俺は我が目を疑う。

　そこには黒日奈美み玖くが立っていた。夕日を背に浴びて影かげを伸ばすその姿はやけに禍まが々まがしく見えて、俺はつい後あと退ずさりをする。

「ど、どうしてお前が、ここに……っ」

　うちのマンションは築十五年とはいえ、エントランスはオートロックのはずだ。それなのにどうして、この女はここにいる？　というかいつからいたんだ？　気配を全く感じなかったぞ。

「オートロックのことを聞いているなら、答えは簡単だよ。和臣と一緒に入ったんだ」

「いつから俺の後ろにいた？」

「えーっと……今来たとこ？」

「無理やりデートのシチュエーションっぽくするな」

　だいたい、それは男の方が言うセリフだろ。文脈も繋つながっていないし。

「何の用だよ」

　念のため、家の鍵をかけ直しておく。

「あれ？　入れてくれないんだ？」

「当たり前だろ」

「ひどいなぁ。和臣はこういうシチュエーションに憧あこがれているものだとばかり思っていたのに」

「相手がお前じゃなければ、話は変わっていたかもな」

「相手がぼくじゃなかったら家に上げてたんだ？　ご両親もまだ帰ってきていないのに」

　なんでこいつ、うちの親がまだ帰ってきていないことを知ってるんだ？

「……まあとにかく、お前とここにいると不審に思われる。外に出るぞ」

「えー、仕方ないなぁ」

　俺はご近所さんに礼れい儀ぎ正ただしい好青年で通っているんだ。誰かにこの光景を見られて、こんな得体の知れない女を部屋に連れ込もうとしているなんて誤解されたら、家族総出で引っ越こさなくてはいけなくなる。

　先を歩き出した俺の後ろを、黒日奈はとぼとぼとついてくる。

　頼たのむから、このマンションを出て数百メートル離れるまでは、顔見知りのご近所さんに遭そう遇ぐうしませんように……。

　そうして家から少し離れた場所にある公園に着いた頃ころには、辺りは暗くなっていた。

「まだ夏は遠そうだね」

「まだ五月にもなってないからな」

　季節についての会話は花とも交かわした気がするが、あのときと違って、今は全然楽しくない。

　ブラウス一枚で腕まくりをした花に比べ、目の前のこいつはタイツにカーディガンまで着込んでいて、夏どころかまだ冬の気配すら漂ただよわせている。

「喉のど渇かわいたなぁ」

「水道ならそこにあるぞ」

「ジュースがいいなぁ」

「自じ販はん機きならそこにあるぞ」

「奢おごってくれるなら、ぼくがいつからきみの後ろにいたのか教えてあげるよ」

「わかったよ……」

　本当はこの女に一円たりとも出したくなかったが、情報のためなら仕方ない。味の希望は聞いていないから、とびきり不味まずいやつにしてやろう。

「ほらよ」

　なぜかブランコに乗っていた黒日奈に、コーンポタージュのホット缶かんを手て渡わたす。

　仕返しが怖こわかったので、やっぱり普ふ通つうの飲み物にしたんだが、

「もう四月も終わるのに、ホット缶は無いと思うな」

　この女……っ。

「文句を言うなら返せよ」

「なら、ぼくがいつからきみの後ろにいたのかは永遠の謎なぞだね」

「……わかった、それはお前の物だ。で、いつから後ろにいたんだ？」

「和臣がマンションに着いてからだよ。ずっと正面玄げん関かんで待っていたのに、きみはスマホを確かく認にんしていたから気付かなかったんだね。それにしても、歩きスマホは感心しないな」

　よかった……。正面玄関からなら、こいつと二人のところは誰にも見られていないはずだ。

　というか、

「お前、どうやって俺の家を突つき止めたんだ？　まさか、学校からずっと尾び行こうしていたことがある、とか言わないよな？」

「本当にひどいなぁ。和臣はぼくのことをなんだと思っているんだか」

「違うのか？」

「違うよ。ぼくはただ、姉さんの契けい約やく書を見て住所を知っただけだし」

　おいプライバシー！

　くそ！　妹が妹なら、姉も姉か。

　だが、あの人の話はあまりしたくない。ここは早々に話題を変えるとしよう。

「なるほど、それは疑って悪かったな。──それで？　今日は何の用があって、家の前で待ってたんだ？　メッセも来てないし、別に急ぎの用ってわけでもないんだろ？」

「露ろ骨こつに話を変えたね」

　ほんとにこいつ、嫌きらいだ。

　イイ性格をしてやがる。わかってやっているからこそタチが悪い。

「早く用件を言えよ。ほんとはここだって、いつ誰だれが通るかわからないんだからな」

　ギーコ、ギーコと音を鳴らしながらブランコを漕こぎ出す黒日奈。暗がりのせいで多少前まえ髪がみが浮ういた程度では目元が見えないのが、計算されているのだとしたら末すえ恐おそろしい女だ。

　だから俺は代わりに、

「立つなよ、中身が見えるかもしれないから」

　って、言ったそばから立ち漕ぎを始めやがった！

　ギィコォ！　ギィコォ！　と騒そう音おんを撒まき散らしながら勢いよくブランコを漕ぐ黒日奈の姿はやけに不気味で、Ｂ級ホラー映画のワンシーンを見せられているような気分になる。

　ひらり、ひらりとスカートの裾すそも翻ひるがえる。こんなに勢いよく立ち漕ぎをしているのだから当然だ。

　凝ぎよう視しをすれば、いくら暗がりとはいえ下着の色くらいはわかるかもしれない。だが、それをしたら何かに負ける気がして、俺は黒日奈の方に背中を向けた。

　ギィコォ……ギーコ……

　すると、音は次し第だいに小さくなっていき、数秒ほどして鳴り止やんだ。

「もう飽あきたのか？」

　俺が声をかけると、黒日奈は大きくため息をついた。

「ふぅ……あのさ、和臣はぼくのことを過小評価していると思うんだ。ぼくがなんの意味もなく、こんな子供の遊具を使用していたとでも言うのかい？」

　いや、わかっているさ。お前は自分のスカートをひらつかせて、俺が動どう揺ようするのを待っていたんだろう？　だが残念。俺はお前のスカートの中身に興味なんてないし、そんな見え見えの罠わなに引っかかるほどバカでもないんだよ。

「ちゃんと別の目的があったのはわかっているさ。お前のことだ、どうせ下着でも見せて、俺を動揺させようとしたんだろ」

「フー、フー……あちっ」

「ん？」

　小動物の鳴き声のようなものが聞こえたので振り返ると、黒日奈がコーンポタージュの缶をフーフーしていた。

「まだ飲んでなかったのか」

「当たり前だよ。ぼくはこれを冷ますために、わざわざ数年ぶりのブランコを漕いでいたんだからね」

「どんだけ猫ねこ舌じたなんだよお前……」

　あー、くそ。少し可愛かわいいとか思ってしまった自分を殴なぐりたい。

　というか、ホット缶を手に持ちながらブランコを漕いでも、熱は冷めたりしないだろ。冬ならまだしも。

「でも面おも白しろい話を聞けたよ。和臣はぼくがパンツを見せようとしていると思ったんだね」

「聞いてたのか。まあ、疑って悪かったよ。まさかホット缶を冷ますためにブランコを漕ぐなんて、斜ななめ上の発想をしていたとは思わなくてな」

「パンツ、見たいなら見せてあげてもいいけど」

「見せなくていい」

「白だよ」

「言わなくていい」

　……白か。

　って、何を考えてるんだ俺は！

「今考えたでしょ」

　からかうように言って、隣となりに立つ黒日奈。

　いいかげん、こいつのペースに巻き込まれるのはうんざりだ。

「……で、結局何なんだよ、お前が来た理由は」

　多少、強引に本題に入ると、黒日奈はコーンポタージュをすすりながら答える。

「今の和臣は、見ていられないと思ったからだよ」

「……というと？」

「心当たりはあるんじゃないかな。和臣はそんなにバカな人じゃないはずだよ」

　黒日奈はそう言って、端はしにあるベンチに腰こし掛かけた。

　こいつの言う通りだ。心当たりはある。

　俺の現状を知った上で、こいつは言っているのだ──『不ふ甲が斐いない』と。

　そう言いたくもなるだろう。沖津優太から女子を奪うばい取ると息巻いておきながら、結果はこのザマだ。昨日なんて、沖津優太を取り合う修しゆ羅ら場ばに巻き込まれたようなものだし。我ながら情けなく思うよ、ほんとに。

「……お前の言う通りだ。さぁ、気が済むまで罵ののしれよ。今なら許す」

「許すって、ひどく上からだなぁ。だいたい、ぼくの目的はきみを罵ば倒とうすることじゃなくて、きみに姉さんのことを忘れてもらうことなんだけど？」

「…………」

　わかっているさ、そんなことは。

　でも、それが出来そうにないから会いに来たんじゃないのかよ。

「ねぇ。きみは今まで、女の子とどう向き合ってきた？　彼女たちとどうなりたくて、どう行動した？」

　イライラする。

　やはりこの女の、達観したようなところは。

　俺が好きだったあの人と同じだ。俺のことを、心底子どもだと思っている接し方。

　やっぱり姉妹しまいは似るものだな。

　こいつの場合は同い年だし、ただただ腹が立つだけだが。

　まあそれは、『年ねん齢れい差』っていう言い訳が使えないからかもしれないな。

　俺は黒日奈の隣に座って、ゆっくりと語り出す。

「俺は……まず、彼女たちと沖津優太の関係を深く知ろうとした。そこに付け入る隙すきを見つけるためだ。そしてあわよくばデートの約束を取り付けて、一気に片を付けるつもりだった。そこまでいけば、なんとかできる自信があったんだ」

「それで？」

「でも、だめだった。あいつら全員、沖津優太のことが好きすぎるんだよ。どいつもこいつも顔を輝かがやかせて話しやがって。楽しそうに笑ったり照れてみせたり、どの顔も可愛いのに、どの顔も俺に向けられたものじゃない。辛つらかったよ。何度も心が折れそうになった」

「それで？」

「でも俺にだって、プライドがある。誰にも譲ゆずれないほどの強固なプライドが。だから俺はできる限り良い奴やつを装よそおって、話も聞いたし、褒ほめるべきところは褒めた。そのぶん時間も使ったし、気だって遣つかった。だけど、全すべて徒労に終わったよ」

「無理をしてたの？」

「いや、無理ばかりしていたわけじゃない。元々俺は周囲に気を配って生きてきたし、俺自身、彼女たちと話していて楽しんでいたとも思う。実際に付き合ったら、こんな感じになるのかな、とも思ったし……」

「それで、和臣はどの子と一番付き合いたいと思った？」

「えっ？」

「熊谷花さんに鹿野彩夏さん、それに沖津琴乃さん。どの子もタイプが違ちがうよね。和臣はどの子と一番、恋こい人びとになりたいと思ったのかな」

「俺は……」

　この女に取り繕つくろう必要はない。

　ないんだが……

「考えたこともなかったな、誰と一番付き合いたいかなんて」

「誰でも良かったってこと？」

「違う！　俺はただ……」

　咄とつ嗟さに否定したが、続く言葉が出てこない。

「そうだよね。和臣はただ、『沖津優太に負けたくなかっただけ』、だもんね」

　今度はすぐに否定できなかった。

　俺にとって最も強い原動力となっていたもの──それは、沖津優太への対たい抗こう心に他ほかならないからだ。

「──なら、負けない戦い方をすればいい」

　黒日奈はさらりと言った。

「俺は、まだ負けてないのか……？」

「ふふっ、和臣のくせに弱気だね。今回の『失敗』が、実に良い薬になったみたいで安心したよ」

「…………」

　やはり、俺は失敗したんだな。これはさすがに認めざるを得ない。

　でも、こいつの言い方だと俺はまだ『負けていない』ということになるんだが。

「あのね。きみは今回、勝ちにいったから失敗したんだよ。でも、まだ負けたわけじゃない。だってそうでしょう？　きみの作戦が失敗しただけで、別に全員に告白して振ふられたわけじゃないんだから」

　こいつは確かに今、『負けたわけじゃない』と言った。その言葉の響ひびきは甘く優やさしく、俺の心を潤うるおしていく。

　そして同時に、思考が急速にまとまり始める。

「……俺が彼女たちを惚ほれさせようとしたのが、そもそもの間違いだったわけか」

「お、やっと生産的な方向に頭を働かせ始めたね」

「まあ、おかげさまでな」

　頭を働かせた、というより頭を冷やしたおかげで、黒日奈の言う『負けない戦い方』とやらに目星がついた。

「沖津優太に誰か一人を選ばせて、残った二人のうち一人と付き合う。──これがお前の言う、負けない戦い方とやらか」

「そう。きみの目的はあくまで、沖津優太に奪われた女の子を奪い返して、自分の恋人にすることでしょう？　それなら、あの中の一人ときみが付き合った時点で、きみの負けではなくなる。目的を達成したことに変わりはないし、むしろ勝利と言ってもいいんじゃないかな」

　以前の俺なら、やり方がかっこ悪いという理由で却きやつ下かしていたかもしれない。

　だが、今の俺は違う。

　大きな失敗を経験したことで、もう過程にこだわる余よ裕ゆうなどない。

　戦いとは『結果』がモノを言うもの。

　どれだけかっこ悪かろうと足あ掻がき続け、最後には俺が勝利してみせる。

「ふっ、クズの俺にはぴったりの作戦だな。さっそく実じつ践せんさせてもらおうじゃないか」

「悪い笑え顔がおだね。それでこそいつもの和臣だ」

　そうと決まれば行動あるのみ。

　それにはまず、沖津優太の意中の相手を知らないとな。

「ところで、沖津優太くんって好きな人はいるのかな？」

　さらりと黒日奈が尋たずねてきたので、こちらもさらりと返答する。

「さぁ？　知らないな」

「全く？　心当たりすらないの？」

「ああ。だから明日にでも、直接聞き出すつもりだ」

「さすがは和臣だね」

　頭を抱かかえながら言われると、それが皮肉だとすぐにわかる。

「言いたいことがあるなら言えよ。今さら遠えん慮りよする仲でもないだろ」

「なら言うけど──きみは他人への興味関心が薄うすすぎるよ。頭は良いのに、所々で抜ぬけているのはそういうところが要因だと思うな。まあ、今回は相手が男子だから仕方がないのかもしれないけど、それにしたってひどすぎる」

「悪かったよ。一応、俺なりに美学みたいなものがあってさ。まあ、これからはなりふり構わずやっていくよ」

「男の美学ってやつだね、気持ち悪い」

　この女、他人の美学を「気持ち悪い」の一言で一いつ蹴しゆうしやがった。

「お前の前まえ髪がみの方がよっぽど気持ち悪いけどな」

「女の子の容姿に対して気持ち悪いはないと思うよ。謝罪を要求する」

「断る」

　気持ち悪いものは気持ち悪い。言ったはずだ、遠慮する仲でもないと。

　──と、そこで。

　名案と呼ぶには、あまりにもチープな案が頭に思い浮うかぶ。

「そういえば、お前の『予言』で沖津優太の好きな相手がわかったりしないか？」

「あはは、『予言』なんて本当にあるわけないじゃない。まさか、今まで本気で信じていたの？　和臣はやっぱり可愛かわいいなぁ」

　思いのほかあっさりと、予言者本人が真っ向から否定してきた。

　案外ショックは受けないものだな。それだけ俺も、『予言』というものを信じていたわけじゃないということか。
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　それはそれとして。

「要するに、お前は何の根こん拠きよもない世よ迷まい言ごとを適当に口走って、俺が戸と惑まどうところを見て楽しんでいたわけか。だとしたら、イイ度胸をしているな」

「わー、怖こわいなー。でも勘かん違ちがいしないで欲しいな」

「まだ言い逃のがれをするつもりか」

「ぼくは別に、世迷言を適当に口走っていたわけじゃない」

「というと？」

「和臣流に言うなら、ぼくは情報と状じよう況きようを照らし合わせて、それをもとに立てられた推測を述べていただけに過ぎないってことさ」

「……つまり、形はどうあれ、協力する意思はあったってことか」

「そういうこと」

　なんだか納なつ得とくさせられた感があるのは、和臣流なんて持ち上げられたからか、はたまたこれが魔ま女じよの魔力とやらの仕し業わざなのか。この女の人並み外れた情じよう報ほう網もうや分ぶん析せき力の出どころと同じく謎なぞなわけだが、それらを今の俺が知る必要はないだろう。

　大事なのは、この女が俺に協力する意思があったのかどうか、ただその一点に尽つきるのだから。

「結局のところ、俺とお前は利害が一いつ致ちしているんだよな。そう考えれば、もう少しお前のことを当てにしてもよかったかもしれない」

「すごく今さらだね」

「仕方がないだろ。お前ってなんか、胡う散さん臭くさいし」

　黒日奈は自分の身体からだをくんくんし始める。

「お前それ、わざとやってるだろ……」

「バレたか」

　ぺろっと悪びれずに舌を出す黒日奈。……全然可愛くない。

　俺が呆あきれつつ立ち上がると、黒日奈も続いて席を立つ。

「そろそろ帰るか。……その、家の近くまで送る。あのコンビニのところでいいか？」

「うん、そこまででいい」

　今日は特別だ。立ち直らせてもらったお礼、といったところかな。

　明日は久々にあいつ──沖津優太と話すことになるわけだ。

　別に、緊きん張ちようはしていない。

　ただ、気合いは入っている。

　沖津優太が誰だれを好きなのか、必ず聞き出してみせるぞ。








五章　ブーメラン・ハリケーンスマッシュ









　翌日。

　四限の体育の授業で行われる種目はバスケットボールだった。

　今日は合同体育の日で、二クラス合同の男女別で実じつ施しされる。

　我らＣ組男子が対するは、宿敵Ｄ組男子。

　沖おき津つ優ゆう太たのいるクラスだ。

　室内競技のバスケをやるのだから、当然体育館を使用するわけだが、男女別ということで使うのはハーフコートずつだ。ネットで境界線を引かれ、試合に参加していない女子たちがギャラリーと化す。

　よって、男子連中のやる気も底上げされるわけだが。

「試合を開始します、礼！」

　よろしくお願いします、と挨あい拶さつした相手チームのスターティングメンバーの中に、彼の姿はない。

　俺にとっての宿敵、沖津優太はコート外で体育座りを決め込んでいた。

　要するにベンチメンバーというわけだ。

「おい成なる瀬せェ、今日こそはお前に勝つからな！」

　Ｄ組のバスケ部所属の男子が闘とう志し全開で言う。

「お手て柔やわらかに」

　にこやかに返答してから、俺の意識はコート外の彼へと向かう。

　彼は何が面おも白しろいのか、ボーッと遠くを眺ながめていた。

　試合中の女子を観察しているのか──と思って視線の先を追うと、そこにあったのは壁かべにかかった時計で。……さてはやる気がないな。

　ボールが手元に来たので、ゴール下に棒立ちしている味方へパスする。

「うおっ、ノールックかよ！」

　たまたま沖津優太を見ていただけで、相手は過か剰じように反応する。ギャラリーの女子たちから歓かん声せいが上がる。

　その声があまりにも大きかったからか、沖津優太がビクッと反応する。

　……そうだ。意識していないなら、意識させればいいだけのこと。

　どうせこの後、俺は彼に声をかけるつもりだ。それならこの辺りでどちらが優位に立っているのか、しっかり証明しておくのも悪くない。

　それにはまず、プレイで魅みせないとな。

「ボール、くれる？」

　パスを要求して、味方からボールが回ってくる。

　バスケは嫌きらいじゃない。常に身体的鍛たん錬れんを行っている連中に筋力などで劣おとっていたとしても、ある程度はセンスでなんとかできる。

　要するに、漫まん画がの受け売りだ。身体の重心を傾かたむけることで視線誘ゆう導どうをして、相手が反応したところで即そく座ざに逆方向へドライブする。

　ディフェンスについていた男子を抜いて、ゴールに近いところでジャンプシュート。昔、これが打てるかどうかでバスケの見み栄ばえが変わると思って練習したっけ。

　打ったボールはボードに当たり、そのままネットを揺ゆらしてゴール。

「「「「「キャーッ！」」」」」

　女子からの黄色い声せい援えんを一身に浴びたところで、試合終しゆう了りよう。

　結果はうちのクラスの圧勝で、さすがの沖津優太もこちらを見ていたかと思うと、

「どんまーい」

　気の抜ぬけた声でそう言っただけだった。




　授業が終わり、俺は沖津優太に声をかけることにした。

　着き替がえを済ませたところで、一人でそそくさと更こう衣い室を出ていく彼の後ろ姿を見つけたため、急いで後を追う。

「沖津くんっ」

　俺が名前を呼ぶと、沖津優太はビクッと肩かたを震ふるわせてから振ふり返った。

「な、なにかな？」

　沖津優太は挙動不ふ審しんに視線を泳がせている。話をするのが久々だからか、緊張しているようにも見える。

「実はちょっと話したいことがあってさ。お昼一いつ緒しよにどう？」

「あ、うん、いいよ……」

　こいつ、今露ろ骨こつに嫌いやそうな顔したな……。

「ありがと。じゃあ、場所は──」

　屋上はどうせ彩あや夏かが使っているだろうし、中庭は論外だ。できれば人目につく場所は避さけたい。となると──

「第二校舎、今は文化棟とうって言うんだっけ。そこの空き教室でいいかな？」

「えっ、どうしてそんなとこに？」

　彼が警けい戒かいするのも無理はない。俺だって、男二人であんなひと気のないところには行きたくない。

　だが、事が事だ。用心するに越こしたことはない。

「実はそこ、俺のお気に入りスポットでさ。たまに一人になりたいときとかに使ってるんだよ」

　彩夏もこんな心理で屋上を使っているんだろうな。まあ、だからと言って校則を破っていいことにはならないが。

「へぇ、成瀬でもそういうことってあるんだ」

「あはは、沖津くんは俺をなんだと思ってるんだよ」

「成瀬って、いつも誰かと一緒にいるイメージだったから。僕とはその辺りが、全然違ちがうというか……」

「けど、沖津くんだっていつも一人でいるわけじゃないだろ」

　花はなとか彩夏とか琴こと乃のとか、いつも美少女を誰かしら連れているくせに、この男は。

「まあ、そうなんだけど……」

　俺はそこで「立ち話もなんだし」と言って、先を歩き出す。

　二人で他愛たわいない会話を交かわしながら、教室の前に着いたところで一いつ旦たん別れる。

　俺は教室に入り、自分の席に向かう。

「口元、ニヤついてるぞ」

　鞄かばんから弁当箱を取り出しながら、後ろの席に座っている黒くろ日ひ奈なに声をかける。

　黒日奈は窓の外に向けて頬ほお杖づえを突ついていたが、ガラス面に反射してニヤついているのが丸わかりだった。

「これから面白いことが起こりそうだからね。それよりいいの？　教室でぼくに声をかけて」

「ああ。他ほかに誰もいないしな」

　そう、教室の中には俺たち以外に誰もいない。沖津優太の着替えが早かっただけで、他の男子連中は体育館に居残って競技を続行していたり、もしくは更衣室でダラダラと話しているに違いない。女子は着替えや諸もろ々もろに時間がかかるものだから、いないのは当然として。

「むしろ、お前がいることに驚おどろいたぞ」

「ぼくの特技は早着替えだからね。別にケアなんかしなくても、そもそも動いてないんだから汗あせくさくはないよ」

「気にしてないって。じゃあな」

「いってらっしゃい」

　黒日奈も女子なんだよな、と当たり前のことを思いながら教室を出る。

　というかあいつ、体育館にいたか……？　と新たな疑問を抱いだき始めたところで、沖津優太が廊ろう下かに出てくる。

「お、おまたせ」

　照れるなよ、女子か。

「じゃあ、行こうか」

　俺は先導して歩き出す。

　──いざ、密会場所に向けて。




　　　　◇




　文化棟の最奥にある空き教室。

　以前に黒日奈から案内されたその場所を訪おとずれると、心なしか前より室内の雰ふん囲い気きが明るい気がした。

　乱雑にいくつかの椅い子すと机が積み重ねられただけの、殺風景な様子は変わっていない。

　黒日奈のせいで場の雰囲気まで暗くなっていたのか？　と一いつ瞬しゆんだけ思ったが、すぐに今の時間帯がお昼時で、以前は夕暮れ時だったからだろうと思い直す。

　今回の相手である沖津優太はといえば、いつまでも入り口のところでそわそわしながら立っていた。

　俺は机を二つ、向かい合わせに並べて椅子に座るよう促うながす。

「失礼します……」

　これから尋じん問もんを受ける被ひ告こく人にんのような面持ちで、重々しく椅子に座る沖津優太。

　彼には悪いと思っている。大して、どころか全然仲のよくない男子生徒同士が、二人きりで向かい合って食事をしようというのだ。しかも密室で。この状じよう況きようなら、彼でなくても嫌な顔をするだろう。

　だが、これからここで話そうとしているのはとても大切なことだ。俺の青春が懸かかっていると言ってもいい。ゆえにこのような異質な状況、異質な空間を作り、相手に思考をまとめる余よ裕ゆうを与あたえず、思わぬ本音を口に出してしまうような環かん境きようを作り出した。

　おそらく、以前に黒日奈がここに俺を案内したのもそれが目的だろう。だからこそあのとき俺は、普ふ段だんなら口にしないような本音を話してしまった……と思っている。

「それじゃ、食べようか」

「え、あの、話って……」

「本題について話すのはとりあえず、食べてからにしよう。はいこれ」

　せめてものお詫わびのつもりで、紙パックの緑茶を差し出す。

「わかった、ありがとう。それじゃあ、いただきます」

　沖津優太が開いた弁当箱の中身は、色とりどりで目にも鮮あざやかだった。主食と主菜と副菜のバランスが良く、特に肉にく汁じゆうを中に閉じ込めているであろうハンバーグが目を惹ひく存在感を放っていた。

　このコンパクトかつ綺き麗れいな配置で、見栄えまで計算され尽つくした至高の弁当には見覚えがある。

「やっぱり兄妹きようだいなんだな」

　自然に呟つぶやくと、沖津優太が驚いた様子で視線を向けてくる。

「ああ、琴乃から聞いたんだよ。君たち、兄妹なんだってな」

「そっか、琴乃ちゃ──琴乃さんがうちのことを話すなんて、成瀬は相当信しん頼らいされてるんだね」

　お、嫉しつ妬としてるのか？　『琴乃ちゃん』呼びにはこちらも些いささか驚かされたぞ。

「琴乃から俺が信頼されてるかはわからないけど、仲良くはさせてもらってるかな。お兄さんとしては、やっぱり妹の交友関係は気になる感じ？」

「うーん、僕は兄ってより、弟みたいな扱あつかいだからなぁ。あっちがしっかりしすぎているというか、成績だって違いすぎるし……僕が心配されることはあっても、琴乃さんを心配することはないかなぁ」

　情けないな……それでも男か、こいつ。

「花がいつも言ってるよ、『優太は自信が足りない！』って」

「いやでも、あいつの場合はちょっとしっかりしてるだけで、成績は僕と大して変わらないよ。そのくせにお姉さんぶるから、なんか納なつ得とくがいかないんだよね」

　へぇ、俺にも愚ぐ痴ちってくれるのか。

「まあ、花なりに心配してるんだよ。いいじゃないか、美人な身内が二人もいて」

「美人？　花は可愛かわいいけど、さすがに子供っぽすぎるよ。童顔だし。琴乃さんはまあ、間違いなく美人だと思うけど」

　こいつ、普通にノロけやがった。いや、妹自じ慢まんをしているだけなのかもしれないが。

　彼にとって花は自分と近い存在で、幼おさな馴な染じみがゆえに認めたくない部分もあるのかもしれない。あくまで推測でしかないが。

「沖津くんは彩夏にも慕したわれてるよな。俺もあいつとは仕事の関係で仲良くなったんだけど、沖津くんとは中学のときからの知り合いだって言ってたよ」

　すると、沖津優太は大きくため息をついた。

「慕われてるっていうか、いい様にこき使われてるっていうか。あいつは僕をからかってストレスを発散してるだけなんだよ、きっと」

「へぇ、沖津くんはあいつのことが苦手なの？」

「苦手というか……まあ、どっちかというと苦手かもしれない。良い子なのはわかるけど……ほら、僕って陰いんキャだし」

　自分で陰キャとか言うなよ。

　本当にこいつって平均的というか、卑ひ屈くつだし地味だし、その上自己評価を高めようという向上心もないし……なんでみんな、こんな男のことが好きなんだ？

　俺にはさっぱりわからない。同じ学校には俺のようにハイスペックな男子もいるというのに。

「ごちそうさまでした」

　そこで沖津優太が箸はしを置いた。……ピーマンを残している。

　そんなだと、花か琴乃辺りにどやされるぞ。

「食べないなら貰もらっていいかな、そのピーマン」

「あ、うん、助かるよ」

　助かるよ、って。こっちはお前のラブコメ展開のトリガーになりそうなものを排はい除じよしているに過ぎないんだよ。いちいち感謝なんかしてほしくないな。

　それにしても美味うまいな、このピーマン。味付けにも一工く夫ふうされていて、親おや御ごさんの苦労が目に浮うかぶようだ。

「俺も、ごちそうさま」

　俺も箸を置いて、弁当箱を片付ける。

　紙パックのお茶の中身を空にして、ふぅと一呼吸。

　さて。

「じゃあ、そろそろ本題に入ろうと思うんだけど」

　俺はそこまで言って、席を立つ。

　黒板を背にして、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

　沖津優太もつられて席を立つが、明らかに挙動不ふ審しんだ。

　先ほどの昼食タイムでも探さぐりは入れてみたが、やはりというか、こいつの意中の相手はわからなかった。

　ならばこそ、直接聞くしかあるまい。

「──沖津くんって、好きな人はいる？」

　真まっ直すぐ彼と目を合わせて尋たずねると、彼は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように硬こう直ちよくした。

　しかし数秒して、彼はなんとかその口から言葉を絞しぼり出す。

「……えっと、それ、僕に聞いてる？」

「あはは、ここには俺と君の二人しかいないって」

「だ、だよね」

　沖津優太はいきなり恋れん愛あいの話題を振ふられて戸と惑まどっている様子。

　まあ、こいつの性格ならこういう反応になるのか。ここは気を遣つかって、少しリラックスしてもらうとしよう。

「ほら、俺たちはもう高二だし、周りにも結構カップルができているじゃないか。学生の本分は勉強だけど、恋愛だって学生には必要なことだと思うんだよね。これからゴールデンウィークに入るわけだし、なおさらね」

　花に連休中の勉強を提案した俺が言えた義理じゃないかもしれないが。

「うーん。けど今の時代って、恋愛をしなくても十分楽しいよね。楽しみ方は人それぞれっていうか」

　あの沖津優太が恋愛について持論を語り始めたぞ。

　これはリラックスし始めた兆候か？

「まあ確かにね。一理あると思う」

「へぇ、意外だな。成瀬みたいな人って、こういう話を聞いたら『それは陰キャの負け惜おしみじゃない？』って言うかと思ったよ」

「あはは、俺にどんなイメージを持ってるんだよ。ある程度は、いろいろなことに寛かん容ようなつもりなんだけどな」

　そうじゃないと、こういう偏へん見けんだらけの価値観に、いちいち物申さなければならないからな。

　とはいえ、彼のペースに合わせてばかりだと、恋愛トークからどんどん遠のいていくばかり。ここは早々に話題の舵かじを取り直すことにする。

「その上で言わせてもらうけど、やっぱり学生には恋愛も大切なことだと思うんだ。だからほんの興味本位だけど、沖津くんに好きな人がいるのかどうか、それを聞かせてもらったってわけさ」

　俺ができるだけ声こわ色いろを優やさしくして言うと、気持ちに余裕が生まれたらしい沖津優太が和なごやかな顔で言う。

「恋愛が大切って話は僕も一理あると思うけどさ、それにしても成瀬は人が悪いよ。だっているわけないじゃないか、僕に好きな人なんて」

「え……？　そう、なのか？」

「当たり前だよ。だって、僕だよ？　成瀬みたいな男子ならいてもおかしくないけど、僕にその質問をするのは、からかっているにしても人が悪いよ」

「いや、でも君のことを好きな女子だっているかもしれないじゃないか」

「いやいや。僕みたいなやつを好きになる女の子がいるとは思えないよ。おかしいって」

　ちょっと待て。

　こいつはこれを、本気で言っているのか？

　あんなに可愛い女の子たちが周りにいて、慕ってくれているというのに、こいつは本当に、その好意に気付いていないのか……？

　主人公キャラだとは思っていたが、まさかこれほどまでに『鈍どん感かん主人公』のテンプレを地でいこうとは……。

　あり得ないだろ。

　きっと親しいわけでもない俺が相手だから、好きな人がいても明かさないのか、あるいは彼女たちの気持ちに気付いていながら、誰だれかを選ぶと今までの環境が変わってしまうから選べないとか、そういう……そういう、ことなんだよな？

　確かめなければ、こいつの真意を。そのためには、正せい攻こう法ほうでぶつかるしかない。

「なら質問を変える。花と彩夏と琴乃。この三人の中だと、誰が恋愛対象に入る？　というか、誰が本命だ？」

　俺が問い詰つめると、沖津優太は心底驚おどろいてみせた。

「えっ、ちょっ……なんでその三人？　意味がわかんないんだけど」

「答えてくれ」

　真しん剣けんに尋ねると、沖津優太は渋しぶ々しぶといった様子で答える。

「よくわかんないけどさ……三人とも恋愛対象にはならないよ。というか、僕がその三人をそういう目で見ることはないし、みんなが僕をそういう風に見るのも『あり得ない』よ。これで満足かな？」

　フッ、フフフフッ……フフ、フ……

　こいつは今、言ってはいけないことを言ってしまった。

　自分が好きじゃないと言い張るのはまだいい。勝手だ。

　だが、こいつはあろうことか、花たち三人の気持ちまで『あり得ない』の一言で否定した。勝手な思い込みで決め付けたんだ。

　鈍感というのは、ある種の罪である。

　人の好意に気付けないというのは、実に愚おろかしい。その無自覚が他者を傷付けることだってあるというのに、当の本人はそれにすら気付いていない。

　断じて許せるか。

　あいつらが、そしてそのせいで犠ぎ牲せいになっている俺自身が可哀かわいそうじゃないか。

　──そのときふと、いつかのトラウマが思い起こされた。

　俺の初はつ恋こい相手である、あの人との思い出。

　あの人は、俺の気持ちに気付いてすらいなかった。俺が伝わっていると思っていた好意は、一ミリたりとも届いていなかった。

　もう同じ過あやまちは繰くり返さない。

　気持ちを伝える側にも責任があるというのならば……いいさ、俺が気付かせてやる。

　鈍感主人公・沖津優太。お前のその二次元めいた存在に相応ふさわしいやり方でな。

「えっと、成瀬……？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　ずっと黙だまり込む俺を見て不安に思ったのか、沖津優太が声をかけてくる。

「ああ、ちょっと待ってくれ」

　脳が高速で思考をまとめる。記き憶おくから情報を呼び起こし、ラブコメ作品における鈍感主人公がヒロインとの距きよ離りを縮める方法を認にん識しきする。

　それすなわち──『イベント』。

　そしてイベント発生の起き爆ばく剤ざいとなるべき存在は、必要悪とも言える『かませ犬』だ。

　わかっている。

　やるしかないよな、この俺が。

　まさか、あれほど嫌けん悪おしていたこいつの『かませ犬』役を、俺が自ら進んで演じる日が来ようとは思わなかったぞ……。

　だが、もう決めた。奴やつに気付かせるためには、これが最良の手段なのだから。

　俺は大きくため息をついてから、気け怠だるそうに口を開く。

「──はぁ。確かにそうだな、あり得ないか」

「あ、うん？」

「だって君、地味でなんの取り柄えもないもんな」

　俺の言葉を受けて、沖津優太は俯うつむいた。

「うん……その通りだよ」

「そして、そんなお前を慕っているあいつらは本当に趣しゆ味みが悪いな。あれが世にいうダメ女ってやつか」

「──ッ」

　そのとき、落ち込んで困こん惑わくしていただけの沖津優太の顔に、怒いかりの感情が宿る。

　いいぞ、もっと怒おこれ。お前の目の前にいるのは、倒たおすべき『敵』だ。

　俺は軽口を叩たたくように続ける。

「あいつら全員、バカだよ。花はお前といると優ゆう越えつ感に浸ひたれて楽だから一いつ緒しよにいるだけだし、彩夏も自分よりダメな奴に日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らしているだけ、琴乃なんて新しい家族に馴な染じむために仕方なくお前と関かかわっている、本当に弱くてダメな奴らだ。利用されてるだけのお前も含ふくめて、滑こつ稽けいすぎて笑えてくるほどだよ」

　ぎりっと拳こぶしを握にぎり込んで震ふるえを抑おさえる。

　するとそこで、沖津優太がこちらを睨み付けながら口を開いた。

「あのさ、僕は何を言われてもいいよ、だいたい本当のことだし。──ただ、僕の周りの人のことをこれ以上悪く言わないでほしい。頼たのむよ」

　やれば出来るじゃないか。さすがは主人公くん。よし、あともうひと押しだな。

　この辺りで幕引きといこうじゃないか。

「フッ、フフフ……ハハハハハハッ！」

　突とつ然ぜん高笑いを始めた俺を前にしても、沖津優太は動じずに睨み付けたままだ。

　様になっている主人公くんに向けて、俺は最大級の決め台詞ぜりふをお見み舞まいしてやる。

「そういうところだよ、笑えるのは。ダメな奴をダメだと言って何が悪い？　何度でも言ってやる、あいつら全員大バカだ。花も、彩夏も、琴乃も、俺のことを友達だと思ってやがる、ただの『クズ』なんだから──」

　言い終える前に、沖津優太が拳を振り上げていて──

　ボコッ！

「ぶはぁっ!?」

　殴なぐられた俺は勢いのまま、床ゆかに尻しり餅もちをついていた。

　左の頬ほおが痛い。焼けるようだ。視界もぐわんぐわんと揺ゆれていて、上手うまく焦しよう点てんが定まらなかった。

「撤てつ回かいしてよ、今の言葉。みんなを『クズ』呼ばわりしたこと」

　沖津優太は怒ど気きを孕はらんだ凄すごい形相のまま、俺の胸むな倉ぐらを掴つかんでくる。

　人から全力の敵意を向けられることが、これほどまでに恐おそろしいとは思わなかった。頬の痛みのせいもあって、気を抜ぬいたら泣き出してしまいそうだ。

　だが、俺は。

「……お前の方こそ撤回しろよ、『あり得ない』って言ったこと」

「えっ？」

　沖津優太の顔に困惑の色が浮うかぶ。

　俺は畳たたみかけるように続ける。

「考えてみろ。お前は今、どうして俺を殴った？　何に憤いきどおった？　それは、大事な人を馬ば鹿かにされたからだよな？」

「……それが、なんだよ」

「お前のその大事だって気持ち、恋心と何が違ちがう？」

「──ッ」

　沖津優太の顔から怒気が失うせ、代わりに困惑の色がより一層深まる。

　だが、沖津優太はすぐに考えをまとめたのか口にする。

「違いなんてわからないよ。ただ、僕はみんなが大事なだけだ！　それだけなんだ！」

　必死になって言う沖津優太に対し、俺は再度言ってやる。

「そんなことの差もわからない奴が、彼女たちの気持ちを『あり得ない』の一言で片付けるな！　──この、童どう貞てい野や郎ろうがッ！」

「……ぼ、僕は……」

　──ガラーッ！
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「二人とも、なにやってるの!?」

　そのとき、教室に飛び込んできたのは花だった。

　続いて琴乃と彩夏が息を切らして入ってくる。

　なぜ、彼女たちがここに？　──まさか、黒日奈の仕し業わざか！

　俺の発言の影えい響きようか、彼女たちの登場のせいかは知らないが、すっかり興奮が冷めた様子の沖津優太が俺の胸倉から手を離はなす。

　どさっ、と俺が床にへたり込むと、

「和かず臣おみくん！」「大丈夫ですか!?」「かずセンパイ、血が……っ」

　三人が俺のもとに駆かけ寄ってくる。

　俺はその手を振ふり払はらい、「悪い」と一言だけ告げて教室を出る。

　振り返りはしなかった。

　別に、半泣きになっていることを気付かれないためではない。

　ただ、計画通りに事が運んだことを悟さとられないためだ。

「──フッフッフッ、ハーッハッハッハッハッハッ！」

　俺の高笑いが廊ろう下かにこだまする。

　誰にも聞かれていませんようにと願いつつ、俺は廊下をひた走った。

　その最中、口の中は鉄の味がした。




　　　　◇




　初めて授業をサボった。

　行き場に困った俺は、非常階段の入り口でうずくまっていた。

　空は曇どん天てん模様。まるで今の俺の心象風景を反映しているようだ。

「痛いな……」

　腫はれた左頬を撫なでる。

　スマホのインカメラで確認すると、唇くちびるの端はしが切れて血が出ていた。

　殴られた経験は初めてで、まさかこんなに痛いものだとは思わなかった。

「多分、あいつも痛かったよな……」

　だが、鈍どん感かんすぎるあいつだって悪い。むしろ、自分の気持ちと向き合うきっかけを与あたえた俺に感謝してほしいくらいだ。

　この頬の痛みで十分、花たちの悪口を言った報むくいは受けたはずだ。

　あいつが『あり得ない』の一言を撤回するその日まで、俺も『クズ』呼ばわりしたことを撤回するわけにはいかないからな。

　……はぁ。こんなスマートじゃないやり方は、俺らしくないよな。

　俺が花たちの悪口を言ったことを、沖津優太が三人に話したらどうなるだろう。多分、嫌きらわれるよな。

　やり方、間違えたかもな……。

「先生、ここにいました」

「──ッ!?」

　驚おどろいて振り返ると、階段の上に黒日奈美み玖くが立っていた。

「嘘うそだよ、いるのはぼくだけだ」

　ホッとした。どうやら教師はいないようだ。

　まさか、こいつの姿を見て安心する日が来ようとはな。

「どうでもいいけど、そこに立ってると見えるぞ」

「きゃーえっちー」

　言うならせめて棒読みはやめてほしいものだ。

「ずいぶんと無茶をしたみたいだね」

　そう言って、黒日奈は隣となりにちょこんと座ってきた。

「あの三人が来るように仕向けたのは、お前だろ？　というか、よく俺たちがあそこにいるってわかったな」

　黒日奈は取り繕つくろうこともなく大きく頷うなずいた。

「うん、その方が面おも白しろくなるかなと思って。場所に関しては、魔ま法ほうを使ったとでも言っておこう」

「魔法って……それで、どう仕向けたんだ？　みんな慌あわてているように見えたけど」

「『あうあう～、どなたのかは存じ上げませんが、恋こい人びとさんが乱らん闘とう騒さわぎを起こしてますぅ』って、三人全員に耳打ちして言ったんだよ」

「なんだそれ……」

　てか、その口調もなんだよ。

「それで血相を変えて走ってきたわけか。もうみんな、あいつの彼女気取りかよ」

「頑がん張ばりは無む駄だじゃないよ。きみの目もく論ろ見み通り、状じよう況きようは変わるんじゃないかな」

「じゃないと困る」

　ふふっと黒日奈が突然笑い始める。

「なんだよいきなり。怖こわいぞ」

「いやぁ、だってあのときのきみといったら、ぷくく……自分がクズのくせにクズ呼ばわりしたかと思えば、最後には相手に『童貞野郎がッ！』って、きみも童貞のくせに特大ブーメランじゃないか、ぷくくっ」

「おまっ、なんでそんなことまで知ってるんだよ!?　というか、俺が童貞かどうかは関係な──」

「最近の機器は便利だよね、スマホが二台あれば高画質で観察し放題だし」

「お前それ盗とう撮さつって言うんだぞ!?」

　あの教室にはこいつの盗撮用スマホが置いてあったということか。全然気付かなかった。本当にこいつのやることは普ふ通つうじゃないというか……はっきり言って怖い。

　ぴと。

「痛っ」

　そのとき、唐とう突とつに黒日奈が傷口に触ふれてきた。

「なにするんだよ」

「痛い？」

「お前が触さわってるからな」

「痛いよね」

「だから、それはお前が触ってるせいで……」

「ねぇ、どうしてあんな無茶をしたの？」

　黒日奈は傷口に触れたまま尋たずねてくる。

「無茶って、『かませ犬』を演じたことか？」

　こくりと黒日奈は頷く。

「それは……このままだと、あいつが誰だれともくっつきそうになかったから──」

「本当は、いても立ってもいられなくなったんだよね。みんなの純じゆん粋すいな想おもいに気付かない、相手の鈍感さに」

　俺の言葉を遮さえぎり、優やさしく諭さとすように黒日奈は言った。

　どう返答するか迷っていると、黒日奈は続ける。

「でもさ、人の好意に気付かないのはそんなにいけないことかな？　罪なのかな？　──ぼくは好きだけどな、そういう人」

「お前もあいつの味方か。けど、さっきの推測は外れてる。俺はただ、あいつが誰かと付き合えば、余ったどちらかと付き合えると思っただけだ。そのために動いたに過ぎない」

「あくまで自分のため、と。和臣は強ごう情じようだなぁ」

「……まあ、強しいて言うなら」

　こいつに取り繕う必要はない、はずだからな。

「俺も自分の好意が届かなくてイライラしてたから、その当て付けみたいな気持ちはあったかもしれないな」

「あはは、ほんとに強情だ。それでいて可愛かわいい人だよね」

「完全に馬鹿にしてるだろ……」

「褒ほめてるんだよ。まあ、こういう終わり方なら悪くないかもね」

　終わり、か。そうかもしれないな。

　俺はあのとき、彼女たちの一いち途ずな想いが届かないことに憤っていた。

　その際に彼女たちと、報われない自分を重ね合わせていた部分もあったかもしれない。

　それゆえ、彼女たちの気持ちが届くならと。俺は自分が彼女たちから嫌われる可能性があることを、承知の上で行動した。殴なぐられ、傷付くことを覚かく悟ごして動いた。

　こんな大きなリスクがある方法は、俺らしいやり方じゃない。

　もちろん、前提は俺自身のためだ。沖津優太が三人のうちの誰かと付き合えば、俺にだってチャンスが生まれるに違いない。そういう算段があって動いた。

　自分に言い訳している時点で違うよな。

　……やはり俺は、やり方を間違えたのかもしれない。

「ねぇ、一つ提案なんだけど」

　黒日奈は唐突に立ち上がったかと思えば、俺の目の前にきてしゃがみ込み、




「──ぼくときみが付き合うというのはどうだろう？」




　一いつ瞬しゆんの間を置いて、

「お前、何を言って──えっ」

　そのとき、俺の目の前には──忘れもしない初恋相手の顔があった。

　ぱっちりとした大きな瞳ひとみに整った鼻筋、薄うす桃もも色いろの唇。ぬけるような白い肌はだ。

　美しいのにどこかあどけなさの残る、小さく丸みを帯びた輪りん郭かくの、紛まぎれもない美少女。

　見つめられるだけで呼吸が荒あらくなる。あの頃ころの思い出がフラッシュバックするようで、眩暈めまいまでしてきた。

　彼女の顔から、ひとまず視線を逸そらす。そうすることで、徐じよ々じよに落ち着きを取り戻もどしていく。

　そして思う。

　──違ちがう、と。

　これは初恋相手と瓜うり二ふたつの顔をしているというだけの別人──黒日奈美玖だ。

　そっと前まえ髪がみを上げただけで、印象ががらりと百八十度変わった。

　女の印象は目元で決まるというキャッチコピーがあった気がするが、あれは真実だったようだ。

　そこまで考えられる程度には、気分が落ち着いてきた。

　俺は以前にも、黒日奈美玖の顔を見たことがある。

　三年ほど前。そのときから姉と顔立ちが似ていたが、実じつ年ねん齢れいよりもとても幼く見えて、小学生だと勘かん違ちがいしたのを覚えている。

　ちらとその顔を横目に見て、思わず感心する。

　三年でこうも変わるものか、と。

　俺の反応を見て満足したのか、黒日奈は嬉うれしそうに笑えみを浮うかべ、

「──なんてね。良い夢は見れたかな？」

　からかうように言うと、下ろした前髪をヘアピンで留めて、すとんと隣に座ってくる。

　そうだな、これでこそ俺の知っている黒日奈美玖だ。交際の申し出すら冗じよう談だんでやる、そういう女だったよな。

「それにしても、顔色悪いね。大だい丈じよう夫ぶ？」

「どうして、このタイミングで顔を見せてきた……？」

　目を合わせるだけで、声が震ふるえる。鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。思考が上手うまくまとまらない。

　だめだ、直視していられない。この顔は刺し激げきが強すぎる。

　なんとか再び視線を逸らしたことで、呼吸が整い始める。

　酸素を十分に取り入れたおかげか、頭も働き出す。

　……情けないな。

　俺は結局、未いまだに過去のトラウマを克こく服ふくできていないってわけか。

　そのことを黒日奈美玖のおかげで、痛いくらいに実感させられたよ。

　どうすれば、過去のトラウマを克服できるんだろう。

　──と、そこで。

　黒日奈がこのタイミングで俺に顔を見せてきた理由に思い至る。

「お前は、俺を焚たき付けるつもりで顔を見せてきたのか」

「ふふっ、やっと気付いたか」

　いたずらっぽく笑う黒日奈。

　そうだ。こいつの目的を、すっかり忘れていた。

　俺に姉のことを忘れさせる──という目的があることを。

「でも、どうしてそこまでして俺にあの人のことを忘れさせようとする？　身内のことを気にしている奴やつが見たくないなら、関かかわらなければいいだけじゃないか」

「お、やっとそこまで踏ふみ込む気になったんだ。ぼくに少しは興味を持ってくれた証しよう拠こだね。顔を見せた甲か斐いもあったってものだよ」

「答えてくれ」

「んー、そうだね。いいよ」

　黒日奈はふっと笑って言う。

「きみは覚えていないだろうけど」

　そう前置きをして、

「きみが姉さんの授業を受けに家に来ていたとき、実はぼくも何度かお話しさせてもらったことがあってね」

「そういえば、一回──」

「四回」

「悪かった、続けてくれ」

「それでそのとき、思ったんだよ。この男の子は顔良し、頭良し、努力家で自信家、憎にくめない小悪党ぶりを持っている、なんて魅み力りよく的な人なんだろう、って」

「それ、本気で言ってるのか？」

　褒め殺しにも程ほどがある。まあ、悪口も入っていた気がするが。

「本気で言ってるよ。──ああ、勘違いはしないでね」

「ああ、わかってる」

　黒日奈はその続きを口にする。

「でもそんな有能な人が、ある日女性不信になってしまった。しかもそれが、ぼくの身内のせいときた。これはもう、見ていられないよね」

　女性不信、という部分を一いち概がいには否定できない。

　何せ、こいつの顔を直視すると、未だに眩暈がするくらいだからな。

「それで、俺のためにトラウマを克服させる手伝いをしてくれていたわけか」

「まあ、そんなところかな。納なつ得とくしてくれた？」

「ああ。前よりもお前のことを理解できた気がする」

「あはは、それが思い上がりじゃないといいね」

　思い上がりか。そうかもしれない。

「……その、悪かったな。いろいろと」

「謝ってくるってことは、気付いているんだね」

「お前が普段、俺のために顔を隠かくしていることも……それに、池のことだって感謝してるんだ」

　いつだって、こいつは俺のために動いてくれていた。

　こいつが『沼ぬま底そこの魔ま女じよ』と呼ばれるきっかけになった事件。

　入学して間もない頃、俺に恋こい人びとを取られたと勘違いした男子生徒が、俺の筆箱を池に投げ入れた。それを拾うために、こいつはまだ肌はだ寒ざむい四月上じよう旬じゆんの池に飛び込んだんだ。

　その筆箱はもう使っていないが、今でも家に保管してある。

「知ってたんだ」

「ああ。知っていて、気付かないフリをした。お前と真正面から関わるのが、怖こわかったんだ」

「その罪つみ滅ほろぼしのつもりで、和臣はぼくの相手をしてくれていたわけだね。ようやく合点がいったよ」

　その通りだ。

　当時の俺は、初恋相手であるあの人の妹が同じ学校に入ってきたというだけで、関わることを極きよく端たんに恐おそれた。

　だから事件のことも、見て見ぬフリをした。黒日奈が池に飛び込んだ直後、泥どろ一つ付かずに洗われた状態で机の上に置かれた筆箱を見て、俺はそっと机の中にしまった。そうしていたらいつの間にか、礼を言うタイミングまで逸いつしてしまって。

　まさに罪滅ぼしのつもりで、話しかけてくるこいつを完全に無視はしなかったというわけだ。俺に関する黒歴史は、とことん黒日奈絡がらみだな。

　つまり俺たちの関係は、お互たがいの罪滅ぼしで成り立っていたわけだ。

　なら、互いに贖しよく罪ざいを済ませるまでは終われないよな。

　この女との歪いびつな関係を終わらせるためにも。

「すぅー、はぁー」

　一度深呼吸する。

　俺は立ち上がって黒日奈と距きよ離りを取り、背中を向けたまま口にする。

「悪いけど、お前のその素す顔がおを真まっ直すぐ見つめるには、まだ経験不足みたいだ。俺が誰だれかと付き合って、過去のトラウマを克服したときに、もう一度その素顔を見せてくれ」

　数秒ほど間を置いて、

「言ったね？　ならもし、きみがトラウマを克服できなかったときには──」

　くるりと俺の目の前に回り込んできた黒日奈は、すでに前髪を下ろしていて。

「前髪オバケとして、きみの枕まくら元もとに化けて出てあげるよ」

「ああ、せいぜい励はげむとするよ」

　俺の言葉を聞いて満足したのか、黒日奈はとぼとぼと歩いていく。

　まさか一いつ緒しよに戻るわけにもいかない。周囲に俺たちの仲を誤解されても困るからな。

　だからもう少しだけ、俺はここにいることにした。




　放課後を迎むかえてしばらく経たった頃、俺は教室に戻った。

　中に誰一人残っていないことを確かく認にんしてから、鞄かばんを取って職員室へ。

　午後の授業に出なかった件について、担任に体調を崩くずして外で休んでいたと報告すると、日頃の行いのおかげもあってか、あっさりと解放された。

　スマホを確認すると、花からは『今日は部活があるから先に帰ってて！』というメッセが届いていた。

　もしも今日のことがきっかけで、花と彩夏、それに琴乃から嫌きらわれていたとしても、明日から関係修復を目指せばいいだけである。

　なんとしてでも、俺は自分が納得できる相手と付き合ってみせる。

　そのためには、妥だ協きようなんてしてやるものか。

　俺はそう意気込んで、一人で帰路に就ついた。








エピローグ









　騒そう動どうから一夜明けて、迎えた昼休み。

　晴天の下。俺は左ひだり頬ほおにガーゼを貼はった状態で、屋上に集まった三人の女子と向かい合っていた。

「三人とも、今日は集まってくれてありがとう。まずは、昨日の件を謝罪させてほしいんだ」

　花はなと彩あや夏かと琴こと乃の。まずはこの三人に、昨日の件を謝って──と思ったのだが、三人とも浮かない顔をしている。

「えーっと、かずセンパイ。結局ゆうたセンパイとは昨日、何があったんですか？」

「えっ？」

「私たち、優ゆう太たくんから何も聞いていないんです。というか、何も話してくれなくて」

　あいつの方からは話していないのか。なるほど、それは好都合かもしれない。

　彩夏と琴乃に続いて、花も困こん惑わくした様子で言う。

「昨日の和かず臣おみくんと優太の感じからして、二人が喧けん嘩かしたのはわかるんだけど……黒くろ日ひ奈なさんに聞いてもわからないって言うし、わたしたちもモヤモヤしてたんだ。何があったか話してくれないかな、和臣くん」

「ごめん、それはできない」

　にこやかに。

　さらっと言ってみせたが、三人とも不満そうに俺を見ている。

　ごまかし通すのは、なかなか難しそうだな。──だが、

「男と男の問題だからさ」

　力技わざで押してみると、

「今は言えない事情があるんだね。でも、いつか話してくれるときが来るといいな」

　狙ねらい通り、花がすぐさま納得してくれた。……花の優やさしい性格を利用したようで心が痛むが、手段は選んでいられない。

　あとは二人。しかし、ここからが問題で──

「あたしは納得いかないんですけどー」

　やはり、彩夏は納得がいっていない様子。

「悪いな」

「かずセンパイがどうして一方的にやられていたのか、あたし的にはそこが気になっちゃって、昨日は全然眠ねむれなかったんですよー」

　彩夏は様になっていないシャドーボクシングを繰くり出しながら言う。納得がいかないって、そこかよ。

　ここで琴乃が挙手をして言う。

「私は暴力反対ですし、ああいう事態になった経けい緯いが気になっています。優太くんにはそのことで三時間ほどお説教をしたのですが、殴なぐった経緯まではどうしても話してくれませんでした」

　うわ、三時間も……それは少し、申し訳なくなるな。

　しかし、だからこそ余計に、俺の口から語るわけにはいかないな。

「悪いけど、彼が話さなかったことを俺の口から話すことはできないよ」

「……わかりました」

　琴乃は思いのほかあっさりと引き下がったかと思えば、ブラウスの袖そでをまくり始める。

「えーっと、琴乃はどうして腕うでまくりを……？」

　とても嫌いやな予感がする。

「でしたら、喧嘩両りよう成せい敗ばいという言葉がありますので、成なる瀬せくんにもお仕置きをします」

　琴乃はそう言って近付いてきたかと思うと、

「お仕置き？　──いてっ」

　デコピンを一発お見み舞まいしてきた。……地味に痛い。

　これも暴力に含ふくまれるんじゃ──なんてことを言えば、もう一発お見舞いされそうだったので、大人しく痛みを我が慢まんする。

　すると、琴乃がポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出して、俺の額に貼ってくれた。

「では、私の気は済んだのでこれで」

　琴乃はそう言って微笑ほほえむと、軽かろやかな足取りで校舎へ戻もどっていった。

「和臣くん、今日は部活ないから一緒に帰ろうねっ」

　花はそう言って、俺の手を引きながら歩き始める。

「ちょっとー、あたしはまだ納得いってないんですけどー。あ、それならあたしもデコピン──痛っ」

　デコピンをご所望の彩夏に一発お見舞いしてやった。先せん輩ぱいの優しさである。

「あーっ！　暴力反対！　女の子に暴力を振ふるうとか、センパイのことを見み損そこないましたよ！　──てゆうか、ぷははっ、センパイのおでこ変すぎー！」

　花から手鏡を借りて確認すると、額に貼られている絆創膏には女児向けアニメのキャラクター（魔法少女？）がプリントされていた。

　最悪だ……しかし、せっかく貰もらったものをすぐに剥はがすというのも気が引けるし、前まえ髪がみで見えないようにカバーするしかないか。

　三人との話を終えた俺は、教室に戻る途と中ちゆうの廊ろう下かで、沖おき津つ優太とすれ違ちがった。

　ただし、俺たちは挨あい拶さつするどころか、まともに目も合わせなかった。

　あんなことがあったんだ。みんなには悪いが、俺と彼が言葉を交かわすことはしばらくないだろう。

　だがまあ、俺が誰かと付き合えたときには、考え直してやるかもしれないな。

　教室に入ると、窓まど際ぎわで外を見ながら頬ほお杖づえを突つく黒日奈の姿が目に入る。

　俺は自分から彼女に声をかけるわけでもなく、一つ前の席に座った。

「少し見ない間に、ずいぶんと男らしい顔になったじゃない」

　黒日奈は、俺の額の絆創膏について言っているのだろう。ガーゼのことは今朝いじられたばかりだし。

　俺は机に突っ伏ぷして返事をする。

「ちょっといろいろあってな。まあ、この程度で清算できるなら安いものさ」

「ぼくとのことは、そんな簡単に清算できると思わないでね」

「ああ、わかってる。お前とのことは、一種の呪のろいみたいなものだと思っておくよ」

「呪い、か。それは良いたとえだね」

　そこは否定してくれよ。鳥とり肌はだが立つだろうが。

　昨日はあまり寝ね付つきがよくなかったせいか、珍めずらしく睡すい魔まが襲おそってきた。

　昼休みはもう少し残っていたよな。

　よし。ほんの十分ほど、仮か眠みんを取ることにしよう──。




『──全すべてが計画通り。ぼくの本当の目的はね、きみを……』




「──ハッ！」

　目が覚めると、昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴っていた。

　変な幻げん聴ちようというか、悪夢を見たかもしれない。

　あのとき聞こえた声は、黒日奈のものだったような……。

　振り返ると、黒日奈は先ほどと同じように、頬杖を突いたまま外を見つめていて。

　俺がうっかり『呪い』なんて単語を口にしたから、そのせいで変な夢を見たのだろう。

　今はそう、思うことにした。

[image: ]
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　お久しぶりです。初めての方は、初めまして。戸と塚づか陸りくです。

　この度は、『俺がラブコメ彼女ヒロインを絶対に奪うばい取とるまで。』をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　例のごとく長いタイトルなので、作者は勝手に『奪だつラブ』という略りやく称しようで呼んでいます。語感重視です。読者の皆みな様さまもどうかお好きなように呼んでいただければ幸いです。




　本作は、主人公の成なる瀬せ和かず臣おみがある出来事をきっかけに、ライバルからヒロインを奪い取ることを決意して奔ほん走そう──あるいは、迷走するラブコメとなっています。

　その陰かげの立役者、もしくは黒幕とも言うべき存在の黒くろ日ひ奈な美み玖くが、本作のメインヒロインという位置づけになるわけですが……和臣と美玖、この二人の不ふ穏おんな関係も見どころの一つなので、ぜひ注目してみてください。




　見どころといえば、表紙を見ていただいた方はもうおわかりかと思いますが、とにかく『イラスト』が凄すごいんです。

　まず、ヒロインがとても可愛いですよね。キャラデザが届いたときは感動しましたし、表紙イラストが届いたときには、花はなのあまりの可愛さに、思わず時間を忘れて見入ってしまったほどです。

　花、彩あや夏か、琴こと乃の、美玖──その全員が、僕が予想していたよりも遥はるかに魅み力りよく的なヒロインになってくれました。

　それと、主人公の和臣も素晴らしいキャラデザのおかげで、嫌いや味みのないイケメンになってくれたと思っています。

　このイラストだけでも、本作を手に取る価値は十分にあると思います。どういったきっかけでも、作者は自身の作品に触ふれてもらえると嬉うれしいので、ぜひ気軽に手に取ってみてください。




　最後に謝辞を。

　担当編集者様。前作に続き、たくさんのお力ちから添ぞえをありがとうございます。今後ともよろしくお願い致いたします。

　イラストを担当してくださった昆こん布ぶわかめ様。可愛く素敵なイラストで本作を彩いろどってくださり、ありがとうございます。今後ともよろしくお願い致します。

　そして読者の皆様。本作を読んでくださり、誠にありがとうございます。心から感謝しております。本作こそはシリーズとして続いていくよう精せい一いつ杯ぱい励はげみますので、今後とも応おう援えんしていただけると嬉しいです。どうぞよろしくお願い致します。




　ここまで読んでくださって、ありがとうございました。




　それではまた、次巻でお会いできることを願って。





二〇一九年十二月下げ旬じゆん　戸塚陸
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